
伊藤忠岱書写日本漢文関係資料目録

紹

伊
介

資
料

藤
忠
岱
書
写
日
本
漢
文
関
係
資
料
目
録

、

　

　

　

　

　

清

水

信

子

は
じ
め

に

伊
藤
忠
岱

（名
祐
義

・
祐
慶
、
通
称
大
助

・
代
助
、
字
忠
岱
、
号
鹿
里

・

潜
龍
斎

・
仰
継
堂
）
は
、
安
永
七
年

（
一
七
七
八
）
、
信
濃

・
春
日
村

（現

長
野
県
佐
久
市
）
に
生
ま
れ
、
郷
里
信
濃
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
た
漢
学

者
で
あ
る
。
幼
時
よ
り
学
問
を
好
ん
だ
が
、
父
に
従
い
家
業

（呉
服
商
）

を
継
ぎ
、
そ
の
関
係
上
、
京
都
、
江
戸
に
出
る
機
会
が
多
く
、
寛
政
八
年

（
一
七
九
六
）
頃
よ
り
、
京
都
の
吉
益
よ
り
医
学
を
、
同
十

一
年

（
十
七

九
九
）
に
は
、
江
戸
の
大
田
錦
城
に
入
門
し
儒
学
を
学
ん
だ
。
文
化
十
三

年

（
一
人

一
六
）
に
は
、
家
業
を
弟
に
譲
り
、
学
問
に
専
念
し
て
い
る
。

医
学
、
漢
学
に
通
じ
、
著
述
も
そ
の
両
面
に
互
り
、
『刺
絡
聞
見
録
二
巻
』

（文
化
十
四
年
刊
）
、
『
傷
寒
論
張
義
定
本
二
巻
』
（文
化
十
五
年
刊
）
、

『
大
学
国
字
解
二
巻
』
（天
保
七
年
刊
）
、
『
老
子
国
字
解
四
巻
』
（天
明

九
年
刊
）
等
七
点
の
刊
本
を
含
め
、
稿
本
と
合
わ
せ
三
十
七
点
を
残
し
て

い
る
。
天
保
九
年

（
一
人
三
人
）
没
、
一早
年
六
十

一
。
忠
岱
に
関
し
て
は
、

青
木
歳
幸
氏
が
研
究
さ
れ
、
『
在
村
蘭
学
の
研
究
』
（思
文
閣
出
版
／
平

成
十
年
二
月
）
「第
六
章
　
在
村
漢
学
者
伊
藤
忠
岱
と
蘭
学
―
漢
学
と
蘭

学
の
接
点
―
」
に
は
、
忠
岱
旧
蔵
資
料
に
つ
い
て
も
、
医
学
、
蘭
学
を
中

心
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

忠
岱
の
旧
蔵
資
料
は
、
現
在
、
玄
孫
の
伊
藤
祐
俊
氏
宅
に
管
理
さ
れ
、

そ
の
数
は
約
六
百
部

一
千
冊
以
上
に
上
る
。
そ
の
多
く
は
忠
岱
自
筆
の
書

写
資
料
で
、
医
書
、
漢
学
、
そ
の
他
、
軍
談
等
の
雑
書
か
ら
な
る
日
本
人

著
述
資
料
即
ち
国
書
と
、
漢
籍
の
注
釈
等
そ
の
関
連
資
料
即
ち
準
漢
籍
に

大
別
さ
れ
る
。
テ」
の
よ
う
な
地
方
を
拠
点
と
し
た
漢
学
者
の
旧
蔵
資
料
に

つ
い
て
は
、
当
時
の
日
本
全
体
に
お
け
る
漢
学
、
及
び
文
献
の
受
容
、
伝

播
の
実
態
を
知
る
た
め
の
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
ろ
う
。
ン」れ
ら
に
つ
い

て
は
、
伊
藤
伯
太
記

『
仰
継
堂
蔵
書
目
録
』
、
及
び
前
掲
青
木
氏
に
よ
り

加
筆

・
整
理
さ
れ
た
も
の

（同
氏
前
掲
書
所
載
）
に
よ
り
、
書
名
等
蔵
書

の
全
容
は
概
観
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
未
整
理
な
状
態
で
あ
り
、
個
々
の

資
料
に
つ
い
て
の
詳
細
は
知
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
そ
の
本
格
的
な
調
査
が

倹
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
回
、
そ
の
端
緒
と
し
て
、
医
学
、
及
び
漢

学
関
連
資
料
を
中
心
と
し
た
日
本
漢
文
関
係
資
料
を
対
象
と
し
て
調
査
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に
着
手
し
た
。
そ
の
選
択
理
由
に
は
、
旧
蔵
資
料
の
中
で
も
特
筆
す
べ
き

も
の
と
言
え
る
、
講
義
を
筆
記
し
た
講
義
録
即
ち

「聞
書
」
「記
聞
」
類

の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
漢
学
の
師
大
田
錦
城
、
医
学
の
師

吉
益
南
涯
を
は
じ
め
と
し
た
講
説
者
の
学
問
的
態
度
、
方
法
等
学
識
が
如

実
に
示
さ
れ
る
第

一
次
資
料
と
し
て
、
各
人
物
を
研
究
す
る
際
に
は
看
過

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
資
料
的
価
値
の
大
き
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

忠
岱
が
筆
記
し
た

「聞
書
」
に
つ
い
て
は
、
自
筆
本
や
そ
れ
ら
を
書
写
し

た
も
の
が
、
現
所
蔵
者
伊
藤
氏
以
外
に
も
所
蔵
が
散
見
す
る
た
め
、
そ
れ

は
私
的
な

一
受
講
録
と
い
う
範
囲
に
留
ま
る
も
の
で
も
な
い
。
さ
ら
に
、

錦
城
講
説

『書
経
』
の
聞
書
は
、
『
先
哲
遺
著
漢
籍
国
字
解
全
書
』
第
六

巻

（明
治
四
十
三
年
九
月
／
早
稲
田
大
学
出
版
部
）
所
収

『尚
書
記
聞
』

（忠
岱
書
写
資
料
の
標
題
は

「書
経
聞
書
じ

の
定
本
と
さ
れ
、
翻
刻
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
定
の
評
価
を
得
て
い
た
と
言
え
る
。
よ
っ
て
そ
れ

ら
を
今
回
の
調
査
対
象
と
し
、
平
成
十
六
年
人
月
二
日
か
ら
六
日
に
伊
藤

氏
宅
に
て
、
基
本
的
書
誌
事
項
の
調
査
、
必
要
箇
所
の
写
真
撮
影
等
を
行

っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
、
調
査
カ
ー
ド
と
写
真
と
を
照
合
し
つ
つ
、
目

録
化
作
業
に
移

つ
た
。

既
調
査
資
料
は
二
二
七
点
で
、
そ
の
分
類
別
数
、
及
び
著
者
別
数
は
、

目
録
末
に
付
し
た
別
表
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
分
類
別
数
に
つ
い
て
は
、

調
査
対
象
の
選
択
上
、
必
然
的
に
医
書
が
多
い
結
果
と
な

っ
た
が
、
ユ剛
掲

『
仰
継
堂
蔵
書
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
蔵
書
全
体
と
し
て
も
医
書
が
最
多
で

あ
る
。
同
様
に
準
漢
籍
に
つ
い
て
も
、
全
体
を
通
し
て
も
、
そ
の
蔵
書
は

経
部
と
子
部
に
限
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
蔵
書
傾
向
か
ら
は
、
忠
岱
の
学
問

傾
向
の

一
端
が
推
察
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
蔵
書
全
体

を
詳
細
に
調
査

・
整
理
し
、
総
合
的
に
判
断
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
今
後
は
、
調
査
対
象
資
料
の
選
択
理
由
の

一
つ
と
し
た
講
義

録
類
に
つ
い
て
、
中
で
も
、
近
世
日
本
漢
学
の
観
点
か
ら
、
大
田
錦
城
の

講
義
録
に
つ
い
て
詳
察
し
、
そ
の
講
義
内
容
か
ら
窺
測
さ
れ
る
当
時
の
錦

城
の
思
潮
等
に
つ
い
て
追
究
し
て
い
き
た
い
。

本
目
録
の
作
成
に
当
た
り
、
資
料
所
蔵
者
伊
藤
祐
俊
氏
、
ま
た
夫
人
に

は
、
資
料
の
調
査
に
際
し
ご
理
解
い
た
だ
い
た
こ
と
は
じ
め
、
諸
事
に
亘

り
便
宜
を
賜
っ
た
。
ま
た
そ
れ
ら
の
書
誌
調
査
に
つ
い
て
は
、
町
泉
寿
郎

本
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
講
師
主
導
の
も
と
、
加
藤
麻
衣
子
本
学

大
学
院
博
士
課
程
前
期
二
年
生
と
筆
者
と
の
共
同
作
業
と
な

っ
た
。
本
目

録
は
ゴ
」れ
ら
各
氏
の
ご
指
導
と
ご
協
力
の
も
と
に
成

っ
た
も
の
で
あ
る
。

末
文
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
て
心
よ
り
謝
意
を
表
す
る
。
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一
 凡

伊

本
目
録
は
、
伊
藤
忠
岱
の
旧
蔵
書
約
六
①
Ｏ
部

一
〇
〇
①
冊
以
上
の

中
か
ら
日
本
漢
文
関
係
資
料
を
中
心
と
し
た
二
二
七
点
に
つ
い
て
の
目

録
で
あ
る
。
尚
、　
一
冊
に
別
著
者
の
資
料
が
合
収
さ
れ
て
い
る
場
合
等

に
つ
い
て
は
、
著
者
ご
と
に
掲
出
し
た
た
め
、
実
際
の
目
録
掲
出
数
は

異
な
る
。

分
類
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
資
料
を
著
者
別
に
分
類
し
、
続
い
て
各
資

料
を
、
日
本
人
の
著
述
に
よ
る
国
書
と
、
漢
籍
の
注
釈
資
料
等
準
漢
籍

に
分
類
し
た
。
著
者
別
に
分
類
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
資
料
の
各

編
著
者
に
、
師
弟
関
係
を
は
じ
め
と
し
て
、
書
写
者
伊
藤
忠
岱
と
直
接

的
に
関
係
が
あ

っ
た
人
物
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
忠
岱
の

資
料
収
集
、
及
び
書
写
意
識
に
は
、
著
録
内
容
は
も
と
よ
り
、
各
編
著

者
自
身
に
も
主
点
が
置
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
分
類
に
よ
り
、
忠
岱
の
学
統
、
学
風
が
窺
測
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

排
列
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
編
著
者
、
資
料
と
も
に
五
十
音

順
と
し
た
が
、
準
漢
籍
に
つ
い
て
は
、
四
部
分
類
に
よ
り
排
列
し
た
。

立
項
し
た
著
者
名
標
記
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
字
号
を
優
先
し
、

（　
）
内
に
は
、
本
資
料
に
見
え
る
他
の
署
名
標
記
を
記
し
た
。

表
記
は
、
原
表
記
に
関
わ
ら
ず
常
用
漢
字
体
に
統

一
し
た
。

各
資
料
の
書
誌
事
項
は
、
第

一
行
よ
り
、
書
名

・
巻
数
、
編
著
者
事

項
、
成
書
事
項
、
冊
数

（閲
巻
が
あ
る
場
合
、
「全
」
字
無
し
）
、
忠
岱

資
料
整
理
番
号
、
改
行
第
二
行
よ
り
、
書
形
寸
法

（縦
×
横
。
有
匡
廓

の
場
合
、
匡
廓
内
寸
法
）
、
毎
半
実
行
字
数

（有
界
の
場
合
の
み
明
記
）
、

注
文
形
態
、
句
点
等
書
式
書
面
、
改
行
第
二
行
よ
り
、
著
録
内
容
、
封

面

・
表
紙

・
題
額
題
、
蔵
書
印

盆
小印
の
場
合
省
略
）
等
と
し
た
。
尚
、

題
額
、
及
び
表
紙
は
、忠
岱
子
宗
周
等
後
人
に
よ
る
も
の
も
含
ま
れ
る
。

各
記
号
は
、
「／
」
は
改
行
、
丁
」
は
省
略
、
「Ｅ
」
は
判
別
不
能
字

を
示
し
、
各
括
弧
は
、
推
定
事
項
は

〔　
〕
、
小
字
双
行
表
記
は

〈　
〉
、

そ
の
他
補
足
事
項
は

（　
）
を
示
す
。

書
名
は
、
原
則
と
し
て
巻

一
巻
頭
題
よ
り
定
め
る
が
、
明
記
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
、
表
紙
題
等
よ
り
適
宜
定
め
、

〔　
〕
に
入
れ
た
。

編
著
者
事
項
に
つ
い
て
は
、
原
本
の
記
載
を
踏
襲
し
た
。
よ
っ
て
、

同

一
人
物
で
あ

っ
て
も
、
表
記
は
不
統

一
で
あ
る
。
但
し
、
書
写
者
伊

藤
忠
岱
の
場
合
は
、
「忠
岱
」
に
統

一
し
た
。
尚
、
書
写
者
に
つ
い
て
、

人
物
が
特
定
さ
れ
な
い
場
合
は
、
「写
本
」
と
の
み
記
し
た
。

書
写
日
付
の
具
体
的
日
付
、
及
び
書
写
識
語
に
お
け
る
改
行
に
つ
い
て

は
、
適
宜
省
略
し
た
。

一

、

一

、
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浅
井
南
浸

〔浅
井
南
涙
先
生
伝
書
〕
　

浅
井
南
浸
先
生
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
二
冊

２３

二
十
五

・
九
×
十
八

・
七
　
十
二
行
十
九
字
内
外
和
文
注
文
小
学
双
行

有
図
　
句
送
返
点

首

「浅
井
南
涙
先
生
腹
診
伝
」

次

「浅
井
南
涙
先
生
秘
書
」

次

「腹

診
」
　

次

「浅
井
南
浸
先
生
伝
書
」
　

一万
表
紙
曰

「南
涙
先
生
伝
書
」

猪
飼
敬
所

〔九
経
談
非
駁
標
記
〕
十
巻
　
猪
飼
氏
　
天
保
三
年
五
月
伊
藤
忠
岱
写
本

全
二
冊
　
・６０

二
十
六

・
八
×
十
九

・
二
　
十
行
十
九
年
内
外
注
文
小
字
双
行
　
句
点

首

「九
経
談
」
〔巻

一
〕
（巻
頭
有
序
）

以
下
至
巻
十
　
巻
十
末
回
「天

保
三
年
壬
辰
五
月
於
摂
州
大
坂
御
城
内
玉
造
口
東
御
小
屋
松
平
但
馬

守
様
御
在
番
中
写
之
伊
藤
祐
義
忠
岱
書
」
　

一万
表
紙
日

「九
経
談
非
験

標
記
／
猪
飼
氏
」
　

題
祭
題

「九
経
談
標
記
」

池
田
瑞
仙

（成
美
）

痘
疹
精
要

一
巻
　
池
田
成
美
瑞
仙
著
述
　
文
化
十
五
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
５３

二
十
七

・
二
×
十
八

・
五
　
十
二
行
二
十
二
字
注
文
小
字
双
行
　
範
督
小

首

「痘
疹
精
要
／
東
都
医
官
池
田
成
美
瑞
仙
著
述
」
末
国

「文
化
十
五

年
五
月
朔
日
写
始
同
五
日
朝
終
此
朔
日
年
号
改
元
日
文
政
其
告
令
在
浅

草
北
馬
道
三
輪
東
朔
先
生
許
而
聞
此
写
功
成
之
時
／
伊
藤
大
助
藤
原
祐

義
」
　

元
表
紙
日

「痘
疹
精
要
」

題
森
題

「痘
疹
精
要
」

池
田
正
直

〔池
国
家
痘
科
療
法
並
伝
説
〕
不
分
巻
　
池
田
正
直
筆
記
　
池
田
瑞
仙

（成

美
）
再
正
並
撰
次
　
文
化
四
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
二
冊
　
５２

二
十
五

・
三
×
十
七

・
九
　
十
行
十
七
字
和
文
　
眉
注
書
入

首

「幼
々
斎
治
痘
要
訣
」
末
回

「文
化
四
年
乙
卯
年
二
月
四
日
写
始
至

十
八
日
功
果
上
毛
中
宿
須
藤
寿
圭
氏
蔵
書
也
／
伊
藤
監
写
之
」

次
「痘

疹
百
死
形
状
伝
／
明
戴
曇
公
先
生
著
／
門
人
池
田
正
直
筆
記
／
男
瑞
仙

再
正
」
　

次

「痘
疹
治
術
伝
／
明
戴
曼
公
先
生
著
／
門
人
池
田
正
直
筆

記
／
男
瑞
仙
再
校
」
　

次

「戴
曼
公
先
生
治
痘
方
論
／
池
田
正
直
筆
記

／
成
美
撰
次
」
末
日

「文
化
四
丁
卯
年
二
月
十
四
日
写
始
二
月
四
日
功

畢
／
伊
藤
大
助
」
　

一死
表
紙
国

「池
田
家
痘
科
療
方
並
伝
説
」

表
紙

日

「池
国
家
痘
科
伝
」

戴
曼
公
先
生
痘
疹
回
訣

一
巻

　

〔池
田
正
直
記
〕
　

文
化
十
五
年
四
月
伊
藤

忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
５５

二
十
七

・
一
×
十
八

・
二
　
十
二
行
二
十
二
字
内
外
和
漢
混
合
文
注
文
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小
字
双
行
　
傍
注

首

「戴
曼
公
先
生
痘
疹
口
訣
」
末
日

「此
書

ハ
紺
屋
町
代
地
小
林
坦
斎

之
許

ヨ
リ
得
テ
文
化
十
五
年
戊
寅
四
月
九
日
二
写
始
同
十
二
日
写
畢

／
伊
藤
大
助
藤
原
祐
慶

墾
自入

「後
二
祐
義
改
ム
じ
」

一死
表
紙
回

「戴

曇
公
先
生
疹
口
訣
」
　

題
祭
題

「戴
曇
公
先
生
痘
疹
口
訣
」

伊
藤
見
龍

諸
百
家
医
書
掌
中
目
録

（他
二
種
合
収
）
　

伊
藤
見
能
著
　
寛
政
十
年
伊
藤

忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
４０

二
十
四

・
五
×
十
五

・
四
　
人
行
十
五
字
内
外
　
範
督
小

首

「諸
百
家
医
書
事
中
目
録
／
出
羽
州
大
泉
伊
藤
見
龍
著
」
末
日

「右

寛
政
十
戊
午
元
旦
医
学
蒙
求
ノ
中
自
書
出
者
也
／
伊
藤
潜
竜
斎
」

次

副
葉
裏
日

「武
州
本
庄
足
利
■
伝
の
栗
方
」

次

「出
漫
遊
雑
記
」

次

「東
洞
先
生
丸
散
方
十
二
律
」
　

封
面
題

「諸
百
家
医
書
掌
中
目
録
」

又

「伊
藤
見
龍
好
礼
／
男
玄
軌
著
」
「右
之
書

ハ
医
書
蒙
求
之
中
ヨ
リ

抜
粋
者
也
」
　

又
封
面
題

「独
哺
庵
先
生
著
述
漫
遊
雑
記
抜
卒
記
／
東

洞
先
生
著
述
之
丸
数
方
」
　

表
紙
国

「医
書
掌
中
目
録
　
独
噺
庵
先
生

丸
散
方
／
東
洞
先
生
丸
散
方
」

伊
藤
仁
斎

（長
胤
）

〔小
刻
傷
寒
論
序
解
〕
（他
二
種
合
収
）
　

伊
藤
長
胤
　
天
保
二
年
五
月
伊

藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
３４

二
十
六

・
二
×
十
九

・
ニ
　
エハ
行
十
五
字
内
外
注
文
小
学
双
行
　
句
点

眉
注
書
入

首

「刻
傷
寒
論
叙
」
末
日

「正
徳
乙
未

（五
年
）
之
歳
仲
冬
朔
　
伊
藤

長
胤
書
」
（前
有
封
面

「小
刻
傷
寒
論
序
解
じ
　

次
封
面

「栗
徴
序
国

字
解
全
」

次

「薬
徴
序
」
末
口

「信
濃
春
日
仰
継
堂
／
伊
藤
忠
岱
祐

義
述
」

次
封
面

「仲
景
氏
傷
寒
論
自
序
諺
解
全
」

次

「傷
寒
論
序
」

末
忠
岱
記
」
　

題
森

「仲
景
氏
傷
寒
論
自
序
／
伊
藤
仁
斎
先
生
序

一
国

解

一
鹿
里
伊
藤
祐
義
編
／
薬
徴
序
国
字
解
」

伊
藤
忠
岱

（祐
義

・
祐
慶

・
大
助

・
代
助

・
鹿
里

・
潜
龍
斎
）

〔栗
徴
序
国
字
解
〕
〔伸
景
氏
傷
寒
論
自
序
諺
解
〕
（他

一
種
合
収
）

伊
藤

祐
義
述

・
著
　
全

一
冊
　
３４

＊
前
掲

「伊
藤
仁
斎
」
項

『
〔小
刻
傷
寒
論
序
解
〕
…
』
参
照
。

類
乗
方
序

一
巻
　
鹿
里
伊
藤
祐
義
講
説
　
天
保
二
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一

冊
　
３６

二
十
六

・
六
×
十
六

・
七
　
エハ
行
十
二
字
注
文
和
文
小
字
双
行
二
十
五

字
内
外
　
眉
注
書
入

首

「類
衆
方
序
」
末
日

「天
保
二
年
辛
卯
六
月
因
少
県
郡
上
回
木
内
玄

俊
之
子
吉
益
之
請
草
卒
執
筆
記
之
　
伊
藤
祐
義
忠
岱
記
」
　

題
祭
題
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「類
乗
方
序
」
又

「鹿
里
伊
藤
忠
岱
祐
義
講
説
」

〔大
学
章
句
序
解
〕

一
巻
　
伊
藤
祐
義
忠
岱
述
　
天
保
四
年
二
月
伊
藤
忠
岱

写
本
　
全

一
冊
　
‐９７

二
十
七

・
①
×
十
八

・
五
　
一ハ
行
十
六
字
注
文
和
文
小
字
双
行
二
十
五

字
内
外
　
範
督
小

首

「大
学
章
句
序
」
末
国
「天
保
四
年
癸
巳
二
月
十
五
日
於
上
州
佐
位
郡

津
久
田
多
湖
玄
同
子
之
若
恒
享
記
之
／
伊
藤
祐
義
忠
岱
述
」

題
祭
題

「大
学
章
句
序
解
」

〔中
庸
章
句
序
解
〕
一
巻
　
天
保
四
年
十
月
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
２０．

二
十
六

・
九
×
十
八

・
四
　
一ハ
行
十
六
字
注
文
和
文
小
学
双
行
　
範
督
小

首

「中
庸
章
句
序
」
末
国

「天
保
四
癸
巳
年
十
月
二
十
日
上
州
伊
勢
崎

於
柳
田
貞
曹
方
述
之
／
信
濃
春
日
伊
藤
忠
岱
祐
義
」
　

題
森
題

「中
庸

章
句
序
解
」

中
庸
国
字
解
四
巻
　
伊
藤
祐
義
著
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
四
冊
　
２０２

二
十
六

・
八
×
十
八

・
七
　
一ハ
行
十
五
字
注
文
和
文
小
字
双
行
二
十
二

字
内
外
　
範
督
小

首

「中
庸
国
字
解
／
信
濃
伊
藤
祐
義
忠
岱
著
／
中
庸
章
句
序
」

次

「中

庸
国
字
解
巻
之

一
／
信
濃
伊
藤
祐
義
忠
岱
著
／
中
庸
　
朱
烹
章
句
」

以
下
至
巻
四
　
封
面
題

「中
庸
国
字
解
」
　

題
森
題

「中
庸
国
字
解
」

今
井
松
庵

雑
方

口
訣

一
巻
　
今
井
松
奄
先
生
回
授
　
天
保
五
年

一
月
伊
藤
忠
岱
写
本

全
一冊
　
跡

二
十
六

。
人
×
十
八

・
二
　
十
行
二
十
四
字
内
外
　
範
督
小

首

「雑
方
口
訣
／
目
録
」
　

次

「雑
方
口
訣
／
今
井
松
奄
先
生
回
授
」

末
口

「天
保
五
年
甲
午
正
月
二
十
九
日
／
伊
藤
祐
義
忠
岱
写
之
」
　

一死

表
紙
国

「雑
方
口
訣
今
井
氏
」
　

題
練
題

「今
井
氏
雑
方
口
訣
」

松
奄
先
生
雑
方
口
訣

一
巻
　
松
奄
先
生
　
天
保
四
年
十
二
月
写
本
　
全

一
冊

２４ワ
コ

二
十
六

。
人
×
十
八

・
一　

十

一
行
二
十
二
字
内
外
注
文
小
学
双
行

傍
注

首

「松
巻
先
生
雑
方
口
訣
」
末
日

「天
保
四
辰
年
十
有
二
月
十

一
日
…
」

元
表
紙
口

「松
奄
先
生
雑
方
口
訣
」
　

題
祭
題

「今
井
松
奄
先
生
雑
方

口
訣
」
又

「慶
応
三
年
表
書
」

小
児
苛
方
雑
記

一
巻
　
今
井
松
庵
先
生
家
蔵
方
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊

６８

二
十
六

・
七
×
十
八

・
二
　
十
行
二
十
五
字
内
外
和
文
　
範
督
小

首

「小
児
苛
方
雑
記
／
今
井
松
庵
先
生
家
蔵
方
」
　

一死
表
紙
日

「今
井
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松
庵
先
生
家
蔵
方
／
小
児
苛
方
雑
記
」

題
額
題

「小
児
苛
方
」
又

パ
「

井
松
庵
先
生
家
蔵
方
／
伊
藤
忠
岱
祐
義
記
」

診
候
伝

一
巻
熱
病
論
解

一
巻
　
松
奄
先
生
著
　
熱
病
論
解
　
木
村
秀
茂
校

〔伊
藤
宗
周
〕
写
本
　
全

一
冊
　
２２６

二
十
六
・
七
×
十
人
上

一　
十
行
不
定

（熱
病
論
解
二
十
字
内
外
）

無

占
小　
有
図

首

「診
候
伝
」
　

次

「附
録
／
虫
」
　

次

「熱
病
論
解
／
松
巻
先
生
著

門
人
信
濃
木
村
秀
茂
校
」
　

題
森
題

「今
井
氏
診
候
伝
」

刷
定
傷
寒
論
摘
古
内
篇

一
巻
額
余
外
篇

一
巻
　
松
庵
先
生
　
伊
藤
宗
周
写
本

全

一
冊
　
３２

二
十
六

・
六
×
十
七

・
六
　
人
行
十
六
字
　
朱
句
点

首

「刷
定
傷
寒
論
摘
古
内
篇
」
　

次
封
面

「松
庵
先
生
煮
柵
定
傷
寒
論

額
余
外
篇
全
」
　

次

「刷
定
傷
寒
論
額
余
外
篇
」
　

印
記

「定
斎
」

箋
註
傷
寒
論
摘
古
内
篇

一
巻
　
松
奄
今
井
敏
郷
子
慎
著
　
原
尚
徳
等
子
文
校

白
倉
信
換
文
宗
口
解

　

〔慶
応
三
年
伊
藤
宗
周
〕
写
本
　
全
二
冊
　
２２０

二
十
六

・
七
×
十
八

・
二
　
十
行
二
十
五
字
内
外
注
文
小
学
双
行
　
眉

注
　
送
返
点

首

「箋
註
傷
寒
論
摘
古
内
篇
／
東
都
松
奄
今
井
敏
郷
子
慎
著
／
門
人

一

東
都
原
尚
徳
子
文
／
…
／
下
毛
杉
本
禎
大
幹

一
同
校
／
信
濃
晩
進
弟

子
白
倉
信
換
文
宗
口
解
」
　

次

「太
陽
病
三
日
…
」
　

各
末
日
天
保
四

年
書
写
識
語
　
一死
表
紙
日

「傷
寒
論
内
篇
口
解
」
　

題
森
題

「白
倉
錦

峯
先
生
説
／
傷
寒
論
摘
古
内
篇
聞
書
」
又

「千
時
慶
応
三
年
十
二
月
二

日
記
／
伊
藤
祐
之
藤
原
宗
周
／
五
十
人
歳
今
日
録
」

箋
註
傷
寒
論
摘
古
内
篇

一
巻
　
松
巻
今
井
敏
郊
子
慎
著
　
原
尚
徳
等
子
文
校

慶
応
二
年
十
二
月
伊
藤
宗
周
写
本
　
全

一
冊
　
２２．

二
十
七

・
三
×
十
九

・
一　

人
行
十
六
字
内
外
注
文
小
学
双
行

首

「箋
註
傷
寒
論
摘
古
内
篇
／
東
都
松
奄
今
井
敏
郷
子
慎
著
／
門
人

一

東
都
原
尚
徳
子
文
／
…
／
下
毛
杉
本
横
大
幹

一
同
校
」
末
日

「慶
応
三

年
十
二
月
十
九
日
記
ス
」
　

次

「太
陽
篇
」
（末
題

「傷
寒
論
内
篇
じ

末
回

「天
保
五
甲
午
年
二
月
二
十
八
日
写
終
／
鹿
里
伊
藤
祐
之
書
之
」

次

「腹
痛
…
」
　

題
森
題

「箋
註
傷
寒
論
摘
古
内
篇
」
又

「松
奄
今
井

先
生
撰
書
／
伊
藤
宗
周
筆
録
…
」

箋
註
傷
寒
論
摘
古
内
篇

一
巻
　
今
井
敏
郷
著
　
原
尚
徳
等
校
　
伊
藤
宗
周
写

本
　
全

一
冊
　
２２２

二
十
六

・
七
×
十
七

・
①
　
八
行
十
六
字
注
文
小
字
双
行
　
朱
句
点

首

「箋
註
傷
寒
論
摘
古
内
篇
／
東
都
松
若
今
井
敏
郷
子
慎
著
／
門
人

一

東
都
原
尚
徳
子
文
／
…
／
下
毛
杉
本
禎
大
幹

一
同
校
」
　

印
記

一
「定
」

一-213-一



日本漢文学研究

「斎
こ

刷
定
傷
寒
論
緒
言

一
巻
　
今
井
敏
郷
子
慎
父
撰
　
伊
藤
文
作

（宗
周
）
写
本

全

一
冊
　
２２３

二
十
六

・
九
×
十
六

・
七
　
八
行
十
六
字
　
眉
注
　
傍
注
　
朱
句
点

首

「刷
定
傷
寒
論
緒
言
／
東
都
今
井
敏
郷
子
慎
父
撰
」
末
回

「文
政
丁

巳
春
二
月
／
信
阻
春
日
／
伊
藤
文
作
書
之
」

巌
恭
敬

建
鉄
録

一
巻
　
巌
恭
敬
甫
輯
録
　
田
栄
信
感
仲
校
閲
　
寛
政
九
年
伊
藤
忠
岱

写
本
　
全

一
冊
　
４２

二
十
四

・
五
×
十
五

・
六
　
人
行
十
五
字
　
無
点

首

「凡
例
」
　

次

「建
鉄
録
／
束
洞
吉
益
先
生
門
人
／
播
磨
巌
恭
敬
甫

輯
録
／
田
栄
信
原
仲
校
閲
」
　

以
下
下
　
末
日

「寛
政
九
丁
巳
歳
十
二

月
十
二
日
筆
ヲ
立
同
十
人
日
書
畢
／
伊
藤
潜
竜
斎
／
藤
原
祐
義
」

表

紙
日

「東
洞
家
建
珠
録
」

宇
田
川
玄
真

〔小
児
全
書
外
療
篇
二
巻
〕
　

涅
羅
先
漢
羅
先
斯
添
著
　
宇
田
川
玄
真
訳

足
立
長
常
校
　
伊
藤
思
岱
写
本
　
全
二
冊
　
７‐

二
十
八

・
二
×
十
六

・
六
　
十
行
二
十
六
字
内
外
和
文
注
文
小
学
双
行

範
小占
小

首

「小
児
痘
盾
篇
第
十
三
上
／
遠
西
　
涅
羅
先
漢
羅
先
斯
添
著
／
津
山

医
員
　
宇
田
川
玄
真
訳
定
／
篠
山
医
員
　
足
立
長
常
校
定
」
　

以
下
下

次

「小
児
全
書
外
療
篇
上
／
カ
ル
ヘ
ル
ヨ
ヤ
ク
ウ
ー

ハ
マ
著
／
千
七
百

七
十
二
年
レ
イ
ツ
シ
ク

〈各
／
地
〉
発
行
」

以
下
下
　
一死
表
紙
国

「小

児
痘
盾
篇
」
等
　
題
祭
題

「小
児
全
書
」

永
允
周
禎

治
療
捷
径
二
巻
　

永ヽ
允
周
禎
撰
　
文
化
六
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
二
冊

３ ７

二
十
七

・
一
×
十
人

・
七
　
十
行
二
十
年
内
外
　
範
督
小

首

「治
療
捷
径
上
／
目
次
」
　

次

「治
療
捷
径
上
巻
／
東
都
牛
門
水
允

周
禎
撰
」
　

以
下
至
巻
下
　
末
回

「伊
藤
祐
義
蔵
書
」
又

「文
化
六
年

葵
未
十
二
月
写
之
」

封
面
題

「治
療
捷
径
」

題
森
題

「治
療
捷
径
」

恵
美
三
白

恵
美
君
医
事
談

一
巻
　
恵
美
三
白
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
９８

二
十
四

・
六
×
十
五

・
五
　
九
行
十
六
字
和
文
　
範
督
小

首

「恵
美
君
医
事
談
」
　

封
面
題

「恵
美
君
医
事
談
」
　

題
森
題

「恵

美
君
医
談
」
　

印
記

「仰
継
／
堂
蔵
」

子
幹
恵
美
先
生
医
説
抜
碁

一
巻

　

〔恵
美
三
白
〕
　

伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一

冊
　
側
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二
十
七

・
①
×
十
九

・
四
　
九
行
二
十
二
年
内
外
和
文
　
範
督
小

首

「子
幹
恵
美
先
生
医
説
抜
碁
」
　

封
面
題

「恵
美
医
説
」

晩
成
堂
吐
法
私
録

（他
五
種
合
収
）
　

〔恵
美
三
白
〕
　

文
政
元
年
伊
藤
忠

岱
写
本
　
全

一
冊
　
８０

温
疫
考
　
樗
園
主
人
著

晩
成
堂
吐
法
私
録

　

〔恵
美
三
白
〕

黙
成
堂
春
秋
散

　

〔朝
陽
右
門
〕

痘
疹
必
用
方
　
士
口
村
遍
宜

叢
桂
亭
蔵
方

　

〔原
南
陽
〕

東
郭
先
生
家
蔵
方

　

〔和
田
東
郭
〕

二
十
六

・
八
×
十
九

・
①
　
十
二
行
二
十
二
年
和
文
注
文
小
学
双
行

征
小占
小

首

「温
疫
考
／
樗
園
主
人
著
」
又

「与
竹
中
文
輔
書
」
　

次

「晩
成
堂

吐
法
私
録
」

次
有
封
面

「黙
成
堂
春
秋
散
／
痘
疹
必
用
方
」

次

訳
小

成
堂
春
秋
散
」
巻
頭
有
文
化
十
年
永
崖
釣
徒

〔序
〕
末
日

「文
政
元
年
丙

賞
八
月
二
十

一
日
写
」
　

次
明
和
五
年
中
西
惟
忠

「題
痘
疹
必
用
方
」

次

「痘
疹
必
用
方
／
薩
州
　
吉
村
遍
宜
著
」
　

次
吉
村
遍
宜

「痘
疹
必

用
自
政
」

次
有
封
面

「叢
桂
亭
蔵
方
／
東
郭
先
生
家
蔵
方
」

次

「甲

字
湯
　
理
房
血
方
」

末
国

「文
政
元
年
戊
寅
五
月
二
十
人
日
於
武
州

児
玉
郡
本
庄
駅
神
岡
玄
俊
之
宅
写
之
余
先
年
求
原
叢
桂
之
医
事
小
言
読

之
有
方
名
而
無
其
方
改
欲
求
其
方
不
得
之
今
得
其
方
以
騰
写
爾
／
伊
藤

大
助
藤
原
祐
慶
」

次

「東
郭
先
生
家
蔵
方
」
　

一九
表
紙
日

「温
疫
考

樗
園
杉
本
先
生
／
竹
中
文
輔
書
　
同
／
吐
法
私
録
　
恵
美
三
伯
／
黙
成

堂
春
秋
散
　
朝
陽
右
門
／
痘
疹
必
用
方
　
士
口村
遍
宜
／
叢
桂
亭
蔵
方

原
南
陽
／
和
田
東
郭
先
生
家
蔵
方
」
　

表
紙
日

「
一
温
疫
考
／
黙
成
堂

春
秋
散

一
樗
園
主
人
著
／

一
痘
疹
必
用
方
／
吐
法
私
録

一
吉
村
遍
宜
／

業
桂
亭
蔵
方
／
和
田
家
蔵
方
」

晩
成
堂
方
函

一
巻

　

〔恵
美
三
白
〕
　

天
保
二
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊

４７

二
十
七

・
①
×
十
九

・
一　

十
行
二
十
字
内
外
　
範
督
小

首

「晩
成
堂
方
函
」
　

末
曰

「天
保
二
年
辛
卯
十
月
於
摂
州
大
坂
御
城

内
玉
造
口
東
御
小
屋
松
平
但
馬
守
様
御
在
番
中
写
之
　
伊
藤
祐
義
忠

岱
書
」
　

一万
表
紙
日

「晩
成
堂
方
函
」
　

題
額
題

「晩
成
堂
方
函
」

大
田
錦
城

（太
田
／
元
貞

・
公
幹
）

足
利
学
校
蔵
本
（他
八
種
合
収
）

錦
城
太
田
元
貞
記
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
・７０

中
庸
考
　
太
田
元
貞
公
幹
著

中
庸
聞
書
　
錦
城
先
生
講
説
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丹
鉛
余
録

近
聞
偶
筆
抄
　
皇
敏
吉
漢
官
学
儒
者

否
雨
棲
記
　
錦
城
老
人
太
田
元
貞
撰

足
利
学
校
蔵
本
　
錦
叛
大
田
元
貞
記

老
子
聞
書
　
晴
軒
芝
山
先
生
講
説
　
伊
藤
祐
義
筆
記

晴
軒
先
生
文
集

性
善
性
悪
並
行
不
相
岸
非
　
海
保
尚
賢

二
十
七

・
一
×
十
九

・
一　

十
二
行
二
十
二
字
　
範
督
小

首

「中
庸
考
／
日
本
　
加
賀
　
大
田
元
貞
公
幹
著
」
　

次

「中
庸
聞
書

錦
城
先
生
講
説
」
　

次

「丹
鉛
余
録
」

次

「近
聞
偶
筆
抄
／
皇
敦
吉

漢
官
学
儒
者
」
　

次

「香
雨
棲
記
」
末
日

「文
政
二
年
己
卯
四
月
十
三

日
錦
城
老
人
大
田
元
貞
援
」
　

次

「足
利
学
校
蔵
本
」
末
回

「錦
城
太

田
元
貞
記
」
　

次

「老
子
聞
書
／
晴
軒
芝
山
先
生
講
説
　
伊
藤
祐
義
筆

記
」
　

次

「晴
軒
先
生
文
集
」
　

次

「性
善
性
悪
並
行
不
相
岸
非
　
海

保
尚
賢
」
　

一死
表
紙
曰

「中
庸
考
　
錦
城
先
生
／
中
庸
講
説
　
同
／
丹

鉛
余
録
／
近
聞
偶
筆
抄
／
錦
城
先
生
文
二
篇
／
晴
軒
太
田
先
生
老
子
講

説
老
子
孝
／
…
」

表
紙
国

「雑
書
」

香
雨
棲
記

（他
八
種
合
収
）
　

錦
城
老
人
太
田
元
貞
撰
　
‐７０

＊
前
掲

『
足
利
学
校
蔵
本
…
』
参
照
。

春
草
堂
随
筆
二
巻
　
太
田
元
貞
著
　
文
化
十
二
年
至
十
四
年
伊
藤
忠
岱
写
本

全
二
冊
　
‐６８

二
十
七

・
三
×
十
九

・
二
　
十
二
行
二
十
字
　
句
点

首

「春
草
堂
随
筆
巻
之

一
／
日
本
加
賀
太
田
元
貞
公
幹
著
」

末
日
「文

化
十
二
年
丙
子
十

一
月
二
十

一
日
入
　
錦
城
先
生
ノ
門
二
十
二
日
間

其
講
説
而
借
随
筆
其
夜
写
始
同
二
十
人
日
終
小
網
町
三
丁
目
加
田
屋

長
右
衛
門
之
宅
／
伊
藤
大
助
藤
原
祐
慶
謹
書
」
　

以
下
巻
二
　
末
国

「文
化
十
二
年
十
二
月
二
十
三
日
写
始
同
十
四
年
正
月
終
其
間
筆
記

刺
絡
聞
見
録

一
巻
此
三
輪
東
朔
先
生
之
説
而
我
作
草
稿
将
上
木
者
也
」

封
面
題

「春
草
堂
随
筆
」
　

題
額
題

「春
草
堂
随
筆
」

〔宅
余
漫
録
〕
即
春
草
堂
随
筆
不
分
巻
　
太
田
元
貞
著
　
文
政
七
年
以
降
伊

藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
１６７

二
十
六

・
九
×
十
八

。
八
　
十
二
行
十
八
字
内
外
　
句
点

首

「駁
備
前
尾
関
子
正
難
大
学
原
解
」
　

次

「送
楊
井
士
漫
序
」
末
日

「文
政
七
年
夏
四
月
既
望
」
　

次

「中
庸
原
解
序
」
　

次

「赤
壁
」
等

七
絶
十

一
首
　
一死
表
紙
日

「毛
余
漫
録
」
　

題
練
題

「春
草
堂
随
筆
」

春
草
堂
雑
録
二
巻
附

一
巻
　
太
田
元
貞
著
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
二
冊

６９

二
十
六

。
九
×
十
九

・
二
　
十
二
行
二
十
二
年
内
外
注
文
小
字
双
行
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有
図
　
眉
注

首

「春
草
堂
雑
録
／
日
本
加
賀
太
田
元
貞
公
幹
著
」
　

一
部
章
末
天
明

七
年
太
田
元
貞
識
語
日

「丁
未

（天
明
七
年
）
人
月
二
十
九
日
貞
識
」

「皇
和
天
明
丁
未
秋
九
月
二
日
／
加
賀
後
学
太
田
元
貞
謹
図
」
「天
明

丁
未
九
月
晦
貞
識
」
「貞
再
／
識
」

次

「春
草
堂
雑
録
二
／
日
本
加
賀

太
田
元
貞
公
幹
著
」
末
日

「丁
未
夏
五
月
」
　

次

「春
草
堂
雑
録
睡
余

雑
抄
」
　

一死
表
紙
曰

「春
草
堂
雑
録
」

題
森
題

「春
草
堂
雑
録
」

精
義
録

一
巻
沫
掴
仁
説

一
巻
対
錦
城
先
生
著
述
目
録
　
大
田
元
貞
公
幹
著

文
政
三
年
以
降
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
胡

二
十
七

・
○
×
十
人

・
九
　
十
二
行
二
十
年
注
文
小
学
双
行
　
範
督
小

首

「錦
城
先
生
著
述
目
録
」
　

次

「精
義
録
／
日
本
　
加
賀
　
太
田
元

貞
公
幹
著
」
　

次
文
政
三
年
太
田
元
貞

「沫
掴
仁
説
序
」
末
固

「文
政

三
年
歳
次
庚
辰
月
維
伸
秋
日
維
端
午
／
加
賀
大
田
元
貞
才
左
識
」

次

「沫
判
仁
説
／
加
賀
　
太
田
元
貞
著
」
　

題
額
題

「錦
城
先
生
著
述
目

録
／
精
義
録
／
沫
掴
仁
説
」

学
説
示
要

一
巻
　
太
田
元
貞
公
幹
著
　
文
化
十
二
年
五
月
伊
藤
忠
岱
写
本

全

一
冊
　
１６‐

二
十
七

・
①
×
十
九

・
①
　
十
二
行
二
十
字
　
句
点

首

「学
説
示
要
／
日
本
　
加
賀
　
太
田
元
貞
公
幹
著
」
末
曰

「文
化
乙

亥
五
月
写
十
二
十
二
十
四
十
五
四
日
写
之
」

一死
表
紙
国

「学
説
示
要
」

題
森
題

「学
説
示
要
」

疑
問
録

一
巻
　
太
田
元
貞
公
幹
著
述
　
文
政
元
年
十
二
月
伊
藤
忠
岱
写
本

全

一
冊
　
１６３

二
十
七

・
①
×
十
八

・
九
　
十
二
行
二
十
二
年
　
範
督
小

首

「疑
問
録
説
前
集
／
加
賀
　
太
田
元
貞
公
幹
著
述
」
末
有
寛
政
七
年

大
田
元
貞

〔跛
〕
　

又
日

「文
政
紀
元
成
賞
十
二
月
十
六
日
写
始
同
二

十

一
日
畢
／
伊
藤
大
助
藤
原
祐
義
謹
写
」

一万
表
紙
日
Ｆ
疑
問
録
」

題

額
題

「疑
問
録
」

錦
城
先
生
文
録

一
巻
直
見
編

一
巻
　
太
田
元
貞
著
　
文
政
二
年
伊
藤
忠
岱
写

本
　
全

一
冊
　
１６６

二
十
六

。
九

×
十
九

・
①
　
十
二
行
二
十
二
字
内
外
注
文
小
学
双
行

有
図
　
範
督
小

首

「錦
城
先
生
文
録
」
末
口

「文
政
二
年
己
卯
二
月
十
二
日
写
　
伊
藤

大
助
藤
原
祐
義
」
　

次

「直
見
編
」
末
日

「文
化
十
二
年
七
月
十

一
日

写
之
」
　

園目
頭
有
太
田
錦
城
寛
政
十
年
序

（末
国

「寛
政
成
午
竹
酔
日

加
賀
太
田
元
貞
公
幹
甫
書
干
指
古
堂
じ
　
一死
表
紙
国
「錦
城
先
生
文
録
」

題
森
題

「錦
城
先
生
文
録
／
直
見
編
」
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周
易
聞
記
七
巻
　
錦
城
先
生
講
説
　
文
化
癸
亥

（？
年
）
十
月
須
天
董
斎
筆

記
文
政
六
年
五
月
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
七
冊
　
‐８４

二
十
六

・
六
×
十
八

・
七
　
十
二
行
二
十
五
字
内
外
和
文
　
範
督
小

首

「周
易
聞
記
　
文
化
癸
亥
十
月
十
七
日
開
講
／
錦
城
先
生
講
説
　
須

天
董
斎
筆
記
」

以
下
至
巻
七

（巻
二
以
下

「聞
記
」
作

「聞
書
じ
　
巻

一
末
日

「文
政
六
年
四
月
十
六
日
至
四
谷
御
門
外
荒
木
横
町
之
須
天
童

斎
之
許
借
之
同
日
写
始
同
十
九
日
写
終
／
伊
藤
忠
岱
祐
義
書
」
他

一
部

巻
末
有
書
写
識
語
　
一九
表
紙
日

「錦
城
先
生
講
説
／
周
易
聞
書
」

題

答
題

「周
易
聞
書
」
又

「須
天
氏
」

周
易
王
弼
本
聞
書
三
巻
　
大
田
錦
城
先
生
講
説
　
文
政
五
年
九
月
筆
記
同
六

年
二
月
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
二
冊
　
１８５

二
十
六

・
七
×
十
人

・
九
　
二ハ
行
十
四
字
注
文
和
文
小
字
双
行
二
十
二

年
内
外
　
範
督
小

首

「周
易
上
経

〈王
弼
本
）
聞
書

　

〈文
政
五
年
壬
午
九
月
朔
日
／
開

講
〉
／
太
口
錦
城
先
生
講
説
」
末
国

「文
政
六
年
英
未
二
月
二
十
二
日

写
始
同
二
十
五
日
終
」

以
下
至
巻
三
　
一死
表
紙
日
「周
易
聞
書
」

題

森
題

「周
易
聞
書
」
又

「
〈癸
未
／
孟
春
と

周
易
集
註
十
七
巻
　
大
田
元
貞
公
幹
編
輯
　
文
政
六
年
二
月
至
七
年
五
月

伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
十
七
冊
　
‐５６

二
十
七

・
一
×
十
人

・
六
　
十
二
行
二
十
年
内
外
注
文
小
字
双
行
　
有

図
　
眉
注
　
朱
傍
注
　
朱
句
点

首

「周
易
集
註
巻
之

一
／
日
本
　
加
賀
　
太
田
元
貞
公
幹
編
輯
」

巻

十
七
末
国

「文
政
七
年
甲
申
五
月
十
二
日
写
始
同
十
人
日
終
其
間
聞
晴

軒
先
生
之
荀
子
儒
放
列
子
之
黄
帝
錦
城
先
生
之
周
易
天
風
之
講
説
芳

写
荘
子
逍
遥
遊
之
聞
書
」
他

一
部
巻
末
有
書
写
識
語
　
一万
表
紙
日

「周

易
集
註
」

題
森
題

「周
易
集
註
」
　

印
記

「仰
継
／
堂
蔵
」

周
易
聞
書
三
巻

　

〔大
田
錦
城
講
説
　
伊
藤
忠
岱
筆
記
〕
　

文
政
六
年
六
月

〔伊
藤
忠
岱
〕
筆
記
並
写
本
　
全

一
冊
　
１８０

二
十
六

・
一
×
十
八

・
人
　
一ハ
行
十
三
年
内
外
注
文
和
文
小
学
双
行
二

十
五
字
内
外
　
眉
注
　
傍
注

首

「説
卦
伝
」

次

「序
卦
伝
　
一ハ
月
十
六
日
」
　

次

「序
卦
伝
　
六

月
十
六
日
」
　

一万
表
紙
日

「周
易
聞
書
」
　

題
察
題

「周
易
聞
書
」
又

「説
卦
序
卦
雑
卦
」

周
易
聞
書

一
巻
　
錦
城
大
田
先
生
講
説

　

〔文
政
六
年
〕
伊
藤
忠
岱
祐
義
筆

記
並
写
本
　
全

一
冊
　
１８２

二
十
六

・
六
×
十
人

・
六
　
一ハ
行
十
二
字
注
文
和
文
小
学
双
行
二
十
四

字
内
外
　
無
点

首

「周
易
聞
書
／
錦
城
太
田
先
生
講
説
／
信
濃
　
伊
藤
祐
義
忠
岱

〈筆

一-218-―



伊藤思岱書写日本漢文関係資料目録

／
記
〉
／
説
卦
伝
」
　

題
額
題

「周
易
聞
書
」
又

「説
卦
伝
」

周
易
聞
書
二
巻

　

〔大
田
錦
城
講
説
　
伊
藤
忠
岱
筆
記
〕
　

伊
藤
忠
岱
写
本

全

一
冊
　
１８‐

二
十
六

・
六
×
十
人

・
七
　
エハ
行
十
二
行
内
外
注
文
和
文
小
学
双
行
二

十
四
字
内
外
　
範
督
小

首

「序
卦
伝
」
　

次

「雑
卦
伝
」
　

題
森
題

「周
易
聞
書
」
又

「序
卦

／
雑
卦
」

周

〔易
〕
聞
書
十
七
巻

（巻

一
、
二
閲
）
　

太
田
錦
城
先
生
講
説
　
文
政
六

年
七
月
至
同
七
年

一
月
伊
藤
祐
義
忠
岱
筆
記
　
自
巻
十
六
同
七
年
人
月
海

保
尚
賢
筆
記
　
文
政
八
年
二
月
伊
藤
忠
岱
写
本
　
十
五
冊
　
１８７

二
十
六

・
一
×
十
八

・
七
　
エハ
行
十
四
字
注
文
和
文
小
字
双
行
二
十
七

宇
内
外
　
無
督
小

首

「周
書
聞
書
三
　
癸
未
九
月
十
二
日
／
太
田
錦
城
先
生
講
説
　
伊
藤

祐
義
忠
岱
筆
記
／
水
天
需
」
　

以
下
至
巻
十
七
　
自
巻
十
六

「伊
藤
忠

岱
祐
義
筆
記
」
作

「海
保
尚
賢
筆
記
　
一
部
巻
頭
有
講
義
日
付
」

巻

十
七
末
日

「文
政
甲
申

（七
年
）
間
八
月
十
七
日
終
」
又
日

「甲
申
人

月
四
日
聞
養
父
之
病
帰
テ
国
不
得
終
其
講
今
年
乙
酉
二
月
二
日
発
テ
国

寓
　
湯
鳴
天
神
下
松
平
但
州
侯
之
邸
請
海
保
氏
之
聞
書
為
完
壁
者
也
其

数
凡
八
卦
也
故
記
其
姓
名
別
自
之
所
記
云
爾
」
　

次

〔文
政
八
年
〕
伊

藤
祐
義

〔識
語
〕

一死
表
紙
曰

「
〈癸
未
／
季
秋
〉
周
易
聞
書
」

題
額

題

「周
易
聞
書
」
　

印
記

「仰
」

周
易
聞
書
三
巻
　
太
田
錦
城
講
説
　
文
政
六
年
人
月
伊
藤
祐
義
忠
岱
筆
記

並
写
本
　
全
二
冊
　
１８３

二
十
六

・
七
×
十
九

・
一　

一ハ
行
十
二
字
注
文
和
文
小
学
双
行
二
十
四

字
内
外
　
範
督
小

首

「周
易
聞
書

一

〈文
政
六
年
葵
未
人
月
六
日
〉
／
太
田
錦
城
先
生
講

説
／
信
濃
　
伊
藤
祐
義
忠
岱
筆
記
／
上
繋
辞
伝
」

以
下
至
巻
三
　
十死

表
紙
日

「周
易
聞
書
　
上
繁
辞
」

題
森
題

「周
易
聞
書
」
又

「上
繁

辞
」

周
易
聞
書

（存
巻
十
二
、
十
四
）
　

大
田
錦
城
講
説
　
文
政
六
年
至
同
七
年

頃
伊
藤
祐
義
忠
岱
筆
記
　
文
政
六
至
八
年
頃
同
写
本
　
一
一冊
　
‐８６

二
十
六

・
○
×
十
人

・
七
　
一ハ
行
十
四
字
内
外
注
文
和
文
小
字
双
行
二

十
七
字
内
外
　
範
督
小

首

「周
易
聞
書
巻
十
三
／

〈坤
下
／
兌
上
〉
碁
」
　

次

「周
易
聞
書
巻

十
四
／
錦
城
大
田
先
生
講
説
／
信
濃
　
伊
藤
祐
義
忠
岱
筆
記
／
上
繋

辞
伝
」
　

一死
表
紙
日

「周
易
聞
書
」
　

題
紙
題

「周
易
聞
書
」

周
易
参
考
十
二
巻
　
太
田
元
貞
公
幹
著
　
文
政
七
年
五
月
同
九
年
五
月
伊
藤

忠
岱
写
本
　
全
六
冊
　
１４３
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二
十
六

・
七
×
十
八

・
八
　
十
二
行
二
十
字
　
朱
傍
線
　
朱
句
点

首

「周
易
参
考
巻

一
／
日
本
加
賀
太
田
元
貞
公
幹
著
」
　

以
下
至
巻
十

一
一　
巻
十

一
日

「文
政
七
年
甲
申
五
月
二
十
七
八
九
日
写
」
他

一
部
巻

末
有
書
写
識
語
　
一万
表
紙
曰

「周
易
参
考
」
　

題
額
題

「周
易
参
考
」

繁
辞
詳
説
二
巻
　
太
田
元
貞
公
幹
著
　
皆
川
盛
貞
子
恭
校
　
寛
政
元
年
草
稿

文
政
六
年
九
月
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
二
冊
　
１５５

二
十
六

・
五
×
十
人

・
八
　
十
二
行
十
九
字
内
外
　
朱
傍
線
　
朱
句
点

首

「繁
辞
詳
説
上
／
日
東
　
加
賀
　
太
田
元
貞
公
幹
著
／
門
人
　
出
羽

皆
川
盛
貞
子
恭
校
」
　

以
下
巻
下
　
巻
上
末
日

「文
政
六
年
癸
未
八
月

写
之
」

巻
下
末
日

「寛
政
己
酉
六
月
二
十
七
日
夜
加
賀
大
田
元
貞
才

佐
草
」
又

「文
政
六
癸
未
九
月
写
」
　

一死
表
紙
口

「繋
辞
詳
説
」

題

額
題

「繋
辞
詳
説
」

〔増
注
〕
繁
辞
詳
説
四
巻
　
太
田
元
貞
公
幹
著
　
文
政
八
年
二
月
伊
藤
忠
岱

写
本
　
全
四
冊
　
１５４

二
十
六

・
五
×
十
九

・
三
　
十
二
行
二
十
年
注
文
小
学
双
行
　
眉
注
書

入
　
朱
句
点

首

「緊
辞
詳
説
巻

一
／
日
本
　
加
賀
　
太
田
元
貞
公
幹
著
」
　

以
下
至

巻
四
　
末
日

「文
政
八
年
乙
酉
二
月
二
日
出
郷
里
同
九
日
至
江
戸
十
二

日
写
始
二
月
二
日
終
／
伊
藤
祐
義
写
」

一万
表
紙
日
「繁
辞
詳
説
」

題

森
題

「緊
辞
詳
説
」
又

「増
注
」

当
位
不
当
位
考
即
繁
辞
詳
説
附
録

一
巻

　

〔大
田
錦
城
〕
　

伊
藤
忠
岱
写
本

全

一
冊
　
１５‐

二
十
六

・
○
×
十
八

・
八
　
十
二
行
二
十
字
内
外
　
無
督
小

首

「当
位
不
当
位
考
」
　

一万
表
紙
国

「当
位
不
当
位
考
　
繁
辞
詳
説
附

録
」
　

題
森
題

「当
位
不
当
位
考
」

仁
説
提
綱

一
巻
　
太
田
元
貞
公
幹
著
　
寛
政
三
年
二
月
成
書
同
年
以
降
伊

藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
１６５

二
十
七

・
五
×
十
九

・
○
　
十
二
行
二
十
字
注
文
小
字
双
行
　
有
図

句
点
　
眉
注
書
入

首

「仁
説
提
綱
／
日
本
　
加
賀
　
太
田
元
貞
公
幹
著
」

次
大
田
元
貞

〔抜
〕
末
国

「成
申

（天
明
八
年
）
二
月
十
二
日
元
貞
書
於
東
都
春
草

堂
」
　

次

「附
四
位
及
性
命
道
徳
品
昇
図
」
末
曰

「東
都
後
学
加
賀
太

田
元
貞
図
」

次
大
田
元
貞

〔抜
〕
末
日

「丁
未

（天
明
七
年
）
八
月

二
十
九
日
元
貞
〒
埼
玉
正
覚
院
」
又
日

「此
本
多
謬
誤
未
為
定
説
也
吾

党
之
士
看
以
為
難
助
可
也
／
辛
亥

（寛
政
三
年
）
正
月
下
滞
　
春
草
堂

主
人
」
　

封
面
題

「仁
説
提
綱
」
　

表
紙
国

「仁
説
提
綱
」

尚
書
纂
疏
十
二
巻
　
大
田
元
貞
公
幹
著
　
文
化
十
二
年
六
月
伊
藤
忠
岱
写
本

全
十
二
冊
　
１４４
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二
十
七

・
○
×
十
九

・
①
　
十
二
行
二
十
年
　
眉
注
書
入
　
朱
傍
線

朱
句
点

首

「尚
書
纂
疏
／
日
本
　
加
賀
　
太
田
元
貞
公
幹
著
」
　

以
下
至
巻
十

二

（巻
六
題
作

「尚
書
」、
第
九
題
作

「古
文
尚
書
じ
　
　
一
部
巻
末
有

書
写
日
付
　
一死
表
紙
日

「尚
書
孔
伝
纂
疏
」
　

題
織
題

「尚
書
纂
疏
」

書
経
聞
書
十
五
巻
　
太
田
錦
城
先
生
講
説
　
文
政
五
年
十
二
月
至
同
七
年
六

月
伊
藤
祐
義
忠
岱
筆
記
並
写
本
　
全
十
五
冊
　
１８８

二
十
七

・
一
×
十
八

・
六
　
エハ
行
十
五
字
注
文
和
文
十
二
行
二
十
六
字

内
外
　
傍
注
　
眉
注
書
入

首

「書
経
聞
書

　

〈文
政
五
年
壬
午
十
二
月
二
日
／
太
田
錦
城
先
生
講

説
〉
／
尚
書
序
　
信
濃
　
伊
藤
祐
義
忠
岱
」
　

次

「尚
書

〈錦
城
太
田

先
生
講
説
　
伊
藤
祐
義
筆
記
／
文
政
五
年
壬
午
十
二
月
七
日
と

　

次

「書
経
聞
書
巻
二

〈文
政
五
年
十
二
月
二
十
二
日
〉
／
錦
城
大
田
先
生

講
説
／
伊
藤
祐
義
忠
岱
筆
記
」
　

以
下
至
巻
十
五
　

一
部
巻
頭
有
講
義

日
付
　
末
国

「文
政
五
年
午
十
二
月
朔
日
開
講
同
七
年
六
月
十
二
日
終

講
無

一
席
之
閲
会
筆
記
焉
小
子
遅
鈍
而
聞
於
先
生
之
雄
非
多
所
遺
漏
此

記
唯
蓋
其
心
力
之
所
及
而
巳
央
」
　

一死
表
紙
国

「書
経
聞
書
」

題
額

題

「書
経
聞
書
」

梅
本
増
多
原
四
巻
附
録

一
巻
　
大
田
元
貞
公
幹
父
著
述
　
文
化
十
二
年
八
月

年
至
同
十
五
年
二
月
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
四
冊
　
１４５

二
十
七

・
一
×
十
八

・
七
　
十
二
行
二
十

一
字
内
外
注
文
小
字
双
行

朱
傍
線
　
朱
句
点

首

「梅
本
増
多
原
／
附
録
」
　

次

「梅
本
増
多
原
／
加
賀
　
太
田
元
貞

公
幹
父
著
述
」

以
下
至
巻
四

（巻
四
巻
数
表
記
無
）

巻

一
末
回

「伊

藤
大
助
藤
原
祐
義
謹
写
／
文
化
十
四
年
丁
丑
九
月
二
十
二
日
従
子
国
至

江
戸
寓
浅
草
北
馬
道
三
輪
東
朔
先
生
之
許
同
二
十
七
日
訪
於
錦
城
先
生

借
其
著
書
而
写
始
同
十

一
月
二
十
六
日
終
此
間
将
刊
傷
寒
論
張
義
故
無

閑
暇
由
是
経
数
日
而
功
成
央
」

巻
二
末
回

「文
化
十
五
年
成
寅
二
月

十
五
日
為
彫
刻
傷
寒
論
張
義
定
本
至
江
都
寓
浅
草
北
馬
道
三
輪
東
朔
先

生
之
許
同
十
八
日
写
始
四
月
七
日
写
畢
其
間
或
為
刊
行
奔
走
南
北
又
詣

江
鳴
之
非
財
天
還
拝
鶴
ヶ
岡
八
幡
宮
尋
鎌
倉
之
旧
蹟
探
金
沢
之
風
景
若

至
池
田
霧
渓
先
生
聴
痘
科
鍵
之
講
説
又
遊
杉
本
樗
園
先
生
之
塾
会
読
癌

疫
論
而
聞
先
生
之
批
評
判
断
亦
侍
太
田
錦
叛
先
生
聴
左
伝
周
易
詩
経
孟

子
論
語
其
家
之
詩
稿
之
非
説
故
夙
夜
勤
而
終
央
／
伊
藤
大
助
藤
原
祐

慶
」

巻
三
末
曰

「伊
藤
大
助
謹
書
／
文
化
十
四
年
十
二
月
二
日
始
同

十
日
終
」

巻
四
末
日

「文
化
十
二
年
八
月
十
六
日
至
武
州
本
庄
借
尾

陽
人
糟
谷
氏
之
蔵
書
十
八
日
始
九
月
八
日
終
其
間
罹
微
疾
措
筆
頗
十
余

日
故
如
斯
経
日
央
」
　

一万
表
紙
回

「梅
本
増
多
原
」
　

題
練
題

「梅
本
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増
多
原
」

壁
経
非
正
六
巻
　
大
田
元
貞
公
幹
著
述
　
文
化
十
五
年
四
月
至
文
政
元
年
九

月
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
六
冊
　
‐４６

二
十
七

・
①
×
十
九

・
①
　
十
二
行
二
十
二
年
　
無
督
小

首

「壁
経
非
正
巻
之

一
／
目
次
」

次

「壁
経
非
正
巻
之

一
／
日
本
　
加

賀
　
太
田
元
貞
公
幹
著
述
／
尚
書
古
文
同
異
考
」
　

以
下
至
巻
六
　
巻

五
末
日

「文
政
紀
元
丙
寅
九
月
二
十
八
日
発
郷
国
而
寓
京
橋
責
町
目
新

道
是
十
月
十

一
日
也
同
十
二
日
訪
錦
城
先
生
借
此
書
同
二
十
四
日
書
写

成
央
／
伊
藤
大
助
藤
原
祐
慶
」
他

一
部
巻
末
有
書
写
識
語
　
題
練
題
「壁

経
非
正
」

教
説

〔発
〕
揮

一
巻
　
大
田
元
貞
公
幹
著
　
文
政
二
年

一
月
伊
藤
忠
岱
写
本

全

一
冊
　
１５９

二
十
六

・
六
×
十
九

・
七
　
十
二
行
二
十
二
字
　
朱
句
点
　
朱
傍
線

首

「教
説
教
揮
／
日
本
　
加
賀
　
太
田
元
貞
公
幹
著
」
（末
日

「寛
政
乙

酉
夏
五
月
朔
加
賀
大
田
元
貞
公
幹
書
」
又
有

「読
皆
川
伯
恭
名
疇
じ

末

曰

「文
政
二
年
己
卯
正
月
二
十
五
日
写
始
二
月
二
日
終
／
伊
藤
大
助
藤

原
祐
義
謹
写
」
　

一死
表
紙
口

「教
説
発
揮
」
　

題
祭
題

「教
説
発
揮
」

稽
古
録
即
詩
経
非
説

一
巻
附
録

一
巻
　
太
田
元
貞
公
幹
著
　
文
化
元
年
十

一

月
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
二
冊
　
稽
古
録
之

一
　

１４７

二
十
七

・
○
×
十
八

・
五
　
十

一
行
二
十
二
年
　
朱
傍
線
　
朱
句
点

首

「稽
古
録
／
詩
経
非
説
／
加
賀
　
太
田
元
貞
公
幹
著
」

次

「附
録
」

末
日

「文
化
紀
元
成
寅
十

一
月
八
日
写
始
同
十
七
日
未
明
終
此
時
指
蕨

今
温
之
鳩
克
明
売
奥
之
呼
声
過
戸
外
／
伊
藤
大
助
藤
原
祐
義
」
　

一死
表

紙
日

「詩
経
非
説
」
　

題
祭
題

「詩
経
非
説
」

詩
経
纂
疏
十
巻

（巻
七
閲
）
附
三
巻
　
大
田
元
貞
著
　
文
化
十

一
年
十
二
月

至
同
十
二
年
五
月
伊
藤
忠
岱
写
本
　
十
二
冊
　
１４８

二
十
六

・
九

×
十
八

・
八
　
十
二
行
二
十
年
注
文
小
字
双
行
　
有
図

範
小占
小

首

「詩
経
纂
疏
巻

一
／
日
本
加
賀
太
田
元
貞
公
幹
著
」
　

以
下
至
巻
十

（巻
七
閲
、
巻
二
以
下
巻
題
作

「毛
詩
じ
　

巻

一
末
曰

「文
化
十
二
年

五
月
四
日
五
日
写
之
於
上
野
倉
賀
野
之
客
屋
者
也
」
他
巻
末
有
書
写
識

五
四　
次

「附
録
」
（表
紙
題
）
末
曰

「文
化
十
二
年
五
月
六
日
七
日
人
口

三
日
写
之
於
上
／
州
倉
賀
野
之
客
屋
」

一死
表
紙
日

「詩
経
毛
詩
纂
疏
」

題
額
題

「詩
経
纂
疏
」

多
稼
軒
詩
経
講
説
記
聞

（存
巻
二
、
三
、
七
至
九
）
　

〔大
田
錦
城
講
説
〕

文
政
三
年
四
月
伊
藤
忠
岱
写
本
　
五
冊
　
１９０

二
十
七

・
○
×
十
人

・
七
　
一ハ
行
十
二
年
注
文
和
文
行
間
細
字

首

「多
稼
軒
詩
経
講
説
記
聞
巻
之
二
」
　

以
下
至
巻
九
　
巻
末
有
書
写
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日
付
　
一万
表
紙
国

「詩
経
記
聞
」
　

題
額
題

「詩
経
記
聞
」

毛
詩
聞
書
二
十
巻

　

〔大
田
錦
城
講
説
〕
　

文
政
五
年
二
月
至
同
六
年
十

一

月
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
二
十
冊
　
１８９

二
十
七

・
一
×
十
八

・
六
　
十

一
行
二
十
五
字
内
外
和
文
　
範
督
小

首

「毛
詩
聞
書
」
　

以
下
至
巻
二
十
　
巻
末
有
書
写
日
付
　
一万
表
紙
国

「詩
経
聞
書
」
　

題
森
題

「詩
経
聞
書
」

二
緯
微
管
編
三
巻
　
太
田
元
貞
公
幹
父
著
述
　
文
政
元
年
十

一
月
伊
藤
忠

岱
写
本
　
全

一
冊
　
１６２

二
十
七

・
二
×
十
八

・
七
　
十

一
行
二
十

一
字
注
文
小
字
双
行
　
朱
句

占
い

首

「三
緯
微
管
編
巻
之

一
／
加
賀
　
大
田
元
貞
公
幹
父
著
述
」
以
下
至

巻
三
　
巻
三
末
曰

「文
政
紀
元
戊
寅
十

一
月
二
十

一
日
始
十
二
月
朔
日

之
夜
丑
刻
終
此
時
四
隣
寂
蓼
唯
撃
抹
告
時
典
街
頭
之
狗
声
而
巳
也
　
伊

藤
大
助
藤
原
祐
慶
」
　

題
額
題

「三
緯
微
管
編
」

左
氏
伝
標
註
二
巻
　
大
田
元
貞
著
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
二
冊
　
１４９

二
十
七

・
一
×
十
八

・
八
　
十
二
行
二
十
字
　
句
点

首

「左
氏
伝
標
註
／
日
本
　
加
賀
　
太
田
元
貞
公
幹
著
」

次

「左
伝

杜
註
纂
疏
標
註
／
日
本
　
加
賀
　
太
田
元
貞
公
幹
著
」
　

題
練
題

「左

樽
杜
註
糾
謬
」

論
語
大
疏
二
十
巻
　
太
田
元
貞
公
幹
輯
　
文
化
十

一
年
人
月
至
同
十
二
年
十

一
月
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
十
六
冊
　
１５０

二
十
六

・
六
×
十
人

・
八
　
十
二
行
二
十

一
字
　
朱
句
点

首

「論
語
大
疏
巻
之

一
／
日
本
　
加
賀
　
太
田
元
貞
公
幹
輯
」
　

以
下

至
巻
二
十
　
巻
二
末
日

「文
化
十

一
年
八
月
二
十
四
日
写
始
同
九
月
四

日
夜
畢
此

一
編
於
上
州
倉
賀
野
新
町
之
旅
宿
写
之
／
伊
藤
大
助
藤
原
祐

慶
」
他

一
部
巻
末
有
書
写
日
付
　
一万
表
紙
日

「論
語
大
疏
」
　

題
祭
題

「論
語
大
疏
」

論
語
聞
書
二
十
巻
　
太
田
錦
城
講
説
　
伊
藤
祐
義
筆
記
　
文
政
三
年
九
月
至

同
五
年
十

一
月
伊
藤
忠
岱
筆
記
並
写
本
　
全
二
十
冊
　
１９２

二
十
六

。
人
×
十
八

・
五
　
一ハ
行
十
二
字
内
外
注
文
和
文
小
字
双
行
二

十
四
字
内
外
　
無
督
小

首

「論
語
聞
書

〈文
政
三
年
九
月
十
七
日
開
講
〉
／
錦
城
太
田
先
生
説

伊
藤
祐
義
筆
記
／
学
而
第

一
」
　

以
下
至
巻
二
十
　
本
文
中
有
講
義
日

付
又

一
部
巻
末
有
書
写
日
付
　
一万
表
紙
日
「論
語
聞
書
」

題
祭
題

「論

語
聞
書
」

論
語
国
字
解
即
論
語
聞
書
二
十
巻
　
太
田
錦
城
講
説
　
伊
藤
祐
義
筆
記
　
文

政
三
年
九
月
至
同
五
年
十

一
月
伊
藤
忠
岱
筆
記
並
至
六
年
二
月
写
本
　
全

二
十
冊
　
１９４
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二
十
六

・
六
×
十
九

・
○
　
巻

一
、
十
二
行
二
十
六
字
内
外
　
自
巻
三

六
行
十
四
字
内
外
注
文
和
文
小
字
双
行
二
十
六
字
内
外
　
眉
注
　
傍
注

返
点

首

「論
語
国
字
解

〈文
政
三
年
九
月
十
七
日
開
講
〉
／
太
田
錦
城
先
生

講
説
　
伊
藤
祐
義
忠
岱
筆
記
／
撰
者
」

次

「論
語
聞
書
二
」
　

以
下

至
巻
二
十
　
一
部
巻
頭
有
講
義
日
付
又

一
部
巻
末
有
書
写
日
付
　
一死
表

紙
日

「論
語
聞
書
」

題
額
題

「論
語
聞
書
」

論
語
雌
雄
章
聞
書

一
巻
　
太
田
錦
叛
講
説
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊

９３

二
十
六

・
人
×
十
八

・
七
　
十
行
十
九
年
内
外
和
漢
混
合
文
　
句
点

首

「論
語
雌
雄
章
聞
書
／
太
田
錦
城
講
説
／
信
濃
伊
藤
祐
義
忠
岱
筆

記
」
　

題
森
題

「論
語
聞
書
雌
雄
章
」

仁
非

一
巻

〔論
語
解
〕
二
巻
　
仁
非
　
太
田
錦
城
講
説
　
小
笠
原
冠
山
筆
記

論
語
解
　
閲
名
　
文
化
十
四
年
人
月
文
政
二
年
二
月
小
笠
原
冠
山
筆
記
文

政
二
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
１６４

二
十
七

。
一
×
十
八

・
九
　
十
二
行
二
十
二
年
和
漢
混
合
文

（
「論
語

解
」
漢
文
）
　

範
督
小

首

「仁
非
／
里
仁
篇
参
平
吾
道

一
以
貫
之
章

〈丁
丑
人
月
十
七
日
／
多

稼
軒
講
義
ど

末
国

「丁
丑
八
月
十
八
日
冠
山
老
人
筆
記
」

次

「顔
淵

篇
顔
淵
問
仁
章

〈戊
賞
九
月
二
日
／
多
稼
軒
講
義
ど

末
曰

「文
政
己
卯

春
二
月
上
滞
小
笠
原
謙
益
卿
父
録
子
自
牧
堂
南
窓
下
／
同
年
二
月
二
十

五
日
写
始
同
二
十
七
日
終
伊
藤
大
助
藤
原
祐
義
謹
書
」
　

次

〔論
語
解

学
而
〕
　

次

「為
政
」
　

一死
表
紙
国

「仁
非
」
　

題
祭
題

「仁
説
　
小

笠
原
冠
山
筆
記
／
論
語
解
　
学
而
為
政
」

孟
子
考

一
巻
　
太
田
元
貞
公
幹
著
　
文
化
十
二
年
七
月
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
１７３

二
十
七

・
五
×
十
九

・
二
　
十
二
行
二
十
年
　
朱
句
点

首

「孟
子
考
／
日
本
加
賀
太
田
元
貞
公
幹
著
」
末
日

「文
化
十
二
年
七

月
自
十
八
日
至
晦
日
写
之
」
　

一死
表
紙
国

「孟
子
考
」
　

題
額
題

「孟

子
考
」

孟
子
精
蘊

（第

一
冊
閲
）
　

〔太
田
元
貞
著
〕
　

伊
藤
忠
岱
写
本

　

一
冊

二
十
六

・
七
×
十
九

・
六
　
十
二
行
二
十
二
年
内
外
　
傍
注

首

「萬
章
上
」
　

題
森
題

「孟
子
精
蘊
」
又

「下
」

孟
子
聞
書
二
巻
　
太
田
錦
城
先
生
講
説
　
須
天
董
斎
筆
記
　
須
天
董
斎
筆
記

伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
二
冊
　
２０５

二
十
六

・
六
×
十
八

・
七
　
十
二
行
二
十
四
字
内
外
和
文

首

「孟
子
聞
書
巻

一　

四
月
二
日
初
／
太
田
錦
城
先
生
講
説
　
須
天
董

斎
筆
記
」

以
下
巻

〔一
面
　

一死
表
紙
国

軍
血子
聞
書
」

題
額
題

軍
皿
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子
聞
書
」
又

「須
天
氏
」

孟
子
記
聞

一
巻
孟
子
生
卒
年
月
考

一
巻
　
記
聞
　
錦
城
大
田
先
生
説
　
生

卒
年
月
考
　
清
閣
若
嫁
撰
　
文
政
三
年
九
月
伊
藤
祐
義
筆
記
同
十
月
同

写
本
　
全

一
冊
　
２０３

二
十
七

・
一
×
十
八

・
九
　
記
聞
　
八
行
字
数
不
定
注
文
和
文
小
字
双

行
二
十
九
字
内
外
　
生
卒
年
月
考
　
十

一
行
二
十
二
年
内
外
　
無
督
小

首

「孟
子
記
聞
／
錦
城
大
田
先
生
説
／
文
政
二
年
九
月
十
二
日
」
　

次

「孟
子
生
卒
年
月
考
序
」

次

軍
皿
子
生
卒
年
月
考
／
太
原
閣
若
蕩
撰
」

末
日

「文
政
三
年
庚
辰
十
月
五
日
写
始
同
十
二
月
終
／
伊
藤
忠
岱
藤
原

祐
義
」
　

一死
表
紙
日

「孟
子
記
聞
」
　

題
森
題

「孟
子
記
聞
／
孟
子
生

卒
年
月
考
」

孟
子
聞
書
十
四
巻
　
錦
城
太
田
先
生
講
説
　
伊
藤
祐
義
筆
記
　
文
政
三
年
九

月
伊
藤
祐
義
筆
記
文
政
五
年
至
六
年
同
写
本
　
全
十
四
冊
　
２０４
　
　
　
ミ

二
十
七

・
二
×
十
八

・
八
　
ユハ
行
十
四
字
和
文
注
文
十
六
行
二
十
四
ｑ
一

範
小占
小

首

「孟
子
聞
書
／
錦
城
太
田
先
生
説
　
伊
藤
祐
義
筆
記
／
孟
子
　
文
政

三
年
九
月
十
二
日
開
講
」
　

以
下
至
巻
十
四
　
一
部
巻
末
有
書
写
日
付

元
表
紙
日

「孟
子
聞
書
」
　

題
祭
題

「孟
子
聞
書
」
又

「錦
城
先
生
講

説
」

大
学
聞
書

一
巻
　
錦
城
太
田
先
生
講
説
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
１９５

二
十
六

・
七
×
十
八

・
七
　
十
二
行
二
十
六
字
内
外
和
文
　
範
督
小

首

「大
学
聞
書
　
錦
城
太
田
先
生
講
説
」
　

一死
表
紙
日

「大
学
聞
書
」

題
森
題

「大
学
聞
書
」
又

「錦
城
太
田
先
生
」

大
学
聞
書

一
巻
　
太
田
錦
城
先
生
講
説
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
‐９６

二
十
六

。
人
×
十
九

・
一　

十
行
二
十
五
字
内
外
和
文
　
範
督
小

首

「大
学
聞
書
」
　

一死
表
紙
日

「太
田
錦
城
先
生
講
説
／
大
学
聞
書
」

題
森
題

「大
学
聞
書
」

大
学
考

一
巻
　
太
田
元
貞
公
幹
著
　
文
化
十
二
年
五
月
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
１９８

二
十
七

・
一
×
十
八

・
八
　
十
二
行
二
十
年
内
外
　
範
督
小

首

「大
学
考
／
日
本
　
加
賀
　
太
田
元
貞
公
幹
著
」
末
日

「文
化
十
二

年
五
月
自
九
日
至
十

一
日
写
之
」

表
紙
国

「大
学
考
」

題
森
題

「大

学
考
」

中
庸
聞
書
四
巻
　
錦
城
太
田
先
生
講
説
　
伊
藤
祐
義
筆
記

　

〔文
政
四
年
筆

記
〕
文
政
十
二
年
七
月
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
四
冊
　
２００

二
十
七

・
①
×
十
九

・
①
　
エハ
行
十
五
字
内
外
注
文
和
文
小
字
双
行
二

十
四
字
内
外
　
範
督
小

首

「聞
書
」

次

「中
庸
聞
書
巻
童
／
錦
城
太
田
先
生
講
説
／
信
濃
伊
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藤
祐
義
忠
岱
筆
記
」
　

以
下
至
巻
四
　
末
国

「文
政
十
二
年
己
巳
七
月

清
書
／
蓼
山
伊
藤
祐
義
」
　

一九
表
紙
回

「中
庸
聞
書
」
　

題
織
題

「中

庸
聞
書
」
又

「太
田
錦
城
先
生
講
説
」

中
庸
聞
書

一
巻

（他
八
種
合
収
）
　

太
田
元
貞
公
幹
著
　
‐７０

＊
前
掲

『
足
利
学
校
蔵
本
…
』
参
照
。

中
庸
原
解
三
巻
　
太
田
元
貞
才
佐
学
　
文
政
五
年
十

一
月
伊
藤
忠
岱
写
本

全
二
冊
　
１７８

二
十
六

・
七
×
十
八

・
六
　
十
二
行
二
十
四
字
内
外
注
文
小
学
双
行

句
点

首

「中
庸
原
解
巻
之

一
／
加
賀
太
田
元
貞
才
佐
学
」
末
曰

「文
政
五
年

壬
午
十

一
月
二
十
三
日
発
信
州
十
二
月
五
日
冒
雪
至
江
戸
寓
湯
鳴
天
神

下
松
平
但
馬
守
様
之
邸
舎
同
十
四
日
請
原
本
十
五
日
写
始
同
二
十

一
日

終
／
伊
藤
祐
義
仲
岱
書
之
」
　

以
下
至
巻
三
　

一
部
巻
末
有
書
写
日
付

次

「中
庸
原
解
序
」
末
日

「文
政
五
年
十
二
月
二
十
五
日
之
唇
写
始
六

年
癸
未
正
月
二
日
終
／
伊
藤
祐
慶
忠
岱
写
之
」
　

一死
表
紙
日

「中
庸
原

解
」
　

題
森
題

「中
庸
原
解
」

中
庸
考

一
巻

（他
人
種
合
収
）
　

錦
城
先
生
講
説
　
‐７０

＊
前
掲

『
足
利
学
校
蔵
本
…
』
参
照
。

中
庸
考
卿
二
巻
　
大
田
元
貞
公
幹
著
　
文
化
十

一
年
八
月
伊
藤
忠
岱
写
本

全
二
冊
　
１９９

二
十
七

・
六
×
十
九

・
一　

十
二
行
二
十

一
字
　
朱
句
点

首

「中
庸
考
卿
／
加
賀
　
太
田
元
貞
公
幹
著
」
　

以
下
巻

〔下
〕
末
回

「此
書
者
太
田
錦
叛
先
生
之
著
述
也
文
化
十

一
年
八
／
月
十
八
日
始

而
二
十
二
日
畢
」
　

一万
表
紙

「中
庸
考
」
　

題
額
題

「中
庸
考
」

萄
子
聞
書
四
巻
　
巻

一　

錦
城
太
田
先
生
講
説
　
自
巻
二
　
太
田
晴
軒
先
生

講
説
　
巻

一
三
四
　
伊
藤
祐
義
筆
記
　
巻
二
　
海
保
尚
賢
筆
記
　
文
政
四

年
九
月
伊
藤
忠
岱
海
保
尚
賢
筆
記
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
二
冊
　
２‐３

二
十
五

・
九
×
十
八

・
八
　
十
二
行
二
十
四
字
内
外
和
文
　
範
督
小

首

「萄
子
聞
書
　
文
政
四
年
巳
九
月
／
錦
叛
太
田
先
生
講
説
／
伊
藤
祐

義
忠
岱
筆
記
」

次

「萄
子
聞
書
／
太
田
晴
軒
先
生
講
説
／
上
総
海
保

尚
賢
筆
記
」

次

「萄
子
聞
書
／
太
田
晴
軒
先
生
講
説
　
伊
藤
祐
義
忠

岱
筆
記
」

以
下

〔巻
四
〕

一万
表
紙
日

「萄
子
聞
書
」

題
額
題

「萄

子
聞
書
」

老
子
経
即
老
子
妙
敏
二
巻
　
太
田
元
貞
　
文
政
元
年
五
月
成
書
文
政
元
年
十

二
月
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
二
冊
　
１７４

二
十
六

・
九
×
十
九

・
○
　
十
二
行
二
十

一
字
注
文
小
字
双
行
　
朱
句

占
小　
傍
注
書
入

首

「老
子
経
／
日
本
加
賀
大
田
元
貞
公
幹
」

狩男
王
早
末
日

「文
政
元
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年
五
月
端
午
元
貞
識
昨
日
改
元
之
始

（認
）
下
〒
関
左
諸
州
」
　

以
下

下
　
末
国

「文
政
紀
元
戊
寅
十
二
月
八
日
写
始
昼
為
業
奔
走
夜
間
畢
功

央
時
十
四
日
未
明
鶏
告
明
開
戸
残
星
二
三
寒
風
撲
面
遠
四
手
駕
籠
之
過

央
／
伊
藤
大
助
藤
原
祐
慶
」
　

一死
表
紙
国

「老
子
経
」
　

題
額
題

「老

子
妙
敏
」

老
子
聞
書
四
巻
　
太
田
錦
城
講
説
　
伊
藤
祐
義
筆
記
　
文
政
十

一
年
十
二
月

至
十
二
年

一
月
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
四
冊
　
２０７

二
十
六

・
三
×
十
八

・
二
　
一ハ
行
十
五
字
注
文
和
文
小
字
双
行
十
八
字

無
小占
小

首

「老
子
聞
書
巻
之

一
／
錦
城
太
田
先
生
講
説
／
信
濃
伊
藤
祐
義
忠
岱

筆
記
／
二
月
十

一
日
」
　

以
下
至
巻
四
　
巻
四
末
国

「文
政
己
丑

（十

二
年
）
正
元
日
伊
藤
祐
義
忠
岱
筆
記
」
他
各
巻
末
有
書
写
識
語
　
一死
表

紙
国

「老
子
聞
書
　
錦
城
大
田
先
生
講
説
」
　

題
森
題

「老
子
聞
書
」

又

「錦
城
太
田
先
生
講
説
」

老
子
間
書
四
巻
　
太
田
錦
城
講
説
　
伊
藤
祐
義
筆
記
　
文
政
十
二
年

一
月
伊

藤
忠
岱
写
本
　
全
四
冊
　
２０９

二
十
七

・
①
×
十
九

・
ニ
　
エハ
行
十
二
字
注
文
和
文
小
学
双
行
二
十
四

字
　
眉
注

首
文
政
十
二
年
伊
藤
祐
義

「老
子
聞
書
序
」
末
日

「文
政
己
丑

（十
二

年
）
正
元
日
／
伊
藤
祐
義
忠
岱
記
」
　

次

「老
子
聞
書
巻

一
／
錦
城
太

田
先
生
講
説
／
信
濃
伊
藤
祐
義
忠
岱

〈筆
／
記
ご
　

以
下
至
巻
四
　
一死

表
紙
国

「老
子
聞
書
」
　

題
森
題

「老
子
聞
書
」

老
子
聞
書

一
巻
　
太
田
錦
城
講
説
　
海
保
尚
賢
筆
記
　
文
政
六
年
六
月
伊
藤

忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
２０８

二
十
七

・
二
×
十
八

・
六
　
十
二
行
二
十
四
字
内
外
和
文
　
無
督
小

首

「老
子
聞
書
／
錦
城
太
田
先
生
講
説
　
海
保
尚
賢
筆
記
」
末
日

「文

政
六
年
癸
未
六
月
十
四
日
十
五
日
十
六
日
写
」
　

一死
表
紙
日

「老
子
聞

書
」
　

題
森
題

「老
子
聞
書
」

大
田
晴
軒

（太
田
／
敦

・
芝
山
）

晴
軒
先
生
文
集

（他
人
種
合
収
）
　

伊
藤
忠
岱
写
本
　
・７０

＊
前
掲

「大
田
錦
城
」
項

『
中
庸
聞
書
…
』
参
照
。

左
伝
聞
書
九
巻

（巻

一
至
四
閲
）
　

大
田
晴
軒
先
生
講
説
　
天
保
二
年
八
月

伊
藤
忠
岱
写
本
　
五
冊
　
‐９．

二
十
六

・
五
×
十
八

・
七
　
エハ
行
十
五
字
内
外
注
文
和
文
小
字
双
行
字

数
不
定
　
眉
注
　
傍
注

首

「左
伝
聞
書
　
を旦
公
／
太
田
晴
軒
先
生
講
説
　
武
舎
忠
貞
記
／
伝
十

二
年
…
」
　

以
下
至
巻
九
末
日

「天
保
二
年
辛
卯
八
月
於
摂
州
大
坂
御
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城
内
玉
造
口
東
御
小
屋
松
平
但
馬
守
様
御
在
番
中
写
之
／
伊
藤
祐
義
忠

岱
書
」
　

一万
表
紙
日

「左
伝
聞
書
」

題
額
題

「左
氏
伝
聞
書
」

孟
子
考
詮
二
巻

　

〔大
田
晴
軒
編
輯
〕
　

伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
二
冊
　
‐７６

二
十
六

・
七
×
十
八

・
七
　
十
二
行
二
十

一
字
　
朱
傍
線
　
朱
句
点

首

「孟
子
考
詮
巻

一
」

次

「孟
子
考
詮
巻
之
下
／
芝
山
晴
軒
先
生
編

輯
」
　

一万
表
紙
国

「孟
子
考
詮
」
　

題
額
題

「孟
子
考
詮
」
又

「晴
軒

先
生
」

孝
経
引
謹

一
巻
　
晴
軒
太
田
敦
纂
輯
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
・７２

二
十
六

・
六
×
十
人

・
六
　
十
二
行
二
十
五
字
　
傍
線
　
句
点

首

「孝
経
引
詮
／
晴
軒
太
田
敦
纂
朝
」

一死
表
紙
曰

「孝
経
引
詮
」

題

額
題

「孝
経
引
詮
」
又

「大
田
晴
軒
」

萄
子
聞
書
四
巻
　
２‐３

＊
前
掲

「大
田
錦
城
」
項

『
萄
子
聞
書
…
』
参
熙
。

呂
氏
考
詮

（存
巻

一
至
二
十

一
）
　

太
田
晴
軒
著
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
二

冊
　
‐５７

二
十
六

・
九
×
十
人

・
七
　
十
二
行
二
十
年
内
外
　
朱
句
点
　
送
返
点

首

「呂
氏
考
詮
巻

一
／
太
田
晴
軒
著
」
　

以
下
至
巻
二
十

一　

一五
表
紙

日

「呂
氏
春
秋
考
詮
」
　

題
額
題

「呂
氏
春
秋
考
詮
」

呂
氏
春
秋
聞
書
二
巻
　
大
田
晴
軒
先
生
講
説
　
海
保
尚
賢
筆
記
　
文
政
七
年

五
月
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
二
冊
　
２‐２

二
十
六

・
七
×
十
八

・
七
　
十
二
行
二
十

一
字
内
外

首

「呂
氏
春
秋
聞
書
巻

一
／
太
田
晴
軒
先
生
講
説
／
門
人
海
保
尚
賢
筆

記
」

以
下

〔巻
二
〕

巻

一
末
国

「文
政
七
甲
申
五
月
下
旬
写
」

一死

表
紙
日

「呂
氏
春
秋
聞
書
」
　

題
額
題

「呂
氏
春
秋
聞
書
」

老
子
聞
書

（他
人
種
合
収
）

晴
軒
芝
山
先
生
講
説
　
伊
藤
祐
義
筆
記
　
‐７０

＊
前
掲

「大
田
錦
城
」
項

『
中
庸
聞
書
…
』
参
照
。

老
子
全
解
稿
本
三
巻
　
芝
山
晴
軒
著
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
二
冊
　
‐７７

左
右
双
辺
十
人

・
一
×
十
二

，
九
　
有
界
十
二
行
十
人
字
　
）早
魚
尾
白

口
　
朱
句
点

首

「老
子
全
解
稿
本
巻
之

一
／
芝
山
晴
軒
著
」
　

以
下
至
巻
三
　
題
祭

題

「老
子
全
解
」

荘
子
聞
書
四
巻
　
大
田
晴
軒
講
説
　
海
保
尚
賢
筆
記
　
文
政
七
年
伊
藤
忠
岱

写
本
　
全
四
冊
　
２．５

二
十
六

・
九
×
十
人

・
七
　
十
二
行
二
十
七
字
内
外
和
文
　
無
督
小

首

「荘
子
聞
書
／
晴
軒
太
田
先
生
講
説
　
下
総
海
保
尚
賢
筆
記
」
末
回

「文
政
七
年
甲
申
二
月
八
日
九
日
写
之
」
　

以
下

〔巻
四
〕
　

一九
表
紙

日

「荘
子
聞
書
」
　

題
森
題

「荘
子
聞
書
」

荘
子
聞
書
外
篇
十
巻
　
大
田
晴
軒
講
説
　
海
保
尚
賢

（巻

一
至
三
▼

渡
辺
思
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順

（巻
四
至
六
▼

伊
藤
祐
義

（巻
七
至
十
）
筆
記
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

十
冊
　
２．６

二
十
六

・
四
×
十
八

・
八
　
七
行
十
五
字
内
外
注
文
和
文
十
三
行
二
十

七
字
内
外
　
範
督
小

首

「荘
子
聞
書
外
篇
／
研
栂

〈芝
山
晴
軒
太
田
先
生
講
説
／
上
総
海
保

尚
賢
筆
記
ご

　

以
下

〔巻
十
〕
（巻
四
編
著
者
事
項
日

「芝
山
晴
軒
先

生
講
説
／
渡
辺
思
順
筆
記
」、
巻
七
編
著
者
事
項
日

「太
田
晴
軒
先
生

講
説
／
伊
藤
祐
義
忠
岱
筆
記
じ

　

一死
表
紙
国

「荘
子
聞
書
　
聯
栂
篇

壼
」
等
　
題
額

「荘
子
聞
書

〈外
篇
／
勝
栂
〉
壼
」
等
　
印
記

「定
」

荘
子
聞
書
十
四
巻

（巻

一
至
十

一
閥
）
　

晴
軒
大
田
先
生
講
説
　
伊
藤
祐
義

筆
記
　
文
政
十
二
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
一二
冊
　
２‐７

二
十
六

・
①
×
十
人

・
七
　
七
行
十
二
字
内
外
注
文
和
文
十
二
行
二
十

六
字
内
外
　
句
送
返
点

首

「庚
桑
楚

　

〈晴
軒
太
田
先
生
講
説
／
伊
藤
祐
義
筆
記
ご

末
日

「文

政
十
二
年
丑
十
月
十
二
日
江
戸
二
出
十
五
日
ノ
夜
同
十
八
／
日
ノ
夜
聞

終

ハ
ル
同
十
二
月
六
日
七
日
八
日
三
日
二
清
書
」

次

「徐
無
鬼
」

次

「則
陽
／

〈晴
軒
太
田
先
生
講
説
／
伊
藤
祐
義
筆
記
ご

末
日

「文
政
十

二
年
丑
年
十
月
二
十
六
日
七
日
聴
聞
之
同
十
二
／
月
朔
日
二
日
清
書
」

元
表
紙
日

「荘
子
聞
書
　
庚
桑
楚
」
　

題
祭

「荘
子
聞
書

〈庚
桑
楚
〉

十
二
」

印
記

「定
」

荘
子
考
詮

一
巻
荘
子
知
解
二
巻
　
芝
山
晴
軒
著
　
文
政
七
年
伊
藤
忠
岱
写
本

全
二
冊
　
‐５８

二
十
六

・
六
×
十
八

・
七
　
十
二
行
十
九
字
内
外
注
文
小
字
双
行
　
朱

句
点

首

「荘
子
考
詮
／
芝
山
晴
軒
著
」
　

次

「荘
子
知
解
／
日
本
　
大
田
晴

軒
著
」
　

以
下

〔巻
二
〕
　

〔巻

一
〕
末
国

「文
政
七
年
甲
申
二
月
写

之
」

一死
表
紙
日

軍
壮
子
考
謹
」

題
額
題

軍
壮
子
考
誇
」

印
記

「仰
」

列
子
聞
書
二
巻

（存
巻
上
）
　

晴
軒
大
田
先
生
講
説
　
伊
藤
祐
義
忠
岱
筆
記

並
写
本
　
一
冊
　
２．８

二
十
六

・
三
×
十
八

・
三
　
十
二
行
二
十
五
字
内
外
和
文
　
征
督
小

首

「列
子
聞
書
巻
上

〈五
月
十

一
日
講
説
始
〉
／
晴
軒
大
田
先
生
講
説

／
伊
藤
祐
義
忠
岱
筆
記
」
　

一死
表
紙
日

「列
子
聞
書
　
晴
軒
太
田
先
生

講
説
」

題
祭
題

「列
子
聞
書
」
又

「晴
軒
太
田
先
生
講
説
」

列
子
聞
書
七
巻
　
太
田
晴
軒
先
生
講
説
　
伊
藤
祐
義
筆
記
　
伊
藤
祐
義
忠
岱

筆
記
並
写
本
　
全
七
冊
　
２‐９

二
十
六

・
四
×
十
八

・
九
　
一ハ
行
十
六
字
注
文
和
文
小
字
双
行
二
十
五

字
内
外
　
傍
線
　
句
送
返
点

首

「列
子
聞
書
巻
之

一
／
太
田
晴
軒
先
生
講
説
／
信
濃
伊
藤
祐
義
忠
岱
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筆
記
」
　

以
下
至
巻
七
　
題
額
題

「列
子
聞
書
」

太
田
晩
成

（大
田
）

孝
経
聞
書
二
巻
　
晩
成
太
田
先
生
講
説
　
川
口
昌
蔵
筆
記
　
文
政
十
二
五
月

年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
‐７．

二
十
六

・
一
×
十
九

・
四
　
十
二
行
二
十
三
字
注
文
和
文
小
学
双
行

範
小占
小

首

「孝
経
聞
書

〈晩
成
太
田
先
生
講
説
〉
全
」

次

「孝
経
聞
書
／
晩

成
太
田
先
生
講
説
／
門
人
信
濃
川
口
昌
蔵
筆
記
」
　

次

「孝
経
／
開
祭

明
■
」
末
回

「文
政
十
二
年
己
丑
五
月
下
旬
自
川
口
氏
得
之
写
／
鹿
里

伊
藤
忠
岱
藤
祐
義
書
」

封
面
題

「孝
経
聞
書
」
又

「晩
成
太
田
先
生

講
説
」
又
有
細
注
書
入
　
題
祭
題

「孝
経
聞
書
」
又

「晩
成
太
田
先
生

講
説
」

老
子
Ｔ
直
巻
　
大
田
晩
成
先
生
講
説
　
文
政
四
年
二
月
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

二
冊
　
２．０

二
十
六

・
八
×
十
九

・
①
　
人
行
十
六
字
榔
当
注
文
和
文
小
字
双
行
二

十
八
字
内
外
　
範
督
小　
傍
注
書
入

首

「老
子
／
太
田
晩
成
先
生
講
説
筆
記
」
　

以
下

〔巻
二
〕

巻

一
末

日

「文
政
四
年
二
月
十
四
日
写
始
同
二
十
六
日
終
此
時
浴
別
所
之
温
泉

寓
岡
田
主
水
子
之
寓
居
而
写
之
」
　

一万
表
紙
日

「老
子
道
徳
経
」

題

額
題

「老
子
聞
書
」

荻
野
元
凱

（荻

・
源
／
台
州
）

眼
疾
編

一
巻

（他

一
種
合
収
）
　

源
元
凱
著
　
文
政
十
二
年
伊
藤
忠
岱
写
本

全

一
冊
　
・３５

二
十
六

。
人
×
十
九

・
一　

十

一
行
十
人
字
内
外
　
句
点

首

「土
生
家
伝
方
／
東
都
侍
医
眼
科
土
生
玄
碩
著
」
　

次

「眼
疾
編
／

台
州
源
元
凱
著
」
末
日

「文
政
十
二
年
伸
秋
写
伊
藤
祐
義
忠
岱
書
之
」

元
表
紙
国

「土
生
家
蔵
方
／
眼
科
伝
書
」
　

又
封
面
日

「眼
疾
篇
　
荻

台
州
先
生
著
述
　
全
」
　

題
練
題

「眼
科
伝
書
　
土
生
氏
著
述
／
眼
疾

を用
　
荻
台
州
著
述
」

刺
絡
編

一
巻
　
荻
元
凱
著
　
木
村
恒
徳

・
林
鼎
校
　
寛
政
十

一
年
伊
藤
忠
岱

写
本
　
全

一
冊
　
・２０

二
十
四

・
八
×
十
五

・
人
　
人
行
十
二
字
内
外
　
範
督
小

首

「刺
絡
編
／
日
本
北
陸
荻
元
凱
子
元
著
」
末
曰

「〒
時
寛
政
十

一
己

未
歳
二
月
十
三
日
於
干
上
州
雲
馬
郡
倉
賀
駅
写
之
／
伊
藤
潜
竜
斎
／
藤

祐
慶
」

表
紙
日

「荻
先
生
刺
絡
編
」

吐
法
編

一
巻
　
荻
凱
著
　
寛
政
十
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
・２２

二
十
五

・
①
×
十
七

・
二
　
人
行
十
二
年
内
外
　
銀
督
小

首

「吐
法
編
／
日
本
方
慶
北
陸
／
荻
凱
著
」
末
日

「右
書
寛
政
十
戊
午
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年
十
月
十

一
日
写
／
始
同
十
五
日
晩
畢
／
伊
藤
潜
竜
斎
／
藤
祐
慶
」

封
面
題

「吐
法
編
」
又

「荻
先
生
著
」

方
選

一
巻
台
州
先
生
医
談

一
巻
　
方
選
　
閲
名
　
医
談
　
ム日
州
先
生
　
伊
藤

忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
‐２７

二
十
六

。
九
×
十
九

・
二
　
十
行
二
十

一
字
　
範
督
小

首

「方
選
」
　

次

「台
州
先
生
医
談
」
　

一死
表
紙
国

「方
選
　
橋
本
氏

蔵
／
荻
台
州
先
生
医
談
」
　

題
森
題

「方
選
　
橋
本
氏
蔵
／
荻
台
州
先

生
医
談
」

方
鈴
丸
散
部

一
巻

（他

一
種
合
収
）
　

〔荻
野
元
凱
〕
　

寛
政
十

一
年
伊
藤

忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
８５

二
十
四

・
五
×
十
五

・
六
　
一ハ
行
十
二
年
　
眉
注
朱
書
入
　
朱
句
点

首

「回
生
録
」
末
日

「山
脇
格
叔
光
識
」
　

次

「死
胎
人
例
」
　

次
寛

政
十

一
年
伊
藤
潜
竜
斎
藤
祐
慶

〔識
語
〕
（
丁

寛
政
十

一
巳
未
歳
三

月
十
人
日
上
州
確
井
郡
中
宿
首
藤
寿
圭
得
授
伝
而
板
鼻
駅
而
写
之
／

伊
藤
潜
竜
斎
／
藤
祐
慶
じ
　

次

「方
鈴
　
丸
散
部
」
末
回

「寛
政
十

一
巳
未
歳
二
月
十
四
日
於
上
州
群
馬
郡
倉
賀
野
駅
医
生
長
雄
道
斉
家

枚
禁
書
請
受
写
之
　
伊
藤
潜
竜
斎
／
藤
祐
義
」
　

一死
表
紙
日

「賀
川
家

秘
術
／
山
脇
先
生
回
生
録
」
又
有
別
封
面

「諸
家
禁
方
／
丸
散
部
」

題

森
題

「賀
川
子
玄
子
回
生
録
／
荻
氏
丸
散
方
鈴
」

奥
劣
斎

回
生
釣
胞
秘
訣

一
巻
附
録

一
巻
　
奥
劣
斎
口
授
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊

８９

二
十
六

・
九
×
十
九

。
一　

十

一
行
二
十
年

一
部
和
文
　
句
点

首

「回
生
釣
胞
秘
訣
／
奥
劣
斎
口
授
」
　

次

「附
録
治
験
／
奥
劣
斎
口

授
」
　

題
森
題

「回
生
釣
胞
秘
訣
」

産
科
啓
秘

一
巻
　
奥
劣
斎
口
授
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
８６

二
十
六

・
六
×
十
九

・
一　

十
行
二
十
四
字
内
外
和
文
　
範
督
小

首

「産
科
啓
秘
／
平
安
奥
劣
斎
先
生
口
授
」

産
法
秘
伝
書

一
巻

（他

一
種
合
収
）
　

奥
劣
斎
口
授
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
８７

二
十
六

・
六
×
十
九

・
一　

十
行
二
十

一
字
　
句
点

首

「回
生
録
」
　

次

「産
法
秘
伝
書
／
奥
劣
斎
先
生
口
授
」

題
額
題

「加
川
氏
回
生
録
附
奥
氏
伝
書
」

達
生
園
方
穀
二
巻

　

〔奥
劣
斎
〕
　

柴
原
順

・
山
成
厳
等
輯
　
天
保
二
年
伊

藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
９。

二
十
六

・
七
×
十
九

・
二
　
十
行
二
十
字
注
文
小
字
双
行
　
無
督
小

首

「目
録
」

次

（奥
）
劣
斎

「達
生
園
方
敦
／
例
言
」
　

次

「達
生

園
方
敦
／
門
人
一加
賀
　
柴
原
順
子
敬
／
備
中
　
山
成
厳
子
恭

一同
輯
」
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次
簸
川

「題
辞
」

次

「摂
生
堂
方
穀
／
門
人
一西
鄭
　
筒
井
文
敬
子

直
／
前
筑
　
前
田
玄
子
尚

一同
輯
」

末
日

「天
保
二
年
辛
卯
十

一
月

於
摂
州
大
坂
御
城
内
玉
造
口
東
御
小
屋
松
平
但
馬
守
様
御
在
番
中
写

伊
藤
祐
義
書
」
　

一九
表
紙
回

「達
生
園
方
穀
」
　

題
森
題

「達
生
園
方

敦
」

海
保
尚
賢

性
善
性
悪
並
行
不
相
悼
非

（他
人
種
合
収
）

海
保
尚
賢
　
‐７０

＊
前
掲

「大
田
錦
城
」
項

『
中
庸
聞
書
…
』
参
照
。

賀
川
玄
悦

（加
川
／
子
玄
）

回
生
録

一
巻

（他

一
種
合
収
）

加
川
氏
　
８７

＊
前
掲

「奥
劣
斎
」
項

『
産
法
秘
伝
書
…
』
参
照
。

回
生
録

一
巻

（他

一
種
合
収
）
　

〔賀
川
子
玄
〕
　

山
脇
叔
光
撰
　
８５

＊
前
掲

「荻
野
元
凱
」
項

『
方
鈴
丸
散
部
…
』
参
照
。

産
論
纂
註
三
巻

　

〔賀
川
子
玄
〕
　

天
保
八
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
二
冊

０ ‐

二
十
六

。
人
×
十
人

・
七
　
十
行
二
十

一
字
内
外

一
部
和
文
注
文
小
学

双
行
　
範
督
小

首

「産
論
纂
註
」
（末
題

「子
玄
子
産
論
巻

一
じ
　

以
下
至
巻
三
　
末

国

「天
保
八
年
丁
酉
四
月
ョ
リ
至
五
月
写
終
／
鹿
里
伊
藤
忠
岱
祐
義
」

元
表
紙
日

「産
論
纂
註
」
　

題
額
題

「産
論
纂
註
」

子
玄
子
産
論

〔四
巻
〕
　

賀
川
玄
悦
著
　
寛
政
十
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
二

冊
　
９２

二
十
四

・
二
×
十
五

・
二
　
人
行
十
四
字
内
外
　
句
送
返
点

首

「子
玄
子
産
論
／
皇
和
近
江
州
彦
根
賀
川
玄
悦

〈子
玄
〉
著
／

〈男

玄
迪
子
啓
／
門
人
山
口
格
叔
光
〉
全
校
／
争
育
」
　

次

「古
房
」
末
国

「右
之
書

ハ
寛
政
十
成
午
年
二
月
四
日
小
諸
書
籍
屋
よ
り
持
来
り
難
■

尽
而
同
七
日
写
畢
／
伊
藤
潜
竜
斎
／
藤
原
祐
慶
」
　

次

「己
娩
」
末
回

「右
三
書

ハ
皇
和
寛
政
十
戊
午
年
二
月
四
日
筆
立
同
九
日
書
畢
／
伊
藤

潜
竜
斎
／
藤
原
祐
義
」

香
川
修
庵

（修
徳

・
大
沖
）

一
本
堂
薬
選
十
巻
　
香
川
修
徳
撰
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
企
十
冊
　
２７

二
十
三

。
人
×
十
五

・
四
　
人
行
十
二
年
　
範
督
小

首

「
一
本
堂
薬
選
凡
例
」
　

次

「薬
選
目
次
」
　

次

「
一
本
堂
薬
選
上

編
巻
之

一
／
香
川
修
徳
大
沖
父
著
」
　

以
下
至
巻
十

（巻
六
作

「
一
本

堂
薬
選
附
録
じ

　

表
紙
曰

「
一
本
堂
薬
選
」

香
川
氏
灸
点
図
解

一
巻

　

〔香
川
修
庵
〕

伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
２９

二
十
六

・
八
×
十
九

・
一　

十
行
二
十
三
年
内
外
　
有
図
　
句
点

首
宝
暦
六
年
香
川
輿

「題
灸
点
図
解
首
」

次
宝
暦
六
年

「灸
点
図
解
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凡
例
」
　

次

「定
大
椎
則
」
等
　
題
祭
題

「香
川
氏
灸
点
図
解
」

賀
川
有
斎

賀
川
有
斎
口
訣
並
手
術
解

一
巻
産
術
伝
書

一
巻
　
〔賀
川
有
斎
子
著
述
〕

中

山
元
治
撰
　
一早
和
四
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
二
冊
　
８‐

二
十
五

・
○
×
十
七

・
三
　
十
二
行
二
十
二
年
内
外
和
文
　
範
督
小

首

「賀
川
有
斎
子
口
訣
並
手
術
解
／
門
人
中
山
元
治
撰
」
　

次

「栢
子

二
押

へ
居

へ
…
／
…
／
禁
景
　
寛
政
元
年
中
山
原
政
撰
」
　

次

「皇
都

／
賀
川
有
斎
子
／
産
術
伝
書
内
編
」
（封
面
）

次
「逐
月
養
胎
之
説
…
」

次

「中
山
道
斎
先
生
校
正
／
順
産
回
生
並
十
六
法
」
末
国

「右
之
書
は

上
毛
中
宿
須
藤
寿
圭
よ
り
借
り
受
写
置
も
の
な
り
／
享
和
四
甲
子
年
元

日
一　
伊
藤
大
助
」

一死
表
紙
国

「賀
川
有
斎
子
著
述
／
産
術
伝
書
外
編
」

題
答
題

「産
術
伝
書
外
篇
」

賀
川
有
斎
子
産
科
口
訣
並
手
術
解
二
巻
　
〔賀
川
有
斎
〕

中
山
元
治
記
　
伊

藤
忠
岱
写
本
　
全
二
冊
　
９５

二
十
六

・
七
×
十
九

・
一　

十
行
二
十
二
年
内
外
和
文
　
征
督
小

首

「賀
川
有
斎
子
産
科
口
訣
並
手
術
解
／
門
人
中
山
元
治
記
」

次

「賀

川
有
斎
子
産
科
口
訣
並
手
術
解
／
門
人
中
山
元
治
記
」
　

題
練
題

「産

科
口
訣
　
外
篇
」

賀
川
蘭
斎

賀
川
産
術
秘
要
二
巻
許
可
秘
要

一
巻
　
賀
川
蘭
斎

口
授
　
伊
藤
忠
岱
写
本

全

一
冊
　
８８

二
十
六

・
九
×
十
九

・
二
　
九
行
二
十
五
字
内
外
和
文
　
無
督
小

首

「賀
川
産
術
秘
要
／
外
術
」
（末
題

「外
伝
非
じ
　

次

「内
伝
」
（末

題

「内
術
じ
　
次

「賀
川
蘭
斎
先
生
回
授
免
許
秘
録
／
目
次
」

次

「許

可
秘
要
／
平
安
賀
川
蘭
斎
先
生
回
授
」

一万
表
紙
日

「賀
川
産
術
秘
要
」

題
額
題

「賀
川
氏
産
術
秘
要
」

葛
西
因
是

道
徳
経
二
巻
　
葛
西
氏
　
文
化
十
年
二
月
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
‐７９

二
十
七

・
七
×
十
九

・
〇
　
一ハ
行
六
字
注
文
朱
塁
眉
傍
注
　
朱
句
点

首
文
化
十
年
伊
藤
監

「弁
言
」
又
有
伊
藤
祐
義
略
歴
　
次

「道
徳
経
／

第

一
章
」

次

「道
徳
経
／
第
二
十
八
章
」
末
日

「文
化
十
癸
酉
年
二

月
二
十
人
日
自
未
刻
至
申
刻
写
此

一
巻
信
不
鞍
筆
而
畢
者
也
」
　

一死
表

紙
回

「道
徳
経
」
　

題
窓
題

「老
子
道
徳
経
」
又

「葛
西
氏
」

加
藤
氏

腹
候
伝

一
巻
附
録

一
巻

　

〔加
藤
氏
〕
　

伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
‐２６

二
十
六

。
人
×
十
人

。
人
　
十
行
二
十
六
字
内
外
和
文
　
範
督
小

首

「腹
候
伝
」
　

次

「附
録
加
藤
氏
診
祭
伝
」
　

奥
書

「安
永
戊
成
二

月
二
十
六
日
　
的豆
山
居
士
書
／
天
明
元
年
…
／
天
明
二
年
…
／
文
政
七
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年
…
　
原
真
庵
書
」

一万
表
紙
日

「腹
診
伝
」

題
森
題

「腹
候
伝

〈浅

井
家
秘
訣
／
加
藤
氏
腹
候
伝
ご

加
門
隆
徳

柚
木
流
眼
科
秘
録

一
巻
同
秘
伝
書

一
巻
　
秘
録

　

〔加
門
隆
徳
口
授
　
倉
内

直
筆
記
〕
　

秘
伝
書

　

〔柚
木
太
淳
述

・
加
藤
隆
徳
編
〕
　

伊
藤
忠
岱
写

本
　
全
二
冊
　
‐３９

二
十
六

・
九
×
十
人

・
七
　
十
一十
四
行
字
数
不
定
和
文
　
有
図
　
範
督
小

首

「柚
木
流
眼
科
秘
録
／
凡
例
」
　

次

〔図
〕
　

末
有

「右
讃
州
何
田

山
子
伝
」

次

「柚
木
流
眼
療
秘
伝
書
」

以
下

「洗
薬
ノ
効
能
」、
「加

門
家
点
洗
ノ
秘
方
」
、
「眼
療
目
薬
上
之
巻
」
　

次

「眼
給
並
治
法
中
ノ

巻
」
　

次

「眼
療
内
薬
方
下
ノ
巻
」
　

一死
表
紙
曰

「柚
木
流
眼
科
秘
録

上
」
　

題
森
題

「柚
木
流
眼
科
秘
録
」

河
回
信
任

解
屍
編

一
巻
　
河
口
信
任
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
‐２５

二
十
四

・
人
×
十
五

・
六
　
人
行
十
二
字
内
外
　
有
図
　
範
督
小

首

「解
屍
編
／
古
河
医
官
河
口
信
任
遠
著
」
　

次

「同
観
姓
氏
／
余
浚

明
夙
夜
　
平
安
人
／
…

（全
七
氏
と
　
次

正
再
肇
之
図
」

封
面
題

「解

屍
編
」
又

「台
州
園
随
／
筆
之
三
」
　

題
額
題

「荻
先
生
解
屍
編
」

雑
間
換

（鬼
嶋
）

古
今
方
考

一
巻
　
鬼
島
換
著
述
　
寛
政
九
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊

６０

二
十
五

・
七
×
十
五

・
九
　
八
行
十
六
字
内
外
　
無
督
小

首
天
明
元
年
里
吉
允

「古
今
方
考
序
」

次
鬼
島
換

「古
今
方
考
自
序
」

次
深
児
徳
至
厚

〔題
〕
　

次

「古
今
方
考
　
巻
ノ

一
／
日
本
南
総
鬼
島

換
子
局
著
述
」
末
日

「寛
政
九
丁
巳
年
十

一
月
十
六
日
筆
フ
立
初
同
十

八
日
書
畢
／
伊
藤
潜
竜
斎
／
藤
原
祐
慶
」

表
紙
曰

「古
今
方
考
」

類
乗
方
標
註
集
覧

一
巻
　
雑
間
換
標
注
　
雑
間
適
校
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
‐０５

二
十
五

・
二
Ｘ
十
七

・
二
　
十

一
行
内
外
十
六
字
　
無
督
小

首
享
和
三
年
雑
問
換

「類
衆
方
集
覧
標
註
序
」
　

次

「類
衆
方
標
註
集

覧
／
日
本
南
総
雑
問
換
子
価

〈標
／
註
〉
／
男
適
子
適
撰
」

次

〔成
〕

封
面
題

「類
衆
方
標
註
集
覧
」
　

表
紙
国

「類
衆
方
集
覧
標
註
序
」

〔古
賀
朝
陽
〕

老
子
聞
書
四
巻
　
朝
陽
氏
　
天
保
四
年
人
月
以
降
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
四
冊

１‐ワ

コ

二
十
六

・
七
×
十
人

・
三
　
一ハ
行
十
五
字
注
文
和
文
小
字
双
行
二
十
六

字
内
外
　
句
送
返
点

首

「老
子
聞
書

〈天
保
四
年
葵
巳
四
月
九
日
十
日
開
講
ご

　

以
下
至
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巻
四
　
巻
頭
有
講
義
日
付
　
一死
表
紙
回

「老
子
聞
書
」

題
森
題

「老

子
聞
書
」
又

「朝
陽
氏
」

後
藤
艮
山

異
人
秘
授
五
極

一
巻

（他

一
種
合
収
）
　

後
藤
艮
山
著
　
文
化
元
年
伊
藤
忠

岱
写
本
　
全

一
冊
　
２３

二
十
五

・
三
×
十
七

・
三
　
十

一
行
二
十
字
　
範
督
小

首

「真
鳴
流
眼
科
伝
」
　

末
回

「右
之
書

ハ
真
鳴
四
十
九
代
厚
入
道
露

伯
の
秘
書
な
り
」
又

「〒
時
文
化
元
甲
子
年
十
月
十

一
日
下
野
国
都
賀

郡
小
山
駅
高
橋
安
亭
な
る
人
二
借
り
受
写
も
の
也
／
伊
藤
代
助
」

次

「異
人
秘
授
五
極
／
後
藤
艮
山
著
」

末
日

「右
は
文
化
元
甲
子
年
十

月
十
四
日
下
野
国
都
賀
郡
小
山
駅
高
橋
安
亭
な
る
人
秘
蔵
の
書
な
り

■
■
伝
受
し
て
写
も
の
也
／
伊
藤
代
助
」
　

一死
表
紙
国

「
全
（鳴
家
／

唯

一
伝
〉
眼
科
秘
録
」
　

別
有

「
〈後
藤
艮
山
先
生
／
万
病
灸
灼
治
方
〉

五
極
穴
伝
」
　

題
額
題

「真
鳴
家
眼
科
伝
／
後
藤
家
五
極
灸
」

後
藤
省

（仲
介
）

一
家
稿

一
巻
　
後
藤
省
伸
介
父
著
　
天
保
二
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊

２ ５

二
十
六

。
九
×
十
九

・
四
　
十
行
十
人
字
　
無
督
小

首

「
一
家
稿
／
後
藤
省
仲
介
父
著
」
　

末
日

「天
保
二
年
辛
卯
季
冬
於

摂
州
大
坂
御
城
内
東
御
小
屋
松
平
但
馬
守
様
御
在
番
中
写
之
」

題
額

題

「
〈後
／
藤
〉

一
家
考
」

坂
口
氏

〔坂
口
氏
金
療
療
方
〕

一
巻

　

〔坂
口
氏
〕
　

〔伊
藤
宗
周
〕
写
本
　
全

一

冊
　
郷
二
十
五

・
一
×
十
六

。
九
　
八
行
字
数
不
定
　
無
督
小

首
無
題

（金
療
療
治
の
次
第
）
　

表
紙
回

「坂
口
氏
金
療
療
方
」

新
宮
涼
庭

（駆
肇
斎

口
碩
）

〔駆
竪
斎
方
府
〕
一
巻
方
府
口
訣
五
巻
　
方
府
　
〔新
宮
涼
庭
〕

口
訣
　
駆

竪

（堅
）
斎
先
生
口
授
　
河
野
孝
伯
政
輯
　
新
宮
京
哲
為
校
　
伊
藤
忠
岱

写
本
　
全

一
冊
　
‐１４

二
十
六

・
九
×
十
九

・
三
　
十
行
内
外
十
九
字
内
外
　
範
督
小

首

「駆
堅
斎
／
催
蒸
剤
…
」
　

次

「方
府
口
訣
巻
之

一
／
駆
堅
斎
先
生

回
授

　

〈河
野
孝
伯
政
輯
／
新
宮
凍
哲
為
校
〉
／
催
蒸
剤
…
」
　

以
下

至
巻
五
　
封
面
題

「駆
登
斎
方
府
」
別
有

「方
府
口
訣
」
別
有

「駆
堅

斎
方
府
口
訣
」
　

題
額
題

「方
府
口
訣
」

痢
論

一
巻
痢
疾
要
領

一
巻
　
新
宮
碩
掠
庭
著
　
天
保
二
年
伊
藤
忠
岱
写
本

全

一
冊
　
‐１７

二
十
六

・
七
×
十
九

・
三
　
十
二
行
二
十
七
年
内
外
　
範
督
小
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首

「痢
論
／
丹
後
小
民
　
新
宮
碩
凍
庭
著
」
末
日

「文
政
庚
辰

（三
年
）

秋
七
月
」

次

「痢
疾
要
領
／
附
言
／
…
／
目
次
」

次

「痢
疾
要
領
」

末
日

「天
保
二
年
辛
卯
十

一
月
…
伊
藤
祐
義
…
」
　

一死
表
紙
日

「痢
論

／
痢
疾
要
領
」
　

題
練
題

「痢
病
論
」
又

「新
宮
氏
」

水
門
長
庵

非
編
険
誼
答
門

一
巻
　
西
山
秒
保
問
　
水
門
長
庵
答
　
天
保
三
年
伊
藤
忠
岱

写
本
　
全

一
冊
　
・３６

二
十
七

・
①
×
十
九

・
二
　
十
行
三
十

一
字
内
外
和
文
　
範
督
小

首
文
政
九
年
抱
神
堂
主
人

（中
川
故
）
〔序
〕

次

「非
編
険
詮
答
問
／

問
　
手
云
州
　
西
山
砂
保
／
答
　
江
戸
　
水
門
長
庵
」
末
日

「天
保
三
年

壬
辰
正
月
於
摂
州
大
坂
御
城
内
玉
造
口
東
御
小
屋
松
平
但
馬
守
様
御
在

番
中
写
之
／
伊
藤
祐
義
忠
岱
書
」

一九
表
紙
曰

「新
編
険
詮
問
答
　
全
」

題
練
題

「新
編
険
詮
答
問
」

杉
本
樗
園

温
疫
考

（他
五
種
合
収
）
　

樗
園
主
人
著
　
８０

＊
前
掲

「恵
美
三
白
」
項

『
晩
成
堂
吐
法
私
録
…
』
参
照
。

高
野
長
英

（譲

・
瑞
皐
）

眼
科
精
要

一
巻
附
録

一
巻
　
〔高
野
長
英
〕

天
保
四
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
‐０２

二
十
六

・
七
×
十
人

・
二
　
十
行
二
十
四
字
和
文
注
文
小
学
双
行
　
無

占
ド

首

「眼
科
精
要
／
目
録
」
　

次

「眼
科
精
要
」
　

次

「附
録
　
図
説
」

（末
題

「眼
科
治
論
書
大
尾
じ
　

末
曰

「天
保
四
年
癸
巳
十

一
月
於
上

州
吾
妻
郡
伊
勢
町
柳
田
鼎
蔵
之
環
翠
軒
写
之
　
伊
藤
忠
岱
書
」
　

一死
表

紙
日

「眼
科
精
要
」
　

題
練
題

「高
野
氏
眼
科
精
要
」

眼
目
窮
理
篇

一
巻
　
一局
野
長
英
訳
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
７６

二
十
七

・
二
Ｘ
十
八

・
九
　
十
行
二
十
四
字
内
外
和
文
　
範
督
小

首

「眼
目
窮
理
篇
／
東
奥
高
野
長
英
訳
」

一死
表
紙
日

「眼
目
窮
理
篇
」

題
額
題

「眼
目
窮
理
篇
」

居
家
備
用
治
術
篇
十
巻

（巻
五
、
七
閲
）
　

律
遅
爾
独
解
説
著
　
一局
野
譲
長

英
訳
　
土同
地
盈
林
宗
校
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
一ハ
冊
　
７９

二
十
六

・
人
×
十
人

・
三
　
十
行
二
十
五
字
内
外
和
文
　
範
督
小

首

「居
家
備
用
目
録
／
遠
西
　
暗
厄
利
亜
律
遅
爾
独
儒
説
著
／
日
本

高
野
譲
長
英
訳
／
青
地
盈
林
宗
校
」
　

次

「居
家
備
用
／
題
言
」
　

次

「察
病
法
　
監
病
沐
質
問
之
」
又

「肺
労
察
病
法
」
「治
療
定
則
」

次

「居
家
備
用
治
術
篇
巻
之

一
／
遠
西
　
暗
厄
利
亜
律
遅
爾
独
縮
説
著
／

日
本
　
一向
野
長
英
訳
／
青
地
盈
林
宗
校
」
　

以
下
至
巻
十

（巻
五
、
七

閲
）
　

一死
表
紙
曰

「居
家
備
用
」
　

題
森
題

「居
家
備
用
」
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産
科
提
要
二
巻
　
一向
野
長
英
訳
　
天
保
五
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
二
冊

二
十
七

・
三
×
十
九

・
二
　
十
行
二
十
四
字
内
外
和
文
　
無
督
小

首

「産
科
提
要
巻
之

一
／
目
次
」
　

次

「産
科
提
要
巻
之

一
／
仙
台
高

野
長
英
訳
」
　

以
下
巻
二
　
有
巻
二
前
有
巻
二
目
次
　
末
国

「天
保
五

年
午
二
月
写
之
／
伊
藤
忠
岱
書
之
」
　

一万
表
紙
口

「産
科
提
要
」
　

題

祭
題

「
〈和
／
蘭
〉
産
科
提
要
」

総
病
論

一
巻
医
原
枢
要
聞
書

一
巻
蘭
説
聞
書

一
巻
　
瑞
皐
高
野
先
生
口
授

高
橋
欽
景
作
記
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
‐０３

二
十
六

・
六
×
十
九

・
①
　
十
行
二
十
三
字
　
傍
線

首

「総
病
論
　
原
本
テ
ラ
ハ
イ
エ
／
瑞
皐
高
野
先
生
口
授
　
門
人
上
毛

高
橋
欽
景
作
記
」

次

「附
録
」
　

次
遠
藤
玄
亮

〔識
語
〕
　

次

「医

原
枢
要
聞
記
／
瑞
皐
高
野
先
生
講
説
　
一局
橋
景
作
筆
記
」
　

次

「蘭
説

聞
書
／
高
野
先
生
口
授
　
一向
橋
景
作
筆
記
」

封
面
題

「総
病
論
」

別

有
封
面
題

「医
原
枢
要
聞
書
」
　

題
額
題

「高
野
氏

〈総
病
論
／
医
原

枢
要
聞
書
と

平
体
篇

一
巻
牛
痘
接
法

一
巻
原
病
発
微

一
巻
　
平
体
篇
　
一局
野
長
英
先
生

著
述
　
山
根
吾
良
泰
筆
記
　
牛
痘
接
法
　
一向
野
譲
長
英
述
　
原
病
発
微

高
野
譲
長
英
訳
述
　
全

一
冊
　
‐０４

二
十
六

・
九
×
十
九

・
一　

十
行
二
十
五
字
内
外
和
文
注
文
小
字
双
行

無
小占
小

首

「高
野
長
英
先
生
著
述
／
長
門
山
根
吾
良
泰
筆
記
／
平
体
篇
」
　

次

「牛
痘
接
法
／
東
奥
高
野
譲
長
英
述
」

次

「原
病
発
微
／
陸
奥
高
野

譲
長
英
訳
述
」
　

一死
表
紙
国

「平
体
篇
」
　

題
森
題

「高
野
氏

〈平
体

篇
／
牛
痘
接
法
〉

田
代
昌
純

（三
喜
斎
）

三
喜
斎
秘
伝
医
書

一
巻
金
鶏
医
談
抜
率

一
巻

　

〔田
代
昌
純
〕
　

寛
政
十
二

年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
‐０７

二
十
五

・
①
×
十
七

・
一　

十
行
十
三
字
内
外
和
文

一
部
漢
文
注
文
小

学
双
行

首

「三
喜
斎
秘
伝
医
書
」
末
有
三
喜
斎

〔識
語
〕
　

次

「三
喜
斎
先
生

伝
」
末
曰

「右
之
書

ハ
上
毛
首
藤
氏
蔵
書
な
る
を
請
受
寛
政
十
二
庚
申

年
七
月
十
五
日
よ
り
十
六
日
両
写
畢
／
伊
藤
大
助
／
藤
祐
慶
」
　

次

「金
鶏
医
談
抜
率
」
　

一万
表
紙
日

「三
喜
斎
医
訣
」

田
中
栄
信

長
沙
正
経
護
彙
二
巻
　
田
中
栄
信
編
　
村
尾
茂
喬
等
校
　
寛
政
九
年
伊
藤
忠

岱
写
本
　
全
二
冊
　
・００

二
十
四

・
六
×
十
五

・
四
　
人
行
十
六
字
　
範
督
小
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首

「長
沙
正
経
証
彙
上
巻
目
禄
」
　

次

「長
沙
正
経
詮
彙
／
播
磨
田
中

栄
信
懸
伸
編
選
／
南
部
村
尾
茂
喬
継
遷
／
越
後
奥
田
邦
憲
祐
庵
／
播
磨

菅
原
成
美
専
輔
／
同
河
野
教
明
淳
治

一同
校
」
　

以
下
巻
下
末
日

「干

時
寛
政
九
丁
巳
年
二
月
十
二
日
筆
立
同
二
月
四
日
畢
伊
藤
大
助
藤
原
祐

慶
」

巻
下
前
有
目
録
　
表
紙
日

「長
沙
詮
彙
」

〔朝
陽
右
門
〕

黙
成
堂
春
秋
散

（他
五
種
合
収
）
　

〔朝
陽
右
門
〕
　

８０

＊
前
掲

「恵
美
三
白
」
項

『
晩
成
堂
吐
法
私
録
…
』
参
照
。

徳
見
茂
四
郎

〔徳
見
氏
伝
方
〕
（他
二
種
合
収
）

徳
見
茂
四
郎
伝
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
６３

寸
法
不
明
　
九
行
十
四
字
和
文
　
範
督
小

首

「生
々
堂
方
函
／
傷
寒
論
」
　

次

「吉
雄
家
方
」
　

次
無
題
　
末

日

「右
長
崎
徳
見
茂
四
郎
伝
」
　

一死
表
紙
国

「生
生
堂
方
函
／
吉
雄

家
方
／
徳
見
氏
伝
方
」
　

題
額
題

「生
生
堂
方
函
／
吉
雄
家
方
／
徳

見
氏
伝
方
」

豊
浦
元
貞

〔傷
寒
論
発
明
方
〕
（他

一
種
合
収
）
　

〔豊
浦
元
貞
〕

寛
政
十
年
伊
藤
忠

岱
写
本
　
全

一
冊
　
‐１３

二
十
四

・
二
×
十
六

・
六
　
人
行
十
五
字
内
外
注
文
小
学
　
範
督
小

首

「知
足
斎
十
九
方
抄
書
」

次

「知
足
斎
十
九
方
要
解
／
稲
葉
克
書
」

次

「玉
丹
」

次

「附
録
／
傷
寒
論
阪
陰
病
篇
」
　

次

〔識
語
〕
末
国

「寛
政
十
戊
午
年
九
月
十
五
日
伊
藤
大
助
写
之
」
　

一死
表
紙
国

「甲
斐

智
足
斎
徳
本
翁
十
九
方
／
並
蒸
之
秘
方
／
豊
浦
元
貞
傷
寒
論
発
明
方
」

中
神
琴
渓

（中
上
／
字

・
右
内
）

生
々
堂
聞
書

一
巻

　

〔中
神
字
講
説
　
伊
藤
忠
岱
筆
記
〕

一早
和
二
年
伊
藤

忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
６２

二
十
六

・
九
×
十
九

・
①
　
十

一
行
二
十
字
内
外
和
文
注
文
小
学
双
行

範
小占
小

首

「生
々
堂
聞
書
」
　

末
回

「右
春
京
都
堺
町
四
条
下
中
神
右
内
号
／

生
々
堂
雑
記
経
験
方
也
／
享
和
二
壬
戊
年
九
月
四
日
写
始
同
十
二
日
写

畢
／
伊
藤
代
助
／
写
之
」
　

次

「悦
明
長
老
伝
方
」
等
　
封
面
題

「中

神
氏
／
生
々
堂
聞
書
」
一異
有

「金
盾
妙
法
…
」
　

表
紙
国

「生
々
堂
聞

圭
遅

生
々
堂
方
函

一
巻

（他
二
種
合
収
）
　

〔中
神
年
〕
　

６３

＊
前
掲

「徳
見
茂
四
郎
」
項

『
徳
見
氏
伝
方
…
』
参
照
。

〔中
上
右
内
先
生
秘
録
〕

一
巻

　

〔中
上
右
内
〕
　

天
保
三
年
伊
藤
宗
周

写
本
　
全

一
冊
　
６０
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写
本
　
全

一
冊
　
６０

二
十
六

・
九
×
十
九

・
一　

十
二
行
二
十
字
内
外
和
文
注
文
小
字
双

行
　
傍
訓
　
範
督
小

首

「救
痢
飲
　
治
中
院
動
痢
気
…
」
末
国

「天
保
三
年
冬
十
月
吉
日

／
鹿
里
伊
藤
宗
周
写
之
」

一死
表
紙
国
「中
上
右
内
先
生
秘
録
」

題

練
題

「琴
渓
中
川
右
内
家
蔵
方
」

生
々
堂
傷
寒
論

（存

一
冊
）
　

中
上
字
述
　
一早
和
元
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
一

冊
　
６‐

二
十
六

・
六
×
十
六

・
七
　
十
二
行
二
十

一
字
内
外
和
文
注
文
　
範
督
小

首

「生
々
堂
傷
寒
論
／
淡
海
　
中
神
年
述
」
末
国

「享
和
元
辛
酉
年
十

月
二
十
九
日
写
始
同
／
書
畢
／
伊
藤
大
助
／
鹿
里
祐
義
二
十
五
歳
」

元
表
紙
日

「生
々
堂
傷
寒
論
」

表
紙
固

「生
々
堂
傷
寒
論
　
共
拾
冊
」

中
川
修
亭

（故

・
其
徳

・
壺
山

・
定
故

・
抱
神
堂
）

唖
科
笙
蹄

一
巻
　
中
川
改
其
徳
著
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
４‐

二
十
六

・
六
×
十
八

・
六
　
十
二
行
二
十
二
年
内
外
和
文
　
範
督
小

首

「唖
科
窒
怖
／
平
安
中
川
故
其
徳
著
」
　

一万
表
紙
日

「唖
科
笙
蹄
」

題
額
題

「唖
科
笙
肺
」

医
方
新
古
非
二
巻
　
中
川
壺
山
先
生
著
述
　
天
保
二
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

二
冊
　
５７

二
十
七

・
①
×
十
九

・
二
　
十
行
二
十
四
字
内
外
和
文
　
無
督
小

首

「医
方
新
古
非
巻
上
」
　

以
下
巻
下
　
末
日

「右
中
川
壺
山
先
生
著

述
也
／
天
保
二
年
辛
卯
十
月
於
摂
州
大
坂
城
内
玉
造
口
東
御
小
／
屋
松

平
但
馬
守
様
御
在
番
中
写
之
／
伊
藤
祐
義
忠
岱
書
」
　

題
森
題

「医
方

新
古
非
」

噛
隔
胃
反
論

一
巻

　

〔中
川
修
亭
〕
　

天
保
二
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊

３７

二
十
六

・
九
×
十
九

・
二
　
九
行
二
十
字
注
文
小
字
双
行
　
句
点

首
文
化
九
年
二
浦
義
良

「噛
隔
胃
反
論
序
」

次

「喧
隔
胃
反
論
」

末

固

「天
保
二
年
辛
卯
八
月
大
坂
御
城
玉
造
回
東
御
小
屋
松
平
但
馬
守
様

御
在
番
中
写
之
　
仰
継
堂
伊
藤
祐
義
忠
岱
」
　

一死
表
紙
曰

「噛
隔
胃
反

論
」

題
森
題

「噛
隔
胃
反
論
」

〔歌
集
〕
　

〔中
川
定
故
〕
　

文
政
七
年
初
秋
政
同
年
以
降
写
本
　
全

一
冊

４９

二
十
六

・
九
×
十
九

・
二
　
十
行
字
数
不
定
和
文
　
範
督
小

首

〔序
〕
　

次
文
政
七
年
中
川
定
故

〔跛
〕

合
病
非
解

一
巻
　
〔中
川
故
〕

天
保
二
年
序
同
年
以
降
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
５６
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二
十
六

・
九
×
十
九

・
四
　
十
行
二
十
字
内
外
和
文
　
範
督
小

首
天
保
二
年
伸
秋
中
川
故

ズ
ロ病
非
解
」
（序
）

次

ズ
ロ病
非
解
」

元

表
紙
曰

「合
病
非
解
」
　

題
額
題

「合
病
非
解
」

菊
圃
漫
筆

一
巻

　

〔中
川
修
亭
〕
　

天
保
二
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊

５ ‐

二
十
七

・
①
×
十
九

・
三
　
十
行
二
十
五
字
内
外
和
文
　
無
点

首

「菊
圃
漫
筆
」
　

末
回

「天
保
二
年
辛
卯
九
月
於
摂
州
大
坂
御
城
内

玉
造
口
東
御
小
屋
松
平
但
馬
守
様
御
在
番
中
写
之
　
伊
藤
祐
義
忠
岱

書
」
　

次
文
化
十
二
年
中
川
さ
と
こ
と

〔跛
〕
　

一万
表
紙
回

「菊
圃
漫

筆
」
　

題
練
題

「菊
圃
漫
筆
」

春
亭
医
話
二
巻
　
中
川
故
其
徳
著
　
天
保
二
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊

５８

二
十
六

・
九
×
十
九

・
四
　
十
行
字
数
不
定
二
十
五
字
内
外
　
無
督
小

首

「春
亭
医
話
／
平
安
中
川
故
其
徳
著
」
　

以
下
巻
下
　
次
文
政
十
二

年
壺
山
逸
人

〔成
〕
　

末
日

「天
保
二
年
辛
卯
十
月
於
摂
州
大
坂
御
城

内
東
御
小
屋
松
平
但
馬
守
様
御
在
番
中
写
之
／
伊
藤
祐
義
忠
岱
書
」

元
表
紙
日

「春
亭
医
話
」
　

題
森
題

「春
亭
医
話
」

女
科
笙
蹄
二
巻

　

〔中
川
修
亭
〕
　

文
政
九
年
跛
同
年
以
降
伊
藤
忠
岱
写
本

全
二
冊
　
６４

二
十
六

・
八
×
十
九

・
二
　
十
行
二
十
七
字
内
外
和
文
注
文
小
学
双
行

範
小占
小

首

「女
科
笙
蹄
巻
上
／
目
録
」
　

次

〔序
〕
　

次

「女
科
笙
蹄
下
巻
目

録
」
　

次

「女
科
笙
蹄
巻
之
下
」
　

次
文
政
九
年
抱
神
堂
主
人

〔跛
〕

元
表
紙
国

「女
科
笙
蹄
」
　

題
額
題

「女
科
笙
怖
」

舌
診
考

一
巻
　
中
川
改
其
徳
著
　
天
保
二
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
企

一
冊

３５

二
十
六

・
八
×
十
九

・
四
　
十
行
二
十
八
字
内
外
和
文
　
範
督
小

首

「舌
診
考
／
平
安
中
川
故
其
徳
著
」
末
国

「天
保
二
年
辛
卯
八
月
摂

州
大
坂
御
城
内
玉
造

口
東
御
小
屋
松
平
但
馬
守
様
御
在
番
中
写
焉

伊
藤
祐
義
忠
岱
書
」
　

一万
表
紙
国

「舌
診
考
」
　

題
森
題

「舌
診
考
」

長
沙
微
言
二
巻
　
中
川
故
其
徳
著
　
文
化
十
二
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
二
冊

３０

二
十
七

・
一
×
十
八

・
八
　
十
二
行
二
十
二
字
注
文
小
字
双
行
　
句
点

首
文
化
十
二
年
近
藤
守
正

「長
沙
微
言
序
」
　

次
文
化
十
二
年
中
川
改

「自
序
」

文
化
十
二
年
中
川
故

「附
言
」
　

次

「目
次
」
　

次

「長

沙
微
言
巻
之
上
／
平
安
中
川
故
其
徳
著
」
　

以
下
巻
下
　
巻
下
前
有
目

次
　
次
文
化
十
二
年
中
川
故

〔識
語
〕
　

題
練
題

「長
沙
微
言
」

治
労
要
訣

一
巻

　

〔中
川
故
〕

天
保
二
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
２８
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二
十
六

・
九
×
十
九

・
二
　
人
行
二
十
二
年
内
外
和
文
注
文
小
字
双
行

範
小占
小

首
文
政
三
年
中
川
改

「治
労
要
訣
序
」

次

「治
労
要
訣
」

末
国

「天

保
二
年
辛
卯
九
月
於
摂
州
大
坂
御
城
内
玉
造
口
東
御
小
屋
松
平
但
馬

守
様
御
在
番
中
写
之
　
伊
藤
祐
義
忠
岱
書
」
　

題
森
題

「治
房
要
訣
」

芳
翁
医
談

一
巻

　

（福
島
）
慎
独
軒
老
人
談
話
　
中
川
故
其
徳
筆
録
　
寛
政

八
年
中
川
故
録
同
年
以
降
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
５０

二
十
六

・
四
×
十
八

・
①
　
十
二
行
二
十
四
字
注
文
小
字
双
行
　
句
点

首

「芳
翁
医
談
／
和
州
芳
野
　
慎
独
軒
老
人
談
話
／
平
安
　
中
川
故
其

徳
筆
録
」
　

末
有

〔政
〕
末
日

「寛
政
丙
辰

（八
年
）
孟
秋
中
元
日
於

紀
州
橋
本
僑
居
撰
／
平
安
中
川
故
其
徳
」

題
祭
題

「芳
翁
医
談
」

方
極
考

一
巻
　
中
川
故
共
徳
撰
　
文
政
五
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
三
冊

３３

二
十
六

・
六
×
十
人

・
五
　
十
二
行
二
十
二
年
和
文
　
無
点

首

「方
極
考
／
平
安
中
川
故
其
徳
撰
」
　

次

「方
極
考
」
末
日

「文
政

五
年
壬
午
九
月
七
日
写
始
同
十
二
日
写
終
其
間
自
八
日
至
十
二
日
勤

他
事
…
」
　

次

「小
柴
胡
湯
…
」

各
末
有
書
写
日
付
　
題
額
題

「方

極
考
」

松
浦
問
答

一
巻

（他
二
種
合
収
）
〔中
川
壺
山
問
　
松
浦
南
陽
答
〕

文
政
三

年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
１１

二
十
六

・
七
×
十
九

・
一　

十
二
行
二
十

一
字
内
外
和
文
注
文
小
字
双

行
日
　
範
小占
小

首

「山
田
氏
伝
方
　
山
田
寧
安
貞
誌
」

次
文
化
十
二
年
中
川
其
徳

「題

転
翁
医
諄
」

次

「転
翁
医
諄
／
上
毛
　
服
部
鼎
元
甫
筆
記
」

次

「抱

神
堂
医
話
巻
六
」
末
日

「右
書
者
文
政
三
年
丙
辰
二
月
二
十
六
日
七
日

寓
居
〒
江
戸
三
十
問
堀
壼
町
目
土
井
東
民
子
之
許
写
焉
／
伊
藤
忠
岱

藤
原
祐
義
」
　

次

「鼠
毒
ノ
方
」

次
寛
政
五
年
中
川
壺
山

「松
浦
間

答
書
序
」

次

「松
浦
問
答
四
十
五
篠
」
末
日

「文
政
三
丙
辰
年
二
月

朔
日
寓
江
戸
三
十
間
堀
董
町
目
土
井
東
民
子
之
宅
写
焉
／
伊
藤
忠
岱

藤
原
祐
義
」
　

題
森
題

「山
田
氏
口
中
科
書
／
美
濃
細
野
転
翁
医
談
／

松
浦
問
答
」

瘍
科
笙
蹄
二
巻
　
中
川
敬
其
徳
　
文
化
十
二
年
序
同
年
以
降
伊
藤
忠
岱
写
本

全
二
冊
　
４８

二
十
六

・
六
×
十
八

・
六
　
十
二
行
二
十

一
字
和
文
　
句
点

首
文
化
十
二
年
中
川
敬
其
徳

「瘍
科
笙
蹄
叙
」
　

次

「瘍
科
笙
蹄
巻
上

／
目
次
」

次

「瘍
科
笙
怖
巻
之
上
」
　

以
下
巻
下
　
巻
下
前
有
目
次

次

「方
栗
部
」
　

一死
表
紙
日

「瘍
科
笙
蹄
」
　

題
祭
題

「瘍
科
笙
怖
」

又

「中
川
修
亭
著
述
」
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用
禾
談

一
巻
附
録

一
巻

　

〔中
川
修
亭
〕

藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
２０

文
政
十
二
年
成
書
天
保
二
年
伊

二
十
六

・
九
×
十
九

・
二
　
十
行
二
十
字
内
外
和
文
　
無
督
小

首
文
政
九
年
中
川
故

「用
禾
談
序
」
　

次

「用
禾
談
」

次

「附
録
」

末
日

「文
政
庚
寅
秋
人
月
抱
神
堂
主
人
識
／
天
保
二
年
辛
卯
九
月
於
摂

州
大
坂
御
城
内
玉
造
口
東
御
小
屋
松
平
但
馬
守
様
御
在
番
中
写
焉
／

伊
藤
祐
義
忠
岱
書
」
　

題
額
題

「用
禾
談
」

用
薬
分
量
略
説

一
巻
　
士亜
山
録
　
天
保
二
年
成
書
同
年
以
降
伊
藤
忠
岱
写
本

全

一
冊
　
４３

二
十
六

・
九
×
十
九

・
三
　
一ハ
行
二
十
四
字
内
外
和
文
注
文
小
学
双
行

無
点

首

〔序
〕
　

次

「用
薬
分
量
略
説
」
末
日

「天
保
第
二
辛
卯
歳
仲
秋
念

二
日
　
士霊
山
録
」
　

一九
表
紙
回

「用
薬
分
量
略
説
」
　

題
祭
題

「用
栗

分
量
略
説
」

六
経
新
論

一
巻
　
中
川
故
其
徳
述
　
天
保
二
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊

５４

二
十
七

・
○
×
十
九

・
四
　
十
行
字
数
不
定
二
十
五
字
内
外
　
範
督
小

首

「六
経
新
論
／
平
安
中
川
改
其
徳
述
」
末
曰

「天
保
二
年
辛
卯
十
月

於
摂
州
大
坂
城
内
玉
造

口
東
御
小
屋
松
平
但
馬
守
様
御
在
番
中
写
之

伊
藤
祐
義
忠
岱
書
」
　

一万
表
紙
田

「六
経
新
論
」
　

題
額
題

「六
経
新

論
　
傷
寒
論
」

金
巨
要
略
術
義
二
巻
　
士亜
山
中
川
先
生
講
説
　
文
政
四
年
破
同
年
以
降
伊
藤

忠
岱
写
本
　
全
二
冊
　
９

二
十
六

・
五
×
十
九

・
①
　
十
三
行
二
十
四
字
内
外
和
文
　
範
督
小

首

「金
匡
要
略
術
義
／
壷
山
中
川
先
生
講
説
」
　

以
下
下
　
次
文
政
四

年
壺
山
道
人

〔成
〕
　

題
森
題

「金
匿
要
略
術
義
」

〔金
医
要
略
聞
書
〕

一
巻
　
中
川
壺
山
先
生
講
説
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一

冊
　
７

二
十
六

・
六
×
十
人

・
七
　
十
六
行
二
十
八
年
内
外
和
文
　
範
督
小

首

「金
匿
要
略
／
平
安
中
川
壷
山
先
生
講
説
」
　

題
額
題

「金
巨
要
略

聞
書
」

傷
寒
販
陰
詮
口
決

一
巻

（他
二
種
合
収
）
　

中
川
故
其
徳
著
　
文
政
六
年
抱

神
堂
主
人
録
同
年
以
降
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
１６

二
十
六

。
四
×
十
人

・
五
　
十
二
行
二
十
五
字
内
外
和
文
注
文
小
学
双

行
日
　
範
小占
小

首

「傷
寒
蕨
陰
詮
口
決
／
平
安
中
川
故
共
徳
著
」
末
口

「文
政
第
六
癸

未
歳
孟
夏
既
望
／
平
安
抱
神
堂
主
人
録
」
　

次

「南
涯
先
生
当
附
疑
途
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非
」

次

「南
涯
先
生
痘
塔
処
剤
暑
」

題
森
題

「
一
蕨
陰
詮
口
決
　
中

川
修
亭
著
述
／
当
附
疑
途
非
　
南
涯
先
生
著
述
／
痘
盾
処
剤
暑
」

傷
寒
新
論

一
巻

　

〔中
川
修
亭
〕
　

文
政
六
年
序
同
年
以
降
伊
藤
忠
岱
写
本

全

一
冊
　
２６

二
十
六

・
九
×
十
九

・
三
　
十
行
二
十
四
年
内
外
和
語
注
解

首
文
政
六
年
中
川
故

「傷
寒
新
論
序
」
　

次

「太
陽
護
」

末
有

「附

考
」
　

題
森
題

「傷
寒
新
論
」

永
田
徳
本

（長
田
／
知
足
斎
）

〔甲
斐
智
足
斎
徳
本
翁
十
九
方
〕
　

〔永
田
徳
本
〕
　

‐１３

米
前
掲

「豊
浦
元
貞
」
項

『
〔傷
寒
論
発
明
方
〕
…
』
参
照
。

徳
本
翁
救
急
十
九
方

一
巻
　
長
田
徳
本
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
‐０８

二
十
四

・
八
×
十
七

・
五
　
ユハ
行
十
六
字
内
外
　
範
督
小

首

「徳
本
翁
救
急
十
九
方
」

末
有

里骨
薬
主
治
大
略
」

題
練
題

「長

田
徳
本
翁
救
急
十
九
方
」

〔長
田
徳
本
翁
伝
十
線
香
方
〕
　

長
田
徳
本
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊

０９

二
十
四

・
九
×
十
七

・
四
　
一ハ
行
十
二
年
　
句
返
点
　
有
図

首

「知
足
斎
遺
方
」
　

次

「医
非
」
　

封
面
題

「長
田
徳
本
翁
伝
十
線

香
方
」
　

題
額
題

「長
田
徳
本
翁
十
線
香
伝
方
」

永
富
独
哺
庵

〔漫
遊
雑
記
抜
粋
〕
（他
二
種
合
収
）
　

独
嚇
庵
先
生
　
４０

＊
前
掲

「伊
藤
見
龍
」
項

『
諸
百
家
医
書
掌
中
目
録
…
』
参
照
。

中
西
深
斎

医
方
名
数
解

一
巻

　

〔中
西
深
斎
〕
　

伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
９６

二
十
五

・
五
×
十
六

・
八
　
八
行
十
三
字
　
範
督
小

首

「医
方
名
数
解
目
次
」

次

「医
方
名
数
解
／
題
名
解
」

末
曰

「此

書
野
沢
金
子
玄
三
先
生
ヨ
リ
持
来
正
月
十
六
日
筆
フ
立
同
十
人
日
書
畢

写
主
／
伊
藤
潜
竜
斎
／
藤
原
祐
慶
」
　

表
紙
国

「中
西
傷
寒
名
数
解
」

中
村
環
中

（邑
／
薪
理
）

梅
華
無
尽
蔵
纂
紛
二
巻
　
口巴
環
中
薪
理
朝
　
文
化
十
二
年
伊
藤
忠
岱
写
本

全
一冊
　
皿

二
十
六

・
一
×
十
八

・
一　

十
二
行
二
十
三
字
内
外
和
文
注
文
小
字
双

行
　
無
点

首

「梅
華
無
尽
蔵
纂
紛
／
目
録
巻
上
」

次
天
明
三
年
邑
環
中
薪
理

「自

序
」
　

次

「例
言
」
　

次

「梅
華
無
尽
蔵
纂
紛
巻
之
上
／
武
陽
　
口巳
環

中
薪
理
輯
」
　

以
下
巻
下
　
次
文
化
十
二
年
伊
藤
祐
義

〔識
語
〕
　

封

面
題

「梅
華
無
尽
蔵
纂
紛
」
　

題
森
題

「梅
華
無
尽
蔵
纂
紛
」

中
山
元
治
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賀
川
有
斎

口
訣
並
手
術
解
　
８‐

＊
前
掲

「賀
川
有
斎
」
項
参
照
。

賀
川
有
斎
子
産
科
口
訣
並
手
術
解
二
巻
　
９５

＊
前
掲

「賀
川
有
斎
」
項
参
照
。

西
山
砂
保

非
編
険
詮
答
門

一
巻
　
・３６

＊
前
掲

「水
門
長
庵
」
参
照
。

土
生
玄
碩

土
生
家
伝
方

一
巻

（他

一
種
合
収
）
　

土
生
玄
碩
著
　
‐３５

＊
前
掲

「荻
野
元
凱
」
項

『
眼
疾
編
…
』
参
照
。

畑
金
鶏

金
鶏
医
談
抜
孝

（他

一
種
合
収
）
　

〔畑
金
鶏
〕
　

全

一
冊
　
‐０７

＊
前
掲

「田
代
昌
純
」
項

『
三
喜
斎
秘
伝
医
書
…
』
参
照
。

服
部
鼎

（元
甫
）

転
翁
医
諄

一
巻

（他
二
種
合
収
）
　

〔細
野
転
翁
述
〕
　

服
部
鼎
元
甫
筆
記

１ ‐

＊
前
掲

「中
川
修
亭
」
項

『
松
浦
問
答
…
』
参
照
。

華
岡
青
洲

（花
岡
／
瑞
軒
）

金
塔
治
要

一
巻
　
華
岡
青
洲
口
授
　
写
本
　
全

一
冊
　
‐１６

二
十
六

・
六
×
十
七

・
七
　
十
行
十
五
字
和
文
　
範
督
小

首

「金
塔
治
要
／
青
洲
華
岡
先
生
回
授
」
　

題
額
題

「金
盾
治
要
」

紅
毛
膏
栗
方
選

一
巻
巻
木
綿
之
伝
書

一
巻

（他

一
種
合
収
）
　

〔花
岡
瑞
軒
〕

文
化
十
四
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
７０

二
十
六

。
二
×
十
八

・
五
　
十
二
行
二
十
三
年
内
外
　
範
督
小

首

「紅
毛
膏
薬
方
選
」
末
日

「文
化
十
四
年
正
月
得
紀
州
花
岡
瑞
軒
之

方
於
江
戸
下
谷
立
花
左
近
将
監
様
御
内
西
原
省
三
之
許
写
之
／
伊
藤
大

助
藤
原
祐
慶
」

次

軍
化
岡
家
巻
木
綿
之
伝
書
」
（封
面
）
末
日

「文
化

十
四
年
丁
丑
二
月
二
十
三
日
写
始
同
二
十
四
日
終
／
此
書
得
江
戸
下
谷

立
花
左
近
将
監
様
御
内
西
原
省
三
之
許
写
之
乃
紀
州
花
岡
瑞
軒
之
伝
書

也
」
　

次

「杏
蔭
斎
正
骨
術
／
目
次
」
　

次

「杏
蔭
斎
正
骨
要
訣
／
凡

例
」
　

次

「杏
蔭
斎
正
骨
要
訣
巻
之
上
／
肥
前
長
崎
吉
原
元
棟
隆
仙
著

／
門
人

一
西
播
龍
城
田
鎌
堂
／
西
讃
翰
海
綾
大
哉

一
同
校
」
末
回

「文

化
十
四
年
丁
丑
四
月
十
日
写
始
同
十
二
日
畢
／
右
書
者
下
中
込
村
茂
木

玄
泉
之
蔵
書
也
其
人
済
学
予
長
崎
而
写
之
者
請
得
而
騰
写
焉
」
　

一九
表

紙
国

「花
岡
家
／
紅
毛
一骨
薬
方
選
／
花
岡
家
／
巻
木
綿
之
伝
書
／
杏
蔭

斎
／
正
骨
要
訣
」

紅
毛
膏
薬
方
選

一
巻
巻
木
綿
之
伝
書

一
巻

（他

一
種
合
収
）
　

〔花
岡
瑞
軒
〕

写
本
　
全

一
冊
　
‐４２
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二
十
七

・
①
×
十
人

・
七
　
十
二
行
二
十
字
内
外
　
範
督
小

首

「紅
毛
一骨
栗
方
選
」
末
日

「文
化
十
四
年
正
月
得
紀
州
花
岡
瑞
軒
之

方
於
江
戸
下
谷
立
花
左
近
将
監
様
御
内
西
原
省
三
之
許
写
之
」

次
「頭

疵
…
」
〔花
岡
家
巻
木
綿
之
伝
書
〕
末
日

「文
化
十
四
年
丁
丑
二
月
得
此

書
江
戸
下
谷
立
花
左
近
将
監
様
御
内
西
原
省
三
之
許
写
之
乃
紀
州
花
岡

瑞
軒
之
伝
書
也
」

次

「杏
蔭
斎
正
骨
術
／
目
次
」
　

次

「杏
蔭
斎
正

骨
要
訣
／
凡
例
」

次

「杏
蔭
斎
正
骨
要
訣
巻
之
上
／
肥
前
長
崎
吉
原

元
棟
隆
仙
著
／
門
人

一
西
播
能
城
田
鎌
堂
／
西
讃
翰
海
綾
大
哉

一
同

校
」
末
国

「文
化
十
四
年
丁
丑
四
月
十
日
右
書
者
下
中
込
村
茂
木
玄
泉

之
蔵
書
也
共
人
済
学
〒
長
崎
而
写
之
者
請
得
而
騰
写
焉
」
　

一死
表
紙
口

「花
岡
家
／
紅
毛
一目
薬
方
選
／
同
／
巻
木
綿
之
伝
書
／
杏
蔭
斎
／
正
骨

要
訣
」
　

題
額
題

「紀
州
花
岡
家
膏
方
巻
木
綿
伝
書
／
肥
前
長
崎
杏
蔭

斎
整
骨
術
伝
書
」

産
科
瑣
言

一
巻
　
主日
洲
花
岡
先
生
口
授
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
・４０

二
十
六

・
九
ｘ
十
九

・
二
　
十
行
二
十
五
字
　
和
文
　
範
督
小

首

「産
科
瑣
言
／
青
洲
花
岡
先
生
口
授
」
　

一死
表
紙
日

「花
岡
青
洲
先

生
著
述
／
産
科
瑣
言
」
　

題
森
題

「産
科
瑣
言
」

春
林
軒
禁
方
集

一
巻

　

〔華
岡
青
洲
〕
　

天
保
三
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一

冊
　
８２

二
十
六

・
六
×
十
九

・
三
　
十
行
十
九
字
内
外
　
範
督
小

首

「春
林
軒
禁
方
集
」
末
曰

「天
保
三
年
壬
辰
五
月
於
摂
州
大
坂
御
城

内
玉
造
口
東
御
小
屋
松
平
但
馬
守
様
御
在
番
中
写
之
／
伊
藤
祐
義
忠
岱

書
」
　

元
表
紙
国

「春
林
軒
禁
方
集
」

題
祭
題

「春
林
軒
禁
方
集
」

春
林
軒
瘍
科
方
笙

一
巻

　

〔華
岡
青
洲
〕

伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
８３

二
十
六

・
五
×
十
九

・
五
　
十

一
行
十
人
字
内
外
　
範
督
小

首

「春
林
軒
瘍
科
方
笙
」
　

題
森
題

「瘍
科
方
笙
」

春
林
堂
一骨

（薬
）
方

一
巻

（他

一
種
合
収
）
　

一化
岡
氏
　
文
政
六
年
伊
藤
忠

岱
写
本
　
全

一
冊
　
６６

二
十
六

。
一
×
十
人

・
七
　
十
二
行
二
十
二
年
内
外
和
文
　
範
督
小

首

「医
方
非
要
」
　

次

「春
林
堂
一骨
方
　
紀
陽
花
岡
氏
」
末
日

「文
政

六
年
癸
未
正
月
二
日
写
之
」

題
森
題

「医
法
非
要
　
春
林
堂
一骨
薬
方
」

青
洲
先
生
医
話

一
巻
　
主同
洲
先
生
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
８４

二
十
六

・
九
×
十
九

・
四
　
十
二
行
二
十
二
字
内
外
和
文
　
範
督
小

首

塁
円
洲
先
生
医
話
」

封
面
題

室
同
洲
先
生
医
話
」

一異
有
書
入
　
題

森
題

「青
洲
先
生
医
話
」

青
嚢
秘
録
二
巻
　
土日
洲
花
岡
伝
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
６７

二
十
六

・
七
×
十
八

・
七
　
十

一
行
二
十
年
内
外
和
文
　
無
督
小

首
里
日
嚢
秘
録
巻
之
乾
／
南
紀
　
圭自
洲
花
岡
先
生
伝
」

以
下
巻
坤
　
次
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「救
溺
死
法
」
　

一万
表
紙
回

「青
嚢
秘
録
」
　

題
森
題

「青
嚢
秘
録
」

燈
下
医
談

一
巻
　
一化
岡
青
洲
先
生
回
授
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
９‐

二
十
六

・
九
×
十
九

・
一　

十
行
二
十
五
字
内
外
和
文
　
範
督
″‐、、

首

「燈
下
談
／
目
次
」

次

「燈
下
医
談
／
紀
陽
花
岡
青
洲
先
生
口
授
」

題
額
題

「燈
下
談
」
又

「紀
陽
花
岡
家
」

瘍
科
瑣
言
二
巻
　
＋化
岡
瑞
軒
　
文
化
十
四
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊

４‐

二
十
六

・
七
×
十
九

・
○
　
十
二
行
二
十
四
字
　
範
督
小

首

「瘍
科
瑣
言
巻
之
上
／
目
録
」
　

次

「瘍
科
瑣
言
巻
之
上
」
　

末
国

「文
化
十
四
年
丁
丑
二
月
二
十
五
日
得
立
花
左
近
将
監
様
御
家
中
西

原
省
三
之
許
写
始
同
二
十
八
日
終
此
紀
州
花
岡
瑞
軒
ノ
外
科
伝
書
也
」

次

「瘍
科
瑣
言
巻
之
下
」
　

末
国

「此
書

ハ
紀
州
花
岡
瑞
軒
之
著
述
也

得
之
於
立
花
左
近
将
監
様
御
内
西
原
省
三
之
許
文
化
十
四
年
二
月
二

十
九
日
二
月
朔
日
ノ
両
日
写
焉
／
伊
藤
大
助
藤
原
祐
慶
」

封
面
題

「瘍
科
瑣
言
」
又
封
面
国

軍
化
岡
家
／
瘍
科
瑣
言
　
坤
」

表
紙
国

「瘍

科
瑣
言
　
乾
坤
」

華
岡
鹿
城

鹿
城
医
談

一
巻

　

〔華
岡
鹿
城
〕
　

伊
藤
忠
岱
写
本
　
企

一
冊
　
‐３８

二
十
七

・
○
×
十
九

・
四
　
九
行
二
十
四
字
内
外
　
範
督
小

首

「鹿
城
医
談
」
　

題
森
題

「鹿
城
医
談
」

原
南
陽

叢
桂
亭
蔵
方

（他
五
種
合
収
）
　

〔原
南
陽
〕
　

８０

＊
前
掲

「恵
美
三
白
」
項

『
晩
成
堂
吐
法
私
録
…
』
参
照
。

古
林
見
宜

古
林
七
十
方
三
巻
　
古
林
見
宜
口
授
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
二
冊
　
‐３３

二
十
六

・
八
×
十
九

・
二
　
十
行
二
十
四
字
内
外
　
句
点

首

「古
林
七
十
方
巻
上
／
古
林
見
宜
口
授
」
　

以
下
至
巻
下
　
題
森
題

「古
林
七
十
法
」

細
野
転
翁

転
翁
医
諄

一
巻

（他
二
種
合
収
）
　

〔細
野
転
翁
述
〕
　

服
部
鼎
元
甫
筆
記

１ ‐

＊
前
掲

「中
川
修
亭
」
項

『
松
浦
問
答
…
』
参
照
。

真
嶋
厚

真
鳴
流
眼
科
伝

一
巻

（他

一
種
合
収
）

真
鳴
厚
　
２３

＊
前
掲

「後
藤
艮
山
」
項

『
異
人
秘
授
五
極
…
』
参
照
。

湊
長
安

湊
氏
長
安
子
治
験
録
二
巻
　
湊
長
安
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
二
冊
　
・３４

二
十
七

・
①
×
十
九

・
二
　
十
二
行
二
十
六
字
内
外
　
無
督
小
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首

「客
中
請
診
病
客
請
症
巻
上
」
　

次

「湊
氏
治
験
録
下
」
　

一死
表
紙

日

「湊
氏
長
安
子
治
験
録
」
　

題
森
題

「湊
氏
処
方
録
」

村
井
琴
山

（純

・
純
寿

口
椿
寿
）

痘
塔
問
答

一
巻

　

〔吉
益
東
洞
？
村
井
琴
山
？
〕

伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一

冊
　
５９

二
十
六

・
八
×
十
九

・
三
　
十

一
二
十
字
内
外
和
文
　
範
督
小

〔肥
後
村
井
純
寿
答
／
京
師
中
川
修
亭
書
〕
　

〔村
井
椿
寿
〕
　

文
化
二
年

以
降
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
３

二
十
七

・
①
×
十
八

・
六
　
十
二
行
二
十
二
年
内
外
和
文
　
範
督
小

首

「肥
後
熊
本
藩
疾
医
医
員
邸
井
純
謹
テ
書
フ
作
リ
テ
／
平
安
疾
医
／

中
川
大
兄
其
徳
足
下
二
奉
復
ス
」
末
回

「文
化
二
年
丙
寅
嫡
月
奉
復
／

中
川
大
兄
其
徳
足
下
気
／
郁
井
純
拝
」
　

次

「副
啓
」
末
回

「村
井
椿

寿
／
中
川
修
亭
様
」
又
日

「肥
後
熊
本
藩
疾
医
員
」
　

題
額
題

「肥
後

村
井
札
寿
答
／
京
師
中
川
修
亭
書
」

読
小
刻
傷
寒
論

一
巻

（他

一
種
合
収
）
　

琴
山
村
井
施
撰
　
寛
政
六
年
桃
井

安
貞
著
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
９３

二
十
五

・
六
×
十
八

・
九
　
十
五
行
十
七
字
　
範
督
小

首

「読
小
刻
傷
寒
論
／
肥
後
琴
山
村
井
札
撰
」
　

次

「痘
盾
医
事
／
東

奥
桃
井
安
貞
子
忠
著
／
男
義
允
恭
夫
校
」
　

一死
表
紙
曰

「肥
後
村
井
琴

山
先
生
著
述
／
読
小
刻
傷
寒
論
／
桃
井
安
貞
撰
述
／
痘
疹
医
事
」
　

題

額
題

「肥
後
村
井
琴
山
先
生
著
述
　
読
小
刻
傷
寒
論
／
桃
井
安
貞
撰
述

痘
疹
医
事
」

桃
井
安
貞

（子
忠
）

痘
盾
医
事

一
巻

（他

一
種
合
収
）
　

桃
井
安
貞
子
忠
著
　
男
義
允
恭
夫
校

９３

米
前
掲

「村
井
琴
山
」
項

『
読
小
刻
傷
寒
論
…
』
参
照
。

山
田
寧

（安
貞
）

山
田
氏
伝
方

（他
二
種
合
収
）
　

山
田
寧
安
貞
誌
　
１１

米
前
掲

「中
川
修
亭
」
項

『
松
浦
問
答
…
』
参
照
。

山
田
大
円

（謙
斎

・
法
橋
）

眼
科
提
要
三
巻
　
謙
斎
法
橋
山
田
大
円
著
　
文
化
十
四
年
序
同
年
以
降
伊
藤

忠
岱
写
本
　
全
二
冊
　
‐３０

二
十
六

・
七
×
十
八

・
七
　
十
二
行
二
十
四
字
和
文
　
範
督
小

首
文
化
十
四
年
中
川
故

「眼
科
提
要
序
」

次

「眼
科
提
要
目
次
」

次

「眼
科
提
要
巻
上
／
謙
斎
　
法
橋
　
山
田
大
円
著
／
薩
病
第

一
二
症
」

以
下
至
巻
下
　
巻
中
前
有
中
巻
目
次
　
題
祭
題

「眼
科
提
要
」

山
辺
篤
雅
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産
育
編
三
巻
　
山
辺
篤
雅
著
　
寛
政
十
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
二
冊
　
９７

二
十
四

・
五
×
十
七

・
二
　
人
行
十
三
年
　
朱
句
点

首

「産
育
編
巻
上
／
中
津
医
官
東
都
山
辺
篤
雅
望
著
」
　

以
下
至
巻
下

末
国
「寛
政
十
戊
午
歳
十

一
月
吉
辰
写
之
／
伊
藤
大
助
／
藤
祐
慶
」

表

紙
国

「産
育
編
」

書
八
有
薬
名
栗
効
等

（巻
下
末
）

産
育
編
二
巻
　
山
辺
篤
雅
文
伯
著
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
９９

二
十
六

・
六
×
十
九

・
二
　
十
行
二
十
年
　
句
点

首

「産
育
編
巻
上
／
豊
前
　
中
津
医
官
東
都
山
辺
篤
雅
文
伯
著
」
　

以

下
巻
下
　
表
紙
回

「産
育
編
」

山
脇
家

山
脇
家
法

一
巻
　
閲
名
　
文
化
十
二
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
２２

二
十
六

・
六
×
十
八

・
一　

十
二
行
二
十
四
字
内
外
　
範
督
小

首

「山
脇
家
法
」
　

末
日

「文
化
十
二
年
丙
子
十
月
二
十
七
日
写
始
同

十

一
月
二
／
日
畢
／
伊
藤
大
助
藤
原
祐
慶
」

一万
表
紙
回

「山
脇
家
法
」

表
紙
日

「山
脇
家
法
」

山
脇
叔
光

回
生
録

一
巻

（他

一
種
合
収
）
　

〔賀
川
子
玄
〕
　

山
脇
叔
光
撰
　
８５

＊
前
掲

「荻
野
元
凱
」
項

『
方
鈴
丸
散
部
…
』
参
照
。

柚
木
太
淳

柚
木
流
眼
科
秘
録

一
巻
同
秘
伝
書

一
巻

＊
前
掲

「加
門
隆
徳
」
項
参
照
。

吉
雄
家

吉
雄
家
方

一
巻

（他
二
種
合
収
）
　

６３

米
前
掲

「徳
見
茂
四
郎
」
項

『
徳
見
氏
伝
方
…
』
参
照
。

吉
雄
永
章

金
塔
非

一
巻
紅
毛
外
科
金
嬉
集

一
巻
　
吉
雄
永
章
　
文
化
十
四
年
伊
藤
忠
岱

写
本
　
全

一
冊
　
‐１９

二
十
六

・
六
×
十
八

・
二
　
十
三
行
二
十
三
字
和
文
　
範
督
小

首

「金
盾
非
／
和
蘭
訳
官
　
吉
雄
永
章
」
　

次

「紅
毛
外
科
金
清
集
」

末
国

「右
之
書
者
下
中
込
村
茂
木
玄
泉
遊
学
予
肥
前
長
崎
而
得
者
也
余

亦
得
而
写
之
／
文
化
十
四
年
四
月
晦
日
写
始
同
六
日
因
兄
孫
助
之
病
気

到
上
州
倉
賀
野
寓
須
賀
喜
太
郎
以
病
人
保
養
之
閑
暇
同
二
十
二
日
畢
／

伊
藤
大
助
藤
原
祐
慶
」
　

一万
表
紙
日

「金
清
井
／
紅
毛
外
科
金
清
伝
」

題
森
題

「金
塔
非
」

吉
田
皇
激

近
聞
偶
筆
抄

（他
人
種
合
収
）
　

皇
敦
吉
漢
官
学
儒
者
　
・７０

＊
前
掲

「大
田
錦
城
」
項

『
中
庸
聞
書
…
』
参
照
。

吉
益
家

139
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腹
候
非

一
巻
　
士
口
益
家
　
寛
政
十
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
３‐

二
十
四

・
二
×
十
五

・
七
　
九
行
十
九
字
内
外
　
範
督
小

首

「腹
候
非
」

次

「腹
候
伝
」
末
国

「右
寛
政
十
成
午
年
十
月
十
四

日
／
写
始
同
十
五
日
畢
／
伊
藤
潜
竜
斎
／
藤
祐
慶
」
　

題
練
題

「吉
益

家
腹
候
非
」

吉
益
観
之
光

傷
寒
論

〔二
〕
巻
　
漢
張
伸
景
著
　
吉
益
観
之
光
撰
次
　
一早
和
三
年
成
書
同

年
以
降
伊
藤
宗
周
写
本
　
全
二
冊
　
２

二
十
六

・
七
×
十
八

・
二
　
五
行
十
字
注
文
和
文
行
間
細
字
　
無
点

首

「傷
寒
論
／
漢
張
伸
景
著
／
日
本
平
安
吉
益
観
之
光
／
撰
次
」
　

以

下
第
二
冊

（巻
頭
記
載
事
項
同
）

な審

一冊
末
日

宣
早
和
三
秋
撰
」

表

紙
曰

「傷
寒
論
」

吉
益
東
洞

（為
則

・
公
言
）

古
方
名
鑑
二
巻
　
吉
益
為
則
公
言
撰
　
中
郁
貞
治
子
亨
校
　
寛
政
十
年
伊
藤

忠
岱
写
本
　
全
二
冊
　
３９

二
十
四

・
九
×
十
五

・
四
　
人
行
十
六
字
　
朱
句
点
　
眉
注
書
入

首

「類
乗
方
／
日
本
藝
陽
吉
益
為
則
公
言
撰
／
門
人
石
陽
中
郁
貞
治
子

亨
校
」
（末
題

「古
方
名
鑑
じ
　

以
下
下
　
次

「分
量
考
」

末
国

「右

之
書
寛
政
十
戊
午
正
月
二
日
筆
立
同
七
日
畢
／
信
州
佐
久
郡
春
日
村

／
伊
藤
潜
竜
斎
／
祐
義
」
　

表
紙
回

「古
方
名
鑑
」

疾
医
問
答

一
巻
　
吉
益
為
則
公
言
述
　
文
化
十
二
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一

冊
　
４６

二
十
六

・
二
×
十
人

・
一　

十
二
行
二
十
年
　
朱
句
点

首

「疾
医
問
答
／
平
安
吉
益
為
則
公
言
述
」
　

次
文
化
十
二
年
伊
藤
祐

慶

〔識
語
〕
末
曰

「文
化
十
三
年
丙
子
九
月
六
日
写
始
同
十
六
日
終
／

伊
藤
大
助
藤
原
祐
慶
謹
書
」

一万
表
紙
曰

「疾
医
問
答
」

表
紙
日

「疾

医
問
答
」

東
洞
先
生
丸
散
方

（他
二
種
合
収
）
　

東
洞
先
生
　
４０

＊
前
掲

「伊
藤
見
龍
」
項

『
諸
百
家
医
書
掌
中
目
録
…
』
参
照
。

痘
盾
問
答

一
巻
　
５９

＊
前
掲

「村
井
琴
山
」
項
参
熙
。

腹
診
要
訣

一
巻
　
東
洞
先
生
回
授
　
寛
政
十

一
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊

４５

二
十
四

・
六
×
十
五

・
五
　
人
行
十
七
字
内
外
和
文
　
範
督
小

首

「服
診
要
訣
」
　

末
国

「右
書
寛
政
十

一
己
未
歳
二
月
上
巳
日
写
之

／
伊
藤
潜
竜
斎
／
藤
祐
慶
」
　

一万
表
紙
日

「腹
診
要
訣
／
東
洞
先
生
口

授
」

表
紙
日

「東
洞
先
生
腹
診
要
訣
」

薬
徴
三
巻
　
吉
益
東
洞
著
　
田
中
殖
郷
玄
番
等
校
　
寛
政
九
年
伊
藤
忠
岱
写

―-249-一



日本漢文学研究

本
　
全
二
冊
　
４４

二
十
四

・
二
×
十
五

・
四
　
人
行
十
五
字
内
外
　
範
督
小

首

「薬
徴
巻
之
上
目
次
」
　

次

「薬
徴
巻
之
上
／
東
洞
吉
益
先
生
著
／

安
藝
田
中
殖
郷
玄
番
／
石
見
中
邸
貞
治
子
享
／
平
安
加
藤
白
圭
子
復

一
同
校
」
以
下
至
巻
　
末
国

「右
之
書
者
寛
政
九
丁
巳
年
十
二
月
五
日

筆
フ
立
同
十
四
日
写
畢
者
也
／
伊
藤
潜
竜
斎
／
藤
原
祐
慶
」

表
紙
回

「栗
徴
」

類
乗
方
二
巻
　
吉
益
為
則
公
言
撰
　
中
郁
貞
治
子
亨
校
　
寛
政
十
年
伊
藤
忠

岱
写
本
　
全
二
冊
　
３８

二
十
四

・
七
×
十
五

・
四
　
人
行
十
四
年
内
外
　
範
督
小

首

「類
衆
方
／
日
本
藝
陽
吉
益
為
則
公
言
撰
／
門
人
石
陽
中
郁
貞
治
子

亨
校
」
　

以
下
下
　
末
回

「寛
政
十
戊
午
歳
正
月
十
日
筆
立
同
十
六
日

畢
／
伊
藤
潜
竜
斎
／
藤
祐
義
」
　

表
紙
日

「吉
益
類
衆
方
」

吉
益
南
涯

（猷

，
修
夫
）

険
詮
百
問

一
巻
薬
能
考

一
巻
治
験
録

一
巻
　
南
涯
吉
益
先
生
著
述
　
一早
和
四

年

（文
化
元
年
）
、
文
政
九
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
１８

二
十
六

・
五
×
十
八

・
六
　
十
二
行
二
十

一
字
　
眉
注
　
句
点

首

「険
詮
百
問
」
　

次

「薬
能
考
」
　

次
寛
政
十

一
年

「南
涯
先
生
治

験
録
序
」
　

次

〔凡
例
〕
　

次

「気
血
水
非
」
（以
下
本
文
）

末
回

「文
化
元

〈甲
／
子
〉
年

〈二
月
十
五
日
享
和
四
／
年
改
元
日
文
化
〉

二
月
二
日
写
」
「復
文
政
九
年

〈丙
／
辰
〉
七
月
二
十
二
日
改
写
」

題

森
題

「険
詮
百
問
／
栗
能
考
／
治
験
録

一
南
涯
吉
益
先
生
著
述
」
　

印

記

「仰
継
／
堂
威
」

南
涯
先
生
当
附
疑
途
非

一
巻
南
涯
先
生
痘
磨
処
剤
暑

一
巻

（他

一
種
合
収
）

‐６

米
前
掲

「中
川
修
亭
」
項

『
傷
寒
蕨
陰
詮
口
決
…
』
参
照
。

南
涯
先
生
文
集

一
巻

　

〔吉
益
南
涯
〕
　

天
明
二
年
以
降
成
書
伊
藤
忠
岱
写

本
　
全

一
冊
　
１９

二
十
六

・
六
×
十
八

・
七
　
十
二
行
二
十
二
字
　
範
督
小

首

「南
涯
先
生
文
集
／
気
血
水
非
」
　

以
下

「病
毒
所
在
論
」
「医
範
」

「医
非
司
命
■
論
」
「報
玉
江
昌
純
書
」
「答
池
口
仲
恕
書
」
　

次

（無

題
）
　

次

「医
範
　
一尿
斎
先
生
」
末
口

「天
明
二
年
七
月
吉
益
辰
州
」

題
練
題

「南
涯
先
生
文
集
」

方
庸

一
巻
　
南
握
吉
益
先
生
回
授
　
文
政
十

一
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊

‐３

二
十
六

・
七
×
十
八

・
七
　
十
行
十
八
字
　
句
点

首

「方
庸
／
南
握
吉
益
先
生
口
授
」
末
国

「文
政
十

一
年
子
二
月
篤
／

信
濃
鹿
里
伊
藤
祐
義
忠
岱
」
　

一万
表
紙
日

「方
庸
　
南
握
吉
益
先
生
回
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授
」
　

題
森
題

「方
庸
」
又

「南
涯
吉
益
先
生
回
授
」

栗
徴
聞
書

一
巻
　
南
涯
吉
益
先
生
講
説
　
伊
藤
祐
義
忠
岱
筆
記
　
伊
藤
忠
岱

写
本
　
全

一
冊
　
８

二
十
七

・
①
×
十
人

・
四
　
一ハ
行
十
七
字
注
文
和
文
十
二
行
二
十
六
字

内
外
　
範
督
小

首

「薬
徴
聞
書
／
南
握
吉
益
先
生
講
説
／
信
濃
伊
藤
祐
義
忠
岱
筆
記
」

題
練
題

「薬
徴
聞
書
」

類
証
非
疑
二
巻
　
南
涯
先
生
口
授
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
二
冊
　
２‐

二
十
六

・
四
×
十
八

・
七
　
八
行
十
六
字
注
文
小
字
双
行
　
無
督
小

首

「類
証
非
疑
／
南
涯
先
生
口
授
」
　

次

「類
謹
那
疑
／
南
涯
先
生
口

授
」
　

一死
表
紙
国

「類
詮
非
疑
」
　

題
森
題

「類
謹
非
疑
」

金
匿
要
略
二
巻
　
漢
張
伸
景
著
　
南
涯
先
生
講
説
　
伊
藤
忠
岱
写
本

冊
　
１０

二
十
六

・
六
×
十
八

・
六
　
四
行
十
二
年
注
文
和
文
行
間
細
字

首

「金
底
要
略
／
漢
張
伸
景
著
」
　

以
下
第
二
冊

（巻
頭
題
同
）

答
題

「金
匿
要
略
」
又

「南
涯
先
生
講
説
」

金
医
要
略
聞
書
四
巻
　
南
涯
吉
益
先
生
講
説
　
伊
藤
祐
義
忠
岱
筆
記

全
二
冊
　
５

全
二

写
本

二
十
六

・
九
×
十
八

・
七
　
七
行
十
四
字
注
文
和
文
十
二
行
二
十
五
字

征
小占
小

首

「金
巨
要
略
聞
書
巻

一
／
南
涯
吉
益
先
生
講
説
／
信
濃
伊
藤
祐
義
忠

岱
筆
記
」
　

以
下
至
巻
四
　
題
額
題

「金
医
要
略
聞
書
」
又

「南
涯
先

生
講
説
」

〔傷
寒
論
聞
書
〕

一
巻
　
南
握
吉
益
先
生
講
説
　
写
本
　
全

一
冊
　
１２

二
十
六

・
六
×
十
人

・
七
　
四
行
十
二
年
注
文
行
間
細
字
　
無
点

首

「傷
寒
論
／
非
大
陽
病
泳
詮
並
治
法
上
」
　

一死
表
紙
国

「南
涯
吉
益

先
生
講
説
／
傷
寒
論
聞
書
」
　

題
額
題

「傷
寒
論
」
又

「南
涯
先
生
講

説
」

傷
寒
論
聞
書

（存
巻
四
）
　

南
渥
吉
益
先
生
講
説
　
士
口
田
良
平
筆
記
　
伊
藤

忠
岱
写
本
　
一
冊
　
１５

二
十
六

・
六
×
十
人

・
六
　
一ハ
行
十
三
字
注
文
和
文
小
学
双
行
二
十
六

字
内
外
　
範
督
小

首

「傷
寒
論
聞
書
／
南
涯
吉
益
先
生
講
説
／
上
毛
吉
田
良
平
筆
記
」

元
表
紙
国

「南
涯
吉
益
先
生
講
説
／
傷
寒
論
聞
書
」
　

題
額
題

「傷
寒

論
聞
書
」

傷
寒
論
聞
書
七
巻
　
南
握
先
生
回
授
　
漢
張
伸
景
著
　
晋
王
叔
和
撰
次
　
伊

藤
忠
岱
写
本
　
全
二
冊
　
６
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二
十
六

・
五
×
十
八

。
人
　
七
行
十
四
字
注
文
和
文
小
学
双
行
　
範
督
小

首

「傷
寒
論
聞
書
巻

一
／
南
涯
先
生
回
授
／
漢
張
仲
景
著
　
晋
王
叔
和

撰
次
」
　

以
下
至
巻
七
　
題
答
題

「傷
寒
論
聞
書
」
又

「南
涯
吉
益
先

生
講
説
」

傷
寒
論
正
義
二
巻
　
吉
益
猷
修
夫
著
　
文
政
六
年
九
月
伊
藤
思
岱
写
本
　
全

一
冊
　
１７

二
十
六

・
四
×
十
八

・
七
　
一ハ
行
十
四
字
注
文
小
字
双
行
十
九
字
内
外

朱
句
点

首

「傷
寒
論
正
義
序
／
平
安
　
吉
益
猷
修
夫
著
　
次

「傷
寒
論
正
義
上
」

以
下
下
　
末
日

「文
政
六
年
癸
未
九
月
写
之
」
　

一死
表
紙
曰

「傷
寒
論

正
義
」
　

題
森
題

「傷
寒
論
正
義
」

傷
寒
論
反
正

一
巻
　
南
涯
吉
益
先
生
説
　
須
藤
寿
圭
筆
記
　
伊
藤
宗
周
写
援

享
和
二
年
九
月
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
１４

二
十
六

，
二
×
十
九

。
九
　
十
行
十
五
字
内
外
注
文
行
間
細
字
　
範
督
小

首
寛
政
十
二
年
須
藤
寿
圭

「傷
寒
論
反
正
凡
例
」
末
丁
裏
有

「唐
類
函
」

「書
」
「字
書
」
「准
南
子
」
等
引
用
　
次

「傷
寒
論
反
正
／
南
涯
吉
益

先
生
説
／
門
人
須
藤
寿
圭
筆
記
」
末
回

「
〈幼
名
犬
松
後
称
大
助
祐
慶

薙
髪
号
／
忠
岱
祐
義
此
書
年
二
十
六
歳

（ト
キ
）
記
ご

又
曰

「千
時

享
和
二
壬
成
年
九
月
十
六
日
写
始
同
／
二
十
六
日
而
功
畢
／
伊
藤
潜

能
斎
／
藤
祐
慶
」
　

題
森
題

「傷
寒
論
反
正
」
又

「上
須
藤
寿
圭
説
／

伊
藤
宗
周
祐
之
表
書
付
」

吉
益
半
咲
斎

換
骨
抄

一
巻
　
吉
益
半
咲
斎
著
述
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
‐１８

二
十
六

・
七
×
十
八

・
七
　
十
二
行
十
九
年
内
外
注
文
小
字
双
行
　
無

占
ト

首

「換
骨
抄
抜
碁
之
書
」

次
天
正
三
年
吉
益
半
咲
斎
／
参

「換
骨
抄

〔序
ご
　

次

「九
療
手
負
…

（以
下
本
文
と

　

一万
表
紙
日

「吉
益
半

咲
斎
著
述
／
換
骨
抄
」
　

題
森
題

「吉
益
半
笑
斎
換
骨
抄
」

吉
益
北
洲

金
匿
要
略
聞
書

一
巻
　
北
州
吉
益
先
生
口
授
　
写
本
　
全
二
冊
　
１

二
十
二

・
五
×
十
五

・
八
　
十
二
行
大
字
二
十
年
内
外
小
学
二
十
人
字

内
外
注
文
和
文

一
部
小
学
双
行
　
眉
注
　
範
督
小

首

「金
巨
要
略
北
州
吉
益
先
生
口
授
」
　

題
練
題

「金
医
要
略
聞
書
」

又

「北
州
先
生
」
　

封
面
裏
有
生
薬
薬
効
等
書
入

吉
益
扇
斎

扇
斎
吉
益
先
生
医
範
不
分
巻
　
一鼠
斎
吉
益
先
生
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊

４

二
十
六

・
七
×
十
八

・
八
　
エハ
行
十
字
注
文
和
文
十
二
行
二
十
字
　
無
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占
ド首

コ
風
斎
吉
益
先
生
医
範
」
　

一死
表
紙
口

「医
範
」

題
額
題

「医
範
」

又

「扇
斎
吉
益
先
生
」

吉
村
遍
宜

痘
疹
必
用
方

（他
五
種
合
収
）

士
口村
遍
宜
　
８。

＊
前
掲

「恵
美
三
白
」
項

『
晩
成
堂
吐
法
私
録
…
』
参
照
。

吉
原
元
棟

杏
蔭
斎
正
骨
要
訣

一
巻

（他
二
種
合
収
）

士
口
原
元
棟
隆
仙
著
　
７。

米
前
掲

「華
岡
青
洲
」
項

『
紅
毛
一骨
栗
方
選
…
』
参
照
。

和
田
東
郭

（泰
純

Ｂ
含
章
斎
）

含
章
斎
医
事
雑
談

一
巻
　
〔和
田
東
郭
〕

文
化
十
二
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
７５

二
十
六

・
九
×
十
九

・
二
　
十
五
行
三
十
字
内
外
和
文
　
無
督
小

首

「含
章
斎
医
事
雑
談
」
末
曰

「文
化
十
二
乙
亥
年
十
月
五
日
始
同
七

日
畢
／
伊
藤
大
助
藤
原
祐
慶
」
　

題
祭
題

「含
章
斎
医
事
雑
談
」

含
章
斎
経
験
方

一
巻

　

〔和
国
東
郭
〕
　

天
保
二
年
伊
藤
思
岱
写
本
　
全

一

冊
　
７８

二
十
六

。
人
×
十
九

・
三
　
九
行
二
十

一
字
和
文
　
範
督
小

首

「含
章
斎
経
験
方
」
末
曰

「天
保
二
辛
卯
年
人
月
十
日
於
摂
州
大
坂

城
内
玉
造
口
東
御
小
屋
松
平
但
馬
守
様
御
在
番
中
写
焉
／
伊
藤
祐
義
忠

岱
」
　

一死
表
紙
日

「含
章
斎
経
験
方
」
　

題
練
題

「含
章
斎
経
験
方
」

蕉
窓
斎
治
験
録

一
巻

　

〔和
田
東
郭
〕
　

写
本
　
全

一
冊
　
７３

二
十
七

・
①
×
十
九

・
四
　
九
行
二
十

一
字
　
範
督
小

首

「蕉
窓
斎
治
験
録
」

一死
表
紙
曰

「蕉
窓
斎
治
験
録
」

題
祭
題

「蕉

窓
斎
治
験
録
」

蕉
窓
方
意
解

一
巻
　
和
国
東
郭
口
授
　
写
本
　
全

一
冊
　
７２

二
十
六

・
四
×
十
八

・
二
　
十
二
行
二
十
五
字
内
外
和
文
　
眉
注

首

「蕉
窓
方
意
解
／
東
郭
和
国
先
生
口
授
」
　

次

「御
医
法
眼
和
田
君

稗
陰
銘
　
源
之

〔熙
〕
撰
併
書
」
　

題
祭
題

「蕉
窓
方
意
解
」

東
郭
先
生
家
蔵
方

（他
五
種
合
収
）
　

和
国
東
郭
　
８０

米
前
掲

「恵
美
三
白
」
項

『
晩
成
堂
吐
法
私
録
…
』
参
照
。

導
水
瑣
言

一
巻
　
和
田
東
郭
先
生
選
　
一早
和
二
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊

７４

二
十
四

。
人
×
十
七

・
○
　
十
二
行
十
七
年
内
外
和
文
　
範
督
小

首

「導
水
瑣
言
」
　

次

「附
脚
気
風
毒
」
（末
題

「導
水
瑣
言
附
録
じ

末
国

「享
和
二
壬
成
年
九
月
十
三
日
写
／
伊
藤
大
助
／
祐
慶
」
　

一万
表

紙
日

「導
水
瑣
言
」
又

「和
国
東
郭
先
生
選

含
丁
泰
純
為
曲
人
茉

〔允
〕

／
任
法
眼
ど

「御
医
和
田
君
稗
陰
銘
」

題
森
題

「導
水
瑣
言
」
又

ゴ
王
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都
和
国
東
郭
先
生
著
述
」

徴
盾

一
家
伝

一
巻
　
和
国
泰
純
著
　
天
保
三
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊

７７

二
十
六

・
九
×
十
九

・
三
　
十
行
二
十
四
字
内
外
和
文
　
範
督
小

首

「徴
盾

一
家
伝
／
和
国
泰
純
著
」
末
曰

「天
保
三
年
壬
辰
五
月
於
摂

州
大
坂
城
内
玉
造
口
東
御
小
屋
松
平
但
馬
守
様
御
在
番
中
写
之
／
伊
藤

祐
義
忠
岱
書
」
　

一万
表
紙
日

「徴
清

一
家
伝
」
　

題
練
題

「徴
磨

一
家

伝
」

〔方
輿
外
伝
〕
　

〔和
国
東
郭
〕
　

写
本
　
全
二
冊
　
‐２８

二
十
六

・
七
×
十
八

・
七
　
十
二
行
二
十
字
内
外
　
朱
句
点

首

「諸
方
経
験
録
／
目
次
」

次

〔序
〕

次

「婦
人
妊
娠
」
（以
下
本

文
）
　

次

「鼓
脹
」
　

題
森
題

「方
輿
外
伝
」

方
輿
外
伝

（存
巻
二
）
　

〔和
田
東
郭
〕
　

伊
藤
忠
岱
写
本
　

一
冊
　
・２９

二
十
九

・
一
×
十
九

・
二
　
十
二
行
二
十
六
字
内
外
和
文
　
範
督
小

首

「方
輿
外
伝
巻
二
」
　

題
森
題

「方
輿
外
伝
」

方
輿
外
伝

（存
巻
四
至
六
）
　

〔和
田
東
郭
〕
　

文
政
五
年
伊
藤
忠
岱
写
本

三
冊
　
・３‐

二
十
六

・
九
×
十
人

・
七
　
十
二
行
二
十
八
字
内
外
　
和
文
　
範
督
小

首
「方
輿
外
伝
四
／
鼓
脹
」

以
下
至
六
　

一
部
巻
末
有
書
写
日
付
　
一万

表
紙
国

「方
輿
外
伝
　
四
」
　

題
額
題

「方
輿
外
伝
」

閥
名

医
方
非
要

一
巻

（他

一
種
合
収
）
　

閲
名
　
６６

＊
前
掲

「華
岡
青
洲
」
項

『
春
林
堂
一骨

（薬
）
方
…
』
参
照
。

金
盾
口
伝
書

一
巻
金
盾
諸
家
説

一
巻
　
閲
名
　
文
化
十
四
年
伊
藤
忠
岱
写
本

全

一
冊
　
‐２４

二
十
六

・
二
×
十
八

・
二
　
十
三
行
二
十
三
字
和
文
注
文
小
字
双
行

範
小占
小

首

「金
盾
口
伝
」
　

次

「金
清
諸
家
説
」
　

末
日

「右
書
者
下
中
込
村

茂
木
源
泉
遊
学
肥
前
之
長
崎
而
得
所
也
余
借
而
文
化
十
四
年
四
月
二
十

五
日
写
始
二
十
八
日
畢
／
伊
藤
大
助
藤
原
祐
慶
四
十
歳

ニ
シ
テ
写
焉
」

封
面
題

「金
塔
口
伝
書
／
金
嬉
諸
家
説
」
　

題
森
題

「金
盾
口
伝
書
／

金
盾
諸
家
説
」

金
盾
神
機

一
巻
　
閥
名
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
‐２‐

二
十
六

・
九
×
十
九

・
三
　
十
行
二
十
二
年
内
外
和
文
注
文
小
字
双
行

範
小占
小

首

「金
塔
神
機
」

一死
表
紙
日

「金
盾
神
機
」

題
森
題

「金
磨
神
機
」

産
科
輯
要
二
巻
　
閲
名
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
企
二
冊
　
９４

二
十
六

・
九
×
十
八

・
九
　
十
二
行
二
十
二
字
内
外
和
文
　
範
督
小
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首

「産
科
輯
要
」
　

次

「産
科
輯
要
巻
之
下
」
　

一死
表
紙
曰

「産
科
輯

要
」
　

題
額
題

「産
科
輯
要
」

質
篤
満
眼
科
書

（存
巻
三
、
四
）
　

閲
名
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　

一
冊
　
・３２

二
十
六

・
七
×
十
八

・
一　

十
行
二
十
七
字
内
外
和
文
　
無
督
小

首

「第
二
十
九
篇
　
眼
胞
病
門
」
　

次

「第
二
十
九
篇
／
灰
色
易
及
其

続
発
詮
」
　

一万
表
紙
国

「質
篤
満
眼
科
書
　
一一一四
」
　

題
森
題

「質
篤

満
眼
科
書
」

小
児
全
書
蛾
晶
篇
二
巻
　
閲
名
講
説
　
伊
藤
忠
岱
祐
義
筆
記
並
写
本
　
全
二

冊
　
６９

二
十
六

・
九
×
十
八

・
七
　
十
行
二
十
六
字
内
外
和
文
注
文
小
学
双
行

傍
線

首

「小
児
全
書
／
蹴
晶
篇
」
末
日

「信
濃
春
日
　
伊
藤
忠
岱
祐
義
写
録
」

以
下
下
　
末
日
「信
濃
鹿
里
　
伊
藤
忠
岱
祐
義
筆
記
」

一万
表
紙
日
「小

児
全
書
　
蛾
虫
篇
上

〈二
十
二
／
十
三
上
ご

（第

一
冊
）
「小
児
全
書

蹴
虫
篇
下

〈二
十
三
／
十
二
下
ご

（第
二
冊
）

題
森
題

「小
児
全
書
」

又

「鹿
里
伊
藤
忠
岱
祐
義
筆
記
」
　

印
記

「仰
継
／
堂
威
」

女
病
帯
下
考

一
巻
　
閲
名
　
天
保
二
年
伊
藤
思
岱
写
本
　
全

一
冊
　
２４

二
十
六

・
八
×
十
九

・
三
　
十
行
二
十
二
字
内
外
注
文
和
文
小
字
双
行

句
点

首

「女
病
帯
下
考
」
　

末
国

「天
保
二
年
辛
卯
九
月
於
摂
州
御
城
内
玉

造
口
東
御
小
屋
松
平
但
馬
守
様
御
在
番
中
写
之
／
伊
藤
代
助
書
」
　

次

文
政
九
年
中
川
壺
山

〔跛
〕
　

題
額
題

「女
病
帯
下
考
」

幼
科
保
寿
先
生
回
訣

一
巻
　
閲
名
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
６５

二
十
六

・
七
×
十
九

・
三
　
十
行
二
十
五
字
内
外
和
文
　
範
督
小

首

「幼
科
保
寿
先
生
口
訣
」
　

題
森
題

「幼
科
口
訣
」

古
易
精
義

一
巻
　
閲
名
　
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
　
‐５３

二
十
七

・
三
×
十
八

・
六
　
十
二
行
二
十
五
字
　
朱
傍
線
　
朱
句
点

囲首

「古
易
精
義
」
　

一万
表
紙
日

「古
易
精
義
」
　

題
森
題

「古
易
精

圭我
」

孟
子
七
巻
　
閲
名
講
説
　
文
政
四
年
六
月
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
七
冊
　
２０６

二
十
六

・
八
×
十
九

・
①
　
五
行
十
六
字
内
外
和
文
　
有
図
　
傍
注

首

「孟
子
」
　

以
下
至

〔巻
七

（末
題
と

　

巻
五
末
国

「四
五
ノ
巻

ハ
文
政
四
年
六
月
九
日
二
別
所
ヨ
リ
上
田
二
至
り
下
紺
屋
町
官
下
非

達
／
子
ノ
許

ニ
テ
傷
寒
論
講
説
ノ
間
暇
フ
得
同
十

一
日
ヨ
リ
十
七
日

二
至
テ
フ
ハ
ル
」
　

一万
表
紙
日

「孟
子
」
　

題
祭
題

「孟
子
聞
書
」

金
匿
要
略
離
題
略

一
巻
　
閲
名
　
文
政
十
二
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全

一
冊
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ワ

一

二
十
六

・
○
×
十
八

・
七
　
十
二
行
二
十
字
　
句
点

首

「金
庫
要
略
離
題
略
」
末
曰

「文
化
丁
卯
春
二
月
八
日

一
過
畢
　
希

お
／
文
化
戊
辰
春
二
月
念
三
日
写
畢
　
士亜
山
／
文
化
丁
丑
秋
七
月
十

二
日
写
畢
　
榛
山
／
文
政
己
丑
冬
十
月
念
九
日
写
畢
　
竹
坂
／
文
政

己
丑
冬
極
月
念
九
日
写
畢
　
鹿
里
」
　

一九
表
紙
日

「金
巨
要
略
離
題
」

題
森
題

「金
巨
要
略
離
題
」

〔荘
子
講
説
聞
書
〕
十
巻
　
閲
名
講
説
　
文
政
四
年
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
十

冊
　
２‐４

二
十
六

・
九
×
十
九

・
〇
　
五
行
十
五
字
注
文
和
文
小
字
双
行
字
数
不

定
　
傍
注

首
郭
象

「南
華
真
経
旧
序
／
河
南
郭
象
子
玄
撰
」

次
服

（服
部
）
元

喬

「読
郭
注
荘
子
」

次

軍
壮
子
南
華
真
経
巻

一
」

以
下
至
巻
十
　
巻

九
末
日

「文
政
四
年
辛
巳
八
月
十
八
日
写
始
九
月
五
日
写
終
」
　

一死
表

紙
国

「荘
子
講
説
聞
書
」
　

題
練
題

「荘
子
聞
書
」
　

印
記

「仰
」
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分類別資料数

■総

O続 括的分類 *

計 著述 聞書 計 著述 聞書 計 著述 聞書

国

書
137

総 記
叢書 1 1

随筆

文学

消息 1 1

歌集 1 1

漢学

医書 2

準
漢

籍

経部

易

圭
臼

1

言寺 2

春秋 2 1 1

四書

論語 1

孟 子 7 3

大学

中庸 1

孝経 1 1

詰経総義 1 1

子部

儒 家 1 1

医家
金 匡 1

傷 寒

雑家 1 1

道家

老子

荘子 1

列 子

計 227

*一 冊に、別著者の複数の資料が合収されている場合もあるが、それらの各合収資料の多くは、

同分類のため、子目別には計上せず、一分類に統括。但し、別分類の複数資料が合収されている

場合、「叢書」とした。

〇各著者 票題別 分類
計 計 裏軸ホ 計 者 那 聞 書

国

書
6

総記 5
叢書 1 1

随筆

文学

消息 1 1

歌集 1 1

漢学

医書

準
漢

籍

経部

易

圭
臼

1

春秋 1 1

四書

論語 1

孟 子 7

大学

中庸 7

孝経 1 1

諸経総義 1 1

子部

儒家

医家
金 匡 6 1

傷 寒

雑 家 2 2 1 1

道家

老 子

荘子 1

列 子 2

計 275 275 275
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各著者標題別資料数

著 者 計 国 書 準漢籍 著 者 言十 国 書 準漢籍

あ 1 浅井南浸 1 0 42 中川修亭 4

猪飼敬所 1 1 0 (講義録類) (0)

池田成美 1 1 0 43 永田徳本 0

4 池田正直 0 44 永富独哺庵 1 1 0

伊藤見龍 1 1 0 45 中西深斎 1 1 0

伊藤仁斎 1 0 46 中村環中 1 1 0

伊藤忠岱 4 47 中山元治 0

今井松庵 4 に 48 西山砂保 1 1 0

巌恭敬 1 1 0 は 49 土生玄碩 1 1 0

ヽ
つ 10 宇田川玄真 1 1 0 50 畑金鶏 1 1 0

え 永允周禎 1 1 0 月R者「鼎 1 1 0

恵美三白 4 4 0 華岡青洲 0

お 大田錦城 10 48 華岡鹿城 1 1 0

(講義録類 ) ( 2 6 ) ( 0 ) ( 2 6 ) 54 原南陽 可 1 0

大田晴軒 1 14 あヽ 古林見宣 1 1 0

(講義録類) (0) ほ 細野転翁 1 1 0

大田晩成 0 ま 真嶋厚 1 0

(講義録類) (0) み 湊長安 1 0

荻野元凱 0 む 村井琴山 1

奥劣斎 4 0 も 60 桃井安貞 1 0

か 海保尚賢 0 や 山田寧 1 1 0

賀川玄悦 4 0 山田大円 1 1 0

20 香川修庵 0 山辺篤雅 0

賀川有斎 0 64 山脇家 1 0

賀川蘭斎 1 1 0 山脇叔光 1 0

葛西因是 0 1 ゆ 柚木太淳 1 1 0

加藤氏 1 1 0 よ 吉雄家 1 1 0

加門隆徳 1 1 0 吉雄永章 1 0

河回信任 1 1 0 吉田皇取 1 1 0

き 雑間喚 0 70 吉益家 1 1 0

〔古賀朝陽〕 1 0 吉益観之光 1 0 1

(講義録類) ( 0 ) 吉益東洞 0

後藤艮山 1 1 0 吉益南涯
30 後藤省 1 1 0 (講義録類)

さ 坂回氏 1 1 0 74 吉益半咲斎 1 1 0

し 新宮涼庭 0 吉益北洲 1 0 1

す 水門長庵 1 1 0 (講義録類 ) (0)

34 杉本樗園 1 1 0 吉益扇斎 1 1 0

た 35 高野長英 10 10 0 吉村遍宜 1 1 0

(講義録類) ( 0 ) 吉原元棟 1 1 0

田代昌純 1 1 0 わ 和国東郭 10 10 0

田中来信 1 1 0 80 閲名

ち 〔朝陽右門〕 1 1 0 (講義録類)

と 徳見茂四郎 1 1 0 合計 275

40 豊浦元貞 1 0 1 (講義録類) (54) (48)

な 41 中神琴渓 4 1

(講義録類 ) (0)
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